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例

本書は、富山市栃谷地内に所在する栃谷南遺跡の発掘調査報告書である。

発掘調査は、個人住宅建設に伴うもので、平成 10年度に富山市教育委員会が調査主体となって

実施した。あわせて同年度に遺跡の広がりを確認する試掘確認調査を実施した。平成 13年度に

は、市史跡となった栃谷南遺跡の保存を目的とした発掘調査及び試掘確認調査を実施した。

本報告書は、平成10年度以降に行った発掘調査や試掘確認調査及び出土品整理を総括した調査

報告書である。

4.調 査は、平成10年度は富山市教育委員会生涯学習課 (課長 菊川順良)、 平成11～ 13年度は富山

市教育委員会埋蔵文化財センター (所長 藤田富士夫)カミ主体となり、国庫補助金・県費補助金

を受けて実施した。

5。 調査にあたり文化庁記念物課、富山県教育委員会文化財課、富山県埋蔵文化財センター、 (財 )

富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所から指導を得た。

6。 現地調査期間・面積・調査担当・出土品整理

〈平成 10年度〉 発掘調査 :平成10年 4月 2日 ～平成H年 1月 16日       600∬

担当者 :富山市教育委員会 生涯学習課     学芸員 鹿島昌也

同  原田幸子

試掘確認調査 :平成11年 2月 22日 ～平成 11年 3月 31日   320∬ (対象17,197∬ )

担当者 :富山市教育委員会 生涯学習課     学芸員 鹿島昌也
〈平成 11年度〉出土品整理 :有限会社 山武考古学研究所へ委託 (遺物実測、 トレース)

監理 :富山市教育委員会 埋蔵文化財センター 学芸員 鹿島昌也
〈平成 12年度〉出土品整理 :株式会社 上智へ委託 (遺物実測、 トレース)

監理 :富山市教育委員会 埋蔵文化財センター 学芸員 鹿島昌也
50ぽ〈平成 13年度〉 発掘調査 :平成13年 11月 19日 ～平成14年 3月 29日

担当者 :富山市荻育委員会 埋蔵文化財センター 学芸員 鹿島昌也

嘱託 安達志津

試掘確認調査 :平成13年 12月 26日 ～平成14年 2月 8日 258.5ド (対象16,857ド )

担当者 :富山市教育委員会 埋蔵文化財センター 学芸員 小林高範

同  小黒智久

嘱託 安達志津

調査にあたっては土地所有者や地元栃谷自治会の協力と理解が得られ、平成 11年 7月富山市土

地開発公社によって1,425だ について公有化を行った。また同年 12月 に「栃谷南遺跡保存委員会」

を設置し、遺跡の保存方法を検討し、遺跡保存の基本理念 。基本構想が容申された。

自然科学的分析調査はパリノサーヴェイ株式会社、株式会社吉田生物研究所に委託した。また、

大谷女子大学荻授三辻利一氏には須恵器等の胎上分析を行っていただき、さらに富山大学理学

部 (酒井英男教授)の協力を得て地中レーダ探査を実施した。その成果をⅢ章�)に掲載した。

遺構記号は、溝跡 I SD、 土坑 :SK、 井戸 i SE、 柱穴 IP、 粘土採掘穴・竪穴状遺構 :SXと する。

出土品及び原図・写真類は、富山市教育委員会が保管している。

本書の執筆 (I～ Ⅲ章 �、Ⅳ章)及び編集は、鹿島が行った。また、Ⅲ章�)附編・ 1は氷見

市教育委員会廣瀬直樹氏から玉稿を賜り、附編 。2を藤田が執筆した。
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遺跡の位置と環境

栃谷南遺跡は、富山市の中心部から西へ約 8kmの富山市栃谷地内に位置する。東に呉羽山丘陵、

西に射水丘陵を望む境野新扇状地扇端部に形成された水田地帯のほぼ中央部に位置する。標高は約15

mを波Iり 富山湾からは8.歌m距離に位置する。

調査地の西約700mの射水郡小杉町境には鍛治川が流れる。この河川は、富山市三熊付近に源を発し、

北流して新湊市の放生津潟に注ぐ。鍛治川の名称は富山市中老田の真言宗乗福寺の縁起を記した伝本

によれば、寺院創建の頃仏具を鋳造するため上流部で鉱床を掘削させたところ鍛冶屋が多数できた事

によるとされている。富山市山本地内には県指定天然記念物「舟つなぎの椎の木」がある。また中老

田地内の乗福寺境内北西の川縁に近世まで舟付場が存在し、況在でも「舟場」という屋号が残るなど

鍛治川周辺が早くから開かれ、舟運による交通が盛んだったことをうかがわせている。

昭和44年から実施された古沢地区土地改良事業のため、現在では南から北に向って緩やかに傾斜す

る水田地帯となっているが、事業施工前の地形は射水丘陵東部から派生する尾根が南北に走り、その

谷筋には、大小の池や堤が形成され、起伏に富んだ地形を呈していた。

周辺の呉羽山丘陵～射水丘陵一帯にかけては、県内で最も遺跡が集中する地域の一つに数えられる。

旧石器時代の遺跡は扇状地扇頂部に近い平岡遺跡や境野新遺跡、杉谷 67遺跡、向野池遺跡などが

あり、東山型石刃技法によるナイフ形石器や瀬戸内系横長剥片剥離技法の石器が出上している。向野

池遺跡で黒曜石製の細石刃核が採集され、中部高地系の細石刃文化の存在が始めて県内で確認された。

縄文時代前～後期には丘陵の各所に拠点的な集落が形成される。前～中期には平岡遺跡が、中期に

なると射水丘陵東部の開ヶ丘地内で竪穴住居群や落とし穴遺構などが確認されている (開 ヶ丘中山Ⅲ

遺跡、開ヶ丘狐谷Ⅱ遺跡など)。 扇状地上には上堤池遺跡、北押川 B遺跡、池多東遺跡などがあり、

丘陵地を中心に縄文時代の集落形成が顕著であった。

弥生～古墳時代には、現在富山医科薬科大学の所在する杉谷丘陵上に杉谷A遺跡の方形周溝墓群や

杉谷四号古墳 (四隅突出墳)を はじめとする杉谷古墳群が営まれ、山陰地域との地域間交流を物語る。

杉谷古墳群の西に位置する境野新遺跡には古墳時代中期の竪穴住居が検出されており、古墳群との関

連が注目される。呉羽山丘陵～婦中町羽根丘陵上には数多くの墳墓群が築造され、近年当地域に婦負

王国の形成が提唱されるなど墳墓の被葬者を盟主とする勢力集団の存在をうかがわせる。当該期には

呉羽山～羽根丘陵東麓の婦負郡婦中町地内に集落が形成され、婦中町千坊山遺跡や南部 I遺跡などが

その母体集落と考えられている。一方、呉羽山丘陵尾根上には古沢塚山古墳が、丘陵東部には杉坂古

墳群をはじめ、日本海側最北端に位置する横穴墓群である番神山横穴墓群や金屋陣ノ穴横穴墓群、呉

羽山古墳などが築かれ古墳時代前期～後期まで継続した勢力集団の造墓が行われていた。

白鳳～奈良・平安時代にかけては呉羽山西麓～射水東部丘陵一帯で製陶・製炭・製鉄などの生産遺

跡が形成される。豊富な山林資源を背景にした古代の一大コンビナー ト地帯としての役割を担ってい

た地域であった。中老田C遺跡では炭窯が複数基検出されており、出上した須恵器の胎土分析から栃

谷南遺跡出土須恵器と酷似するデータが得られている。集落では、向野池遺跡では円形土台を有する

瓦塔が製作されていた。開ヶ丘中遺跡では掘立柱建物や礎石建物跡、竪穴住居群が検出され、さらに

瓦塔など仏教的色彩の強い遺物も出上し、仏堂 (小規模な山寺)の周囲に工人集団の集落が営まれて

いたと想定されている。また、射水郡小杉町黒河尺目遺跡では、掘立柱建物の倉庫群が検出され、合

わせて蛋白石の石帯も出土し、官衡的性格を有する遺跡として今後の調査成果が注目される。
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第1図 栃谷南遺跡の位置と周辺の遺跡 (1:50,000)
1栃谷南 2栃谷 3古沢窯 4西金屋窯 5西金屋B窯 6金草第一古窯 7セ ンガリ山窯 8古沢東窯 9法尻窯10呉羽山丘陵
古墳群11杉谷古墳群12杉谷A13杉谷14杉谷6715境野新16金屋南17安田城跡18友坂19向野池20北押川 1号窯21北押川・

墓ノ段22池多東23御坊山24平岡25平岡神社裏窯26平岡窯27新町Ⅱ28千坊山29砂子田 130道場 131中名Ⅱ32南部 133富

崎34富崎千里古墳群35鏡坂Ⅱ36王塚古墳37勅使塚古墳38三熊窯39三熊中山窯40三熊内山窯跡群41開 ヶ丘中42開 ヶ丘中

山Ⅳ43開 ヶ丘四方ノ池窯44開 ヶ丘中山窯45上堤池46ガ メ山47山本藤ノ木窯48三熊北Ⅲ49室住池 150石太郎 151天池B
52黒河尺目53中老田Ⅳ54針原西55中老田C56東老田 157針原東58西二俣59白石60吉作 1号窯
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・縄文後期～弥生遺跡
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△栃谷南遺跡

第2図 射水平野の古地理変遷 (2000藤井昭二 F大地の記憶』桂書房から、一部改変)
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第3図 呉羽山丘陵周辺の表層地質と遺跡の分布 (1:10万 ,1987『富山市史 通史』上巻から)

。須恵器の分布地 。縄文前期～後期遺跡
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Ⅱ 調査の経緯と経過

i)平成 9年度

平成 9年 3月 に個人住宅建設に先立ち、埋蔵文化財の所在確認依頼書が富山市教育委員会 (以下「市

教委」と略す)に提出された。市教委では、建築予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地の栃谷南遺跡 (市

配283)の範囲内にあることから、同年 4月 に1,000ド を対象に試掘確認調査を実施した。その結果対

象地区全域に遺跡の所在を確認した。調査では須恵器 。土師器・瓦類の他、焼土に混じり焼成に失敗

し歪んだり溶着した須恵器が多数出土したことから、生産に関わる遺構の所在が推測された。しかし、

調査地周辺はほ場整備により既に平坦な水田地帯に整地されており、窯業生産に伴う灰原の一部が残

存していると推定された。その後、施主との協議を重ね、平成10年 4月 から住宅・車庫・納屋建築予

定範囲600ド を対象に発掘調査に着手することとした。

�)平成10年度

前年度の試掘結果を基に表土排上を行ったところ、試掘確認調査で灰原と推定していた層は遺物包

合層の一部と判明した。膨大な遺物の出上があり包含層除去だけで 2ヶ 月間を要した。その後、調査

区のほぼ中央を南北に旧谷地形が縦断していることや谷の西斜面に 2基の窯跡・柱穴群、谷の東側に

は井戸跡や多数の粘土採掘遺構の所在を確認した。このため発掘調査期間を平成11年 1月 迄延長した。

発掘調査では、須恵器・土師器のほかに製鉄関連の遺物など整理箱2,000箱 にのぼる遺物が出土した。

中でも200点以上の軒丸瓦の出土があり注目された。出土した瓦類は、 2基の窯跡の初期の段階で焼

成されていたことが確認された。これまでに同拍型式が確認されていない瓦は未確認の寺院や公的施

設への供給が推測された。あわせて古代仏教関連遺物が出土し、古代越中における窯業生産の歴史や

仏教文化の浸透の様相を解明する上で重要な遺跡であることが明かになってきた。

なお、平成10年度調査区について、市教委ではその重要性を考慮し、市単独事業として公有化を図

ることとした。同年 11月 に土地所有者及び地元への説明を行い幸いにも理解を得ることができた。

それまでは記録保存のための発掘調査を行ってきたが、同時点から保存のための遺構のデータを得

るための調査に切り替えて調査を継続した。特に重要な窯跡について、遺構型取りを行い、土層断面

の剥ぎ取りを行った。また、 2号窯の灰原の一部の上層剥ぎ取りも行った。調査は、積雪前の 1月 5

日をもって終了し、遺構保護のための埋め戻しを行った。そのため遺構によっては、特に灰原や粘土

採掘穴などは断割りによる遺構規模の確認に留まるものが多く、完掘していないものも存在する。

発掘調査の成果を受けて、市教委では遺跡の広がりを確認するため周辺一帯の試掘確認調査を行う

こととし、土地所有者および地元自治会の全面的なご理解とご協力を得て、平成H年 2～ 3月 に発掘
調査地の周囲約17,000ド を対象に実施 した。詳細はⅢ章 i)で述べるが、発掘調査地北側に炭焼窯 1

基検出され、発掘調査地を含めた生産遺構地区2,500ド を栃谷南遺跡 A地区とし、南北に延びる谷地

形を挟んだ東側に検出された土坑などが所在する集落地区800∬ を栃谷南遺跡 B地区として遺跡の南・

東 。西限を確定した。

iii)平成11年度

平成 11年 5月 、栃谷302-3番地の畑にて個人による農業用倉庫新築の計画があり、埋蔵文化財所
在確認依頼の提出があった。これを受けて、35ド を対象に同月31日 に試掘確認調査を実施した。 2本

試掘 トレンチを設定したうち、東側の lTは谷状に落ち込む堆積を示したが、西側の lTでは、黄灰色

の地山面を確認でき、土坑やピットなどの遺構や須恵器・土師器などの遺物を検出した。 (第 8図 )

同地区は軽易な構造物建築工事のため、遺物・遺構が所在する深さまでの掘削を行わないことを前提
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に慎重工事を指示した。当地区は平成13年度試掘で確認したC地区に合めている。

�)遣跡の保存に向けて

平成10年度の調査成果を受け、平成 11年 7月 、遺跡の様相を知る上で重要な窯跡や灰原、粘土採掘

穴群、井戸跡などが検出された地区1,425ド について、予定されている開発工事から遺跡を保存する

ことを目的に、土地所有者や地元自治会のご理解と承諸を得て本市用地課の協力のもと富山市土地開

発公社による取得を行った。

同年12月 には遺跡の保存方法を検討するための「栃

谷南遺跡保存委員会」を設置し、平成12年度に

かけて計4回の委員会を開催した。平成12年 H月 、

栃谷南遺跡保存の基本理念および基本構想について

答申を得た。

平成 12年 4月 25日 、市土地開発公社で取得した

1,425ドについて富山市指定文化財 (史跡)の指定を

受けた。

また、出土品整理については、平成H～ 12年度に

かけて出上した瓦・須恵器・土師器の図化、写真撮

影について緊急地域雇用特別交付金を受け実施した。

v)平成13年度

平成13年度は、栃谷南遺跡保存委員会で答申を得た遺跡保存の基本理念を受けて、窯跡の構造や焼

成回数、自然科学的詳細なデータを得るための発掘調査及び遺跡北側への広がりを確認するための試

掘確認調査を実施した。その結果、 1号窯については、ほぼ同じ位置で 4基の窯が規模を変えながら

操業を行っていたことが判明した。また、試掘確認調査では、新たに3基の炭窯を検出し、遺跡の北

限を確定することができた。これによって遺跡は、ほ場整備で尾根上部は一部削平を受けているもの

の南北に延びる谷に沿ってA地区 (4,000∬ )・ B地区 (1,200∬ )。 C地区 (約600∬ )の 3地区に遺

構がまとまりを保って所在することが判明した (富山市教委2002)。

平成10～ 13年度にかけて行った発掘調査および試掘確認調査の成果については、これまで 2冊の概

要報告を刊行した。 (富山市教委1999、 2002)し かし、整理箱2,000箱以上、約20万点に及ぶ出土遺

物については、期間等の関係で図や写真など掲載できていないものが多くあった。このため、本報告

書はこれまでの調査を総括し、市単独事業として刊行することにした。

発掘調査や出土品整理、本報告作成に際し以下の方々から指導・助言・協力をいただいた。特に瓦

の観察には上原真人、西川雄大、大脇潔、西井龍儀、久保智康の各氏、歴史考古学研究会、独立行政

法人奈良文化財研究所から、須恵器の観察について望月精司、柿田祐司、廣瀬直樹の各氏、北陸古代

土器研究会から多大な助言 。協力を賜った。記して謝意を表します。

池野正男、上野章、宇野隆夫、小栗由希代、川崎晃、岸本雅敏、木立雅朗、京田良志、酒井清治、

坂井秀弥、坂詰秀一、鈴木景二、関清、高橋浩二、出越茂和、橋本正春、藤原学、古岡英明、古澤陽

子、保科齊彦、前川要、前田英雄、麻柄幸子、三辻利一、宮田進一、村藤政雄、森浩一、森隆、森郁

夫、森内秀造、山口辰一、山本正敏、吉岡康暢、四柳嘉章の各氏 (五十音順)、 高岡市教育委員会

栃谷南遺跡保存委員会委員名簿 (敬称略)

坂井秀弥 (文化庁)        アドバイザー

林 清文 (富山県教育委員会)   アドバイザー

楠瀬 勝 (富山市文化財調査審議会)委員長
小島俊彰 (金沢美術工芸大学)   副委員長
上原真人 (京都大学大学院)    委員
冨成哲也 (高槻市教育委員会)   委員
岸本雅敏 (富山県埋蔵文化財センター)委員

西井龍儀 (富山考古学会)     委員
京田良志 (富山市文化財調査審議会)委員

村藤政雄 (古沢自治振興会)    委員
北野久雄 (栃谷自治会)      委員
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Ⅲ 調査の概要

年度調査時に生産遺構地区 (A地区 )、 集落遺構地区 (B地 区)と してそれぞれ遺跡所在範
していた (第 5図 )。 平成 13年度試掘確認調査ではそれぞれの北側への広がりを確認し、新
区の東側に集落地区 (C地区)を検出した。平成 11年度に農作業小屋建築に先立ち市道西側

10年度には、発掘調査区に北接する現況宅地 (庭地)で炭窯を 1基検出した。B地区では、削

11年度には、 lTで無遺物の谷地形を確認したが、 2Tで は、須恵器・土師器の包合層および

13年度には、11ト レンチで表土直下に西から東へ傾斜する谷の斜面に 3基の炭窯跡と考えられ
焼土を多く含む遺構を検出した。その南側の トレンチでは、掘立柱建物に伴うピットや土坑が

0ドの遺跡所在範囲を確認した。29ト レンチ北寄りに覆土に焼土や土師器を多く合む土坑を1基

た。谷をはさんだ西側にほ場整備で削平を受けているものの遺構が部分的に残存する。窯業遺

32ト レンチで覆土中に土師器・須恵器を多量に合む清跡を検出した。また、31ト レンチには
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第5図 平成10年度 試掘確認調査 トレンチ位置図 (1:2,000)
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ii)平成10・ 13年度発掘調査区

1.調査概要

平成10。 13年度あわせて650ドの調査区を設定し、発掘調査を実施した。当地区では、南北に延び

る谷地形を利用し、粘土採掘・瓦陶兼業窯による瓦や須恵器の生産・土師器焼成・鉄製錬を行ってお

り、窯業生産地区であることが判明した。その一方で、生産地区であるにも関わらず、鐘状鋼製品や

透彫り製品など仏教関連遺物が出土し、瓦とともにその供給先が注目される。

(1)調査の方法

調査区の座標は、公共座標を基準に設定した。最小グリッドは一辺 lmと し、北西隅部における座

標値の下 2桁の数字をあてて位置を表記した (例 :X76,277・ Y-2,865→ X=77・ Y=-65)。

窯跡内の掘り下げは、土層断面の剥ぎ取りを実施するため、セクションベル トを残し掘削を行った。

遺構内出土遺物は、可能な限り平面位置 (X・ Y)および高さ (Z)を記録して取り上げた。また、

包含層・灰原など遺構外出上の遺物については、一辺 lmの小グリッド単位で一括して取り上げた。

灰原や遺構内で出土状況を図化したものについては、番号 (No。 )を付記して取り上げた。

(2)調査区の設定

平成10年度発掘調査では調査着手時に調査区をA～ D区の大区画に区切り、旧地形や遺構所在状況、

灰原層位を把握するためにまず各区の境に南北及び東西方向に断割り坑を掘った。その際、区間に設

定したセクションベル ト (A区 とB区の間に設定したセクションベル トはA― Bベル トなど)分層時

の各層に各区共通の通し番号を振り、各区内に設定した小区画 (a区、灰 e区など)に用いた層名も

地区間セクションベル トの層名に極力対応させるようにした。しかし、小区画内のセクションで大区

画セクションに対応せず、新たに発生した層名には、そのセクション独自で通し番号を振っているも

のもある (a― bベル ト2層、 g― fベル トなど)。

(3)基本層序

調査区の層序は、上から水田耕作土 (I

層 )、 旧水田耕作土 (Ⅱ 層 )、 遺物包含層

(Ⅲ層 )、 灰原層 (Ⅳ層)旧表土層 (V)、

地山 (M層 )の順となる。

I層は暗褐色粘質上である。わずかに

遺物を包含する。Ⅱ層はオリーブ白色粘

土である。昭和40年代のほ場整備による

整地層で黒褐色上をブロック状に合む。

やや流れ込み、移動による遺物を含む。

一部地山までほ場整備による掘削が及ぶ。

Ⅲ層は黒褐色を基調とし、遺物を多く含

む。Ⅳ層は黒褐色土及び暗灰褐色土密に入り、遺物を多量に含む層である。V層は暗褐色上を呈し、

遺物を殆ど含まない。ピットや土坑はこの層が遺構検出面となる。Ⅵ層はオリーブ白色あるいは黄白

色を呈する粘上である。粘土下部は礫層で、粘土採掘穴は、同層まで掘り込み、礫層に至ると横へ掘

り広げる傾向が見られる。

I

第9図 基本層序模式図
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２

　

　

１

遺構と遺物

遺構

遺構には、瓦陶兼業窯 2基 (1号窯 。2号窯)が ある。他にD区灰原上に東西方向に窯壁の立ちあ

がりを検出した。検出位置で操業を行った窯であるかは不明であるものの、当該窯壁間の遺物につい

ては 3号窯を設定し、取り上げを行った。

他に各窯の灰原、粘土採掘穴、横板井籠組井戸 1基、小ピット群、土師器焼成遺構がある。

粘土採掘穴群については、遺構の重複・切り合いが著しく基数を正確に把握することができなかっ

たが、概ね調査区内に30基程度存在しているものと推測する。小ピット群については建物規模などの

全容は確認できていない。建物に伴う柱列を取らないものが多く、土器成形のためのロクロピットの

可能性も想定される。

また、 1号窯の前庭部付近から窯の軸に沿って窯壁外に柱穴を検出した。それらは窯尻まで至って

いないことから、窯の下半部を覆う覆屋に伴う柱穴の可能性が高い。さらに、調査時には認識できて

いなかったが、調査区北部の谷の緩やかな西斜面に歪な円形を呈する焼土痕 (SK05)を検出していた。

また、41T(10年度)でも同様の焼土遺構を検出していた。これらは、後の調査で土師器焼成遺構で

ある可能性が高くなったため、同遺構として扱うことにした。

第10図 栃谷南遺跡遺構平画図及び平成13年発掘調査位置図 (● 300)
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1)断割リセクションベル ト

A― Bベル ト (第 11図 )

A― Bベル トでは南北に延びる谷地形の最深部を検出した。谷はほぼ間層 (無遺物層)が入ること

なく、須恵器・土師器・瓦類を含む層が幾重にも堆積する状況を確認した。また、 2号窯から派生す

る灰原層の一部も層位に検出した。さらに南寄りに粘土採掘穴SK09の 北肩の地山掘り込み断面を検出

した。

C― Dベル ト (第 11図 )

C― Dベル トでは土坑 (粘土採掘穴)内に焼成に失敗 した土器が廃棄されたものが堆積した状況を

確認した。恐らく、 1号窯の焼成に伴うものと見られる。

A― Dベル ト (第 11図 )

A― Dベル トでは 1号窯及び 2号窯双方の灰原堆積を検出した。また、南北に延びる谷地形を検出

した。

B― Cベル ト (第 11図 )

B― Cベル トでは粘土採掘穴 (SX01、 SX15な ど)内 に焼成に失敗 した土器を廃棄したものの堆積

状況を確認した。

2)A区

A区には、 2号窯およびその灰原、溝、ピット、土師器焼成遺構がある。

2号窯 (瓦陶兼業窯 。第12図 )

2号窯は、 1号窯の主軸に対して25° 北に振って築かれている。窯体上部は後世の地形改変を受け
たためか削平を受けている。窯壁も操業後抜き取られていたか窯体内の熱が上昇しなかったことによ

り、窯壁はほとんどが自色酸化状態で、僅かに灰色還元硬化壁面を残す。全長 (残存長)4m、 最大

幅1.3mを計る半地下式無段登窯である。焼成部の床面傾斜角度は13～ 14度 を測る。壁面の立ちあが

りは、最大0.5mを測る。土層断面の観察から、 1号窯同様窯の改造を行っていたことが推測される。
上部が削平され不確定であるが最低1回の改窯を行っていたものと見られる。便宣上、 I期窯・Ⅱ期

窯を設定した。それぞれの窯で複数次の操業回数が想定される。

2号窯について窯体内には須恵器のみが残存していた。しかし、窯体から派生する灰層の最下部付

近から瓦片が数点出上した。このことから、 2号窯についても初期の操業時に瓦を焼成していたと判

断されるため、瓦陶兼業窯とした。窯体内は、窯上部については床面まで調査が及んだが、焚口及び

前庭部付近については、未調査のまま地下保存されている。

① I期窯

I期窯は推定復原長 6m、 最大幅1.3mを 測る半地下天丼架構式無段登窯である。燃焼部に近い位

置の北側壁面に窯体から連なる円形に突出した施設を検出した。通常炭窯の奥壁や側壁に付く煙出が

考えられるが、県内の須恵器窯にはこれまで側壁に煙出が付く例は報告されていない。次期窯の煙出

であるか否かも含めて検討を要する施設である。また、窯体内から谷方向へ地山粘土を掘り込んで排

水溝が設けられていた。幅0.2～ 0,3m、 深さ0,lmを測り、延長約2.6m分確認した。

②Ⅱ期窯

Ⅱ期窯は推定復原長 4m、 最大幅1,3mを測る。窯体上部はほ場整備による削平を受けている。

灰 原
2号窯から東に傾斜する谷地形がほぼ埋まるように焼成失敗品を廃棄した灰原が堆積している。
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10黒色■

■白色焼土

12暗灰褐色土

13白色■ (焼■)

14暗灰穏色土 (炭混)

15嗜黒掲色土 (炭混)

16灰色窯壁プロック

17白色■ (焼■)

18暗褐灰色土 (灰層)

22灰色還元窯璧

23黄色競■カ ック

24灰色窯壁 (■器片合む)

25黒褐色粘質■

Ｓ
Ｓ
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蒜
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回
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窯の主軸方向にほぼ合わせたセクションベル トを設定し、 a～ fの小区画を設け、それぞれに層名を

付し図化や遺物の取り上げを行った。灰 e区では、扇状に黒色土混じりの灰層と黄色焼土が交互に面

的に堆積する状況を確認でき、 2号窯からやや離れるものの操業の単位を復原できる。

谷地形内に堆積した灰原で近接して 1号窯が操業している為 c～ f区に付いては 2号窯以外の混入

品も想定される。 I期窯・Ⅱ期窯それぞれの操業回数や操業単位についての復原を、今後慎重に検討

を行いたい。

溝

S D02 調査区北西の調査区西壁から谷方向へ伸びる溝である。ほ場整備による撹舌しを受けており、

正確な規模は不明である。長楕円径の上坑の可能性もある。清の西端に不整形の掘りこみがあり、井

戸枠の側材の残欠と見られる木材があったが、規模や時期は不明である。

土師器焼成遺構

S X05 X84・ Y-61に ある。不整円形の黄色焼土の輪郭が黒色に被熱を受けている。黄色焼土を

除去したが掘りこみは殆ど確認できなかった。調査時点では、遺構の性格を想定できなかった。しか

し、平成10年度試掘確認調査の40Tで類似する遺構が検出され、窯場に併設されていること、周辺か

ら土師器片が出土することから、土師器焼成遺構と推定した。

3)B区

B区には、井戸1基、粘土採掘穴多数がある。

井戸

S E01 X86Y-48に ある。横板井籠組の側板を持つ。直径約1.7mの掘方を呈し、深さは1.Omを

測る。側板の一辺は約 1.Om。 遺物は、側板北辺の掘方埋土中から須恵器甕体部片が 1点出土した。

粘土採掘穴

B区～C区にかけて、窯の立地する谷の西斜面から灰原の広がる谷底を挟んで東側の地区に多数の

土坑群を検出した。平面形は、円形や不整円形 楕円形 隅丸方形を呈する。深さは採掘穴が形成され

た地点の地山粘土の堆積状況に比例する。粘土層の下は湧水を伴う礫層となり、採掘穴は縦方向の掘

削から横方向への掘削がなされる。このため、採掘穴の断面形態は、円筒形の他に平底フラスコ状を

呈するもの (SK03)が 見られる。覆土は、黒色あるいは黒褐色上のシル ト上の単層を基調とし、灰

白色地山粘土がブロック状に含まれることがある。遺物が殆ど出上しない穴もあれば、失敗品が意図

的に廃棄されたのち埋められたと考えられるものも見られる。

4)C区

C区には、粘土採掘穴 (SX01 SK01・ 09)、 ピット (P19～ 22)、 風倒木痕 (SK06)がある。

粘土採掘穴

S X01 -部 B区にかかる採掘京である。復元直径約 6mを測る巨大な採掘穴である。完掘してお

らず全容は不明だが、B― Cベル トからもうかがえるように複数の採掘穴が幾重にも掘削されその集

合体のように見える。覆土は黒褐色土を基調とした上で埋まるが、粘上で整地された後、再度失敗品

を廃棄するための上坑が掘られ、部分的に須恵器が集中して出土する土器だまりがある。
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A
L=15.7m

0      1m
I    I    I

SK03
1黒掲色土 (ヒゲ根含む)
2黄掲色土 (暗掲色土ベースに責色土混 )

3黒灰色粘質土

SE01
A｀

呵
上

ビ
L=16.lm B｀

4黒掲色土 (黄自色土粒多く含む)

5黄白色土

6暗褐灰色土

7黒色シルト土

3 SK06

第13図 B区 井戸 (SE01),粘土採掘穴 (SK03・ SK08,SX06)S=1/4

Ｃ
一

SK08・SX06
1黒掲色土 (堅く締る)
2黄白色粘土

3黄黒色土 (黒色土ベースに黄色土粒含む)
4自色粘土
5晴褐灰色シルト土

6黒褐色土

7暗掲色土 (黄色土混 )
3黄自色粘土

9淡褐色土 (黒色土ベースに褐色土混 )
10黒 色シルト土

(B口至a‐ b′ ルヾ ト)

-15-



団 68

て正三三I三三百7465

輩 446

0     1 0cm

0       1m
l    l    I

第14図 Ctt SK01 遺物出土図 (1/40,遺物は 1/8)

SK01 粘土採掘穴として形成されたが、後に焼成失敗品を大量に廃棄されている。西側の谷部
に向い開回する楕円形の平面形態を取る。谷からの開口形態や多量の黄色焼土の検出状況から窯を想

定したが壁面が被熟しておらず、採掘穴に合めた。覆土は明瞭に分層可能で黄色土、黒色土、その他

の層など廃棄される段階のまとまりが見て取れる。層毎に廃棄された土器の焼け具合も似通っており、

一括性が保たれている。無遺物の問層が入らず堆積していることから、焼成が連続して行われていた

ことの証しとなる遺構である。中層部位からまとまって土師質 。須恵質双方の筒形や円筒形土器が出

土していることが特徴である。

SK09 粘土採掘後焼成失敗品が大量に廃棄された遺構である。A～ D区にまたがる南北に長い

楕円形を呈し、窯側の谷部に広く開回する形態を取る。C区上～中渇都位に土師器がまとまって廃棄

されていた。土師器は均質な硬質酸化焔焼成を呈しており黒斑が見られなかった。客窯焼成された土

師器の選別場の可能性もある。A区では、SK09の 最下部に位置する灰 e下層部から軒丸瓦 (7)
等の瓦類が出土している。
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5)D区
1号窯 (瓦陶兼業窯、第14図、2002富山市教委『富山市栃谷南遺跡発掘調査報告書Ⅱ』 p7～ 8)

1号窯は、10年度調査では、窯の西半部 (上半部)が調査対象区外となっていたが、同年試掘確認

調査にて窯の西半部の所在を確認し (41T)、 平成 13年度調査で同西半部の追加調査を行った。その

結果、最低 3回の窯の改造・修復を行っていることが判明した。便宜上 I期窯からⅣ期窯を設定した。

1号窯は、当初須恵器専業窯と認識していた。10年度調査終了間際に窯の焚口付近の断割りにより

丸瓦が出土した。また、13年度調査時に初期 (I期 )の操業の燃焼部や前庭部付近からも丸瓦が出土

した。また、Ⅲ～Ⅳ期窯の南壁裏の黒色整地土中から2点軒丸瓦片が出土した。

1号窯は須恵器とともに瓦を焼成した瓦陶兼業窯であると判断される。ただし、瓦と須恵器を同時

操業で焼成していたのか、前後関係があるのかについては、後者を想定したい。詳細は後に触れる。

窯体内掘り下げ調査中、かなりの湧水 (毎分約0.6リ ットル)の ため、操業面を面毎に精査するこ

とが不可能と判断されたため、窯体内にセクションベル トを残し、各グリッド毎に面的に精査を行っ

た。 (「富山市孜委2002」 に1号窯詳細図・出土遺物図掲載 )

① I期窯

I期窯は全長3.7m、 最大幅1.8mを測る半地下天丼架構式無段登窯で、焼成部床面の傾斜角度は10

度を計り比較的緩傾斜である。

床面は後の窯を作る際に抜かれており、壁除に僅かに白色硬化し残存する。燃焼部から焼成部にか

けての床下には、地山を掘り込み長軸約 lm短軸約0.5mを波Iり 平面楕円形を呈するいわゆる舟底状

ピットが形成されている。その覆土は黒色炭混じりの層と灰色あるいは焼土を含む赤灰色土が互層と

なりほぼ水平に堆積していた。これは、舟底状ピット構築の目的とされている窯床の除湿機能を掌っ

ているものと堆測される。さらに舟底状ピットの下部構造として長軸0。 3m短軸約0。 18mの楕円形を呈

する小ピットを検出した。覆土中の赤灰色焼上に混じり、炭化していない生木片が多数出土した。生

木は針葉樹であることが判明している。この小ピットは舟底状ピット形成前に設けられており、築鎌

位置決めの為の杭跡の可能性が高い。

調査中窯上部の粘土地山を掘りこんだ床や壁から鉄分を多く含む湧水が見られた。ほ場整備による

周辺地形変化にも起因するが、窯を形成するにはかなりの悪条件な立地である。

焚口に近い燃焼部床上の灰褐色を呈する灰混じりの層の中から丸瓦片が数点出土した。 I期窯の焼

成回数については、Ⅱ期窯築窯の際に大きく改造されているものとみられており、床面の枚数は正確

に把握することは不可能だったが、窯壁の補修が断割り箇所の観察により3回 を数えることが判明し

た。

前庭部の精査により窯体内から谷方向へ、窯の長軸よりやや北向きに幅 0,3m、 深 さ0.02～ 0.07mの

溝跡を検出した。

②Ⅱ期窯

Ⅱ期窯は、復元全長3.5m、 最大幅1.2mを測り、 I期窯より大幅に縮小して築窯されている。半地

下天丼加構式害窯であるが、焼成室床面に傾斜を持たない平らな構造を呈していたことが特筆される。

まず、 I期窯の床面を壊し、須恵器を多く含む黒色炭混じり上を覆土とする舟底状ピットを設けてい

た。その上には平成10年度調査時に検出していた須恵器の甕体部破片や蓋などを左右の壁際と中央部

に3条並べ床下構造とし、さらにその上に床を貼り焼成面を形成していた。須恵器の破片を3条並べ

る行為は床下の除湿の役割を持つものと堆測される。舟底状ピットと合わせ 2重の除湿機能が設けら

れていた。黄色砂層を挟んだ床上には焼成に失敗した須恵器が片付けられずに取り残され、その上に

次期窯が床を大きく嵩上げした状態で形成されていた。Ⅱ期窯は須恵器を専業に焼成していた窯であ

-17-
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第15図  1号窯平面図・壁の側面図・変遷図
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る (「富山市教委1999」 では1号窯4次操業とした面に相当)。 窯壁の補修回数から3次にわたって操

業されていたものとみられる。

③Ⅲ期窯

皿期窯は、上部がほ場整備によって削平されており、全長は不明である。残存する部位での最大幅

は1.5mを 測る。 I期窯上部構造を舟底状ピットとして利用し、炭混じりの灰オリーブ色土を基調と

する覆土の上に黄色粗砂を敷き床を形成し、須恵器を焼成していた。黄色粗砂層は厚い箇所で約12

cmに なる。窯尻をやや南に振っていたようである。

④V期窯

Ⅳ期窯についてもⅢ期窯同様上部が削平されており、その全容は把握できなかった。残存する壁面

から幅約1.3mを 測る。炭層の堆積状況から2次の操業が想定される。床面の高さや復元される地山

面の高さから、壁面から天丼部がほとんど地上に造り出される窯であったことが想定される。

③覆屋

平成10年度調査区の窯壁に並行して柱穴が検出されていた。平成13年度の発掘調査で精査したとこ

ろ、 I期～Ⅱ期窯の操業時に相当する柱穴であることを確認できた。燃焼部のくびれ部付近から焼成

部下半にかけて覆屋が架けられていたことが想定され、煙り出し部は露出していたことが考えられる。

1号窯時期別窯体計測値

Ｉ
　
期
　
窯

窯体残存長  (水平長)3.7m(実長)3,9m

燃焼部長      ―      一

最大幅     (床 )1.4m (壁)1.8m

焼成部床傾斜    10度

舟底状ピット  (長軸)1.Om(短軸)0.5m

舟底状ピット内小ピヽット(長軸)0.3m(短 軸)0.18m

操業回数      3次

Ⅱ
期
窯

復元全長  (水平長)3.5m(実 長)

最大幅     (床 )1.4m (壁)1.2m

操業回数      3次
Ⅲ
期
窯

復元全長  (水平長)   (実長)

最大幅     (床 )    (壁 )1.5m

Ⅳ
期
窯

復元全長  (水平長)4.Om(実長)

最大幅     (床 )1.4m (壁 )

操業回数      2次

灰  原

D区の灰原は、一部を除いて完掘しておらず、

下部は保存されている。灰 a～灰mの小区画を

第16図  工期窯取り残された須恵器出土状況
及びその床下構造 (S事 1/40)

設定し、それぞれに層名を付した。調査区西壁に見られる層位についても1～ 3層に分層した。

3号窯

D区南東隅近くの灰原上に淡黄白色を呈する2条の焼土帯を検出した。南側の焼上の東端部が北へ

丸く伸びていたことから窯壁の一部と想定し2条の焼土帯間を窯体と想定し、 3号窯を設定した。

しかし、明かに遠元された窯壁や床面を検出できず、灰原上に形成されていることから須恵器焼成

のための窯と断定することはできなかった。仮に3号窯としてここでは報告しておくが、今後の検討

を要する遺構である。

５３０５３３一Ｓ２６コ・５７２　踊
∈́
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(3)遺物

出土した遺物には奈良時代の遺物として瓦、須恵器、土師器、土製品、土錘、製鉄関連遺物、炭、

木製品、鋼製品がある。他に縄文時代の上器・石器が数点出土した。各地区、遺構に伴う遺物の属性

に付いては、数量が多く本文では割愛し、出土位置別の遺物観察表を付 しているので参照されたい。

ここでは、主な遺物・器種毎の特徴を抜粋し記す。

須恵器

杯A・ 杯 B・ 蓋 (杯 B蓋)・ 杯 C・ 皿A・ 皿 B・ 盤・高杯・鍋・仏鉢・槽形鉢・括れ鉢 。厚底鉢 。

小鉢・甕・横瓶・平瓶・狭口壷・短頸球胴壷・広口壷・四耳壷 。小壷 。広口瓶 。長頸瓶・水瓶 。円面

硯などがある。

土師器煮炊具形態を呈し、害窯による須恵質還元焼成の甕・鍋など煮炊具は須恵器に分類した。

1)杯 A

口径10～ 1 2crn、 12～ 14crn、 15crn以上の 3法量に分類できる。1 5cln以上のものを杯A(大)と した。

器面調整は、体部外面はロクロナデで仕上げる。内面は基本的にロクロナデで、底部内面に一定方

向あるいは不定方向のナデを施すものもみられる。底部外面は I回転ヘラ切り痕を残すもの、Ⅱ回転
ヘラ切り痕を丁寧にナデ消すもの、Ⅲ回転ヘラ切り痕をなで消すためにロクロナデを用いるものの 3

種類が存在する。体部内面、底部内面、底部外面にヘラ記号を施すものがある。ナデ消 しにはクシ状

工具を一定あるいは不定方向に用いるものがある。

2)杯 B

口径10cm以下、口径 10crn以上12cm以下、口径 1 2cln以上 1 5crn以下、口径 1 5crn以上20crn以下・器

高 5 crn以下、口径 15crn以上20crn以下 。器高 5 cm以上、口径20crrl以上の 6法量に分類できる。

器面調整は、体部外面をロクロナデで仕上げ、沈線・二重沈線を施すもの (661・ 800)が少量ある。

内面は基本的にロクロナデで、底部に一定方向あるいは不定方向のナデを施すものも若干見られる。

底部外面は I回転ヘラ切り痕を残す、Ⅱ回転ヘラ切り痕を丁寧にナデ消す、Ⅲ回転ヘラ切り痕をナデ

消すためにロクロナデを用いるもの 3種類確認した。ロクロナデ以外のナデ消しにクシ状工具を一定

あるいは不定方向に用いるものがある。体部内面、底部内面、底部外面にヘラ記号を施すものがある。

3)蓋 (杯 B蓋 )

形式では、外面が緩やかに弧を描く笠形、外面の中ほどで屈曲し頂部が平らになる頂部扁平形、全

体的に扁平で高く盛りあがらない全体扁平形の 3種類に形式分類できる。

外面中央に付くつまみの形態は、宝珠形とボタン形を基本とする。宝珠形は扁平なものが多い。特

殊なものとしてつまみのつかないもの (510)も 数点ある。

日縁端部形態は、 I端部を外方に反らせる外反形、Ⅱ口縁端部の断面形が三角形を呈するもの、Ⅲ

端部を折り曲げただけのもの、Ⅳ指で軽くつまんだもの、V端部を内側に巻きこむもの、Ⅵ口縁端部
の断面形が半円になるもの、Ⅶ端部を丸くおさめたものの 7種類に分類できる。基本形は I～ Ⅲの 3

種類であるが、他はそれほど多くない。

調整では、内面はロクロナデで成形し、一部その上から不定方向のナデを施すものもある。外面は

回転ヘラ切りを行った後ロクロナデを施すものを基本とする。他に頂部を中心に回転ヘラ削りを施す

もの、外面中ほどに帯状のヘラ削りを施すもの、ロクロナデを施すものの十分頂部の回転ヘラ切り痕

を消しきれていないもの、ロクロナデを施したのち不定方向のナデで仕上げるもの、外面全体に回転

ヘラ削り痕を残すものの 6種類を確認できた。また、外面に二重や二重の沈線を施すものも見られる

(218。 296・ 437)。 その内、296は二重沈線を二条廻らせ色調が赤褐色を呈する蓋である。盤や槽形
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鉢など金属器 (仏器)模倣の器種に付く特殊な蓋の可能性が高い。

772は焼成後の穿孔が lヵ 所認められ、香炉などの特殊な用途が考えられる。

4)環状鉦付蓋

つまみの形態が環状を呈するもので、環が厚みを持つもの (355。 378)と細いもの (715)がある。

何れも杯B蓋より丁寧に仕上げられ、715は外面に1条の突帯を廻らせ、外面はロクロ削り後ロクロナ

デが施される。前出296と 同様の特殊な蓋として製作された可能性が高い。

5)杯 C

金属器模倣の杯である。有台のもの (365・ 662・ 756・ 805'806)、 無台のもの (592・ 784)が ある。

6)皿

無台の皿A(291)と有台の皿 B(195。 515)が ある。双方底部にロクロ削りを施すものがある。

7)盤

やや丸みを帯びた平底の底部から直立する口縁を呈し、日径約21crnを 波Iる 大型の杯で盤とした (1

5)。

8)高杯

脚の上に乗る杯部が杯形態を呈する高杯 A(50'207・ 338,668)と 皿形態を呈する高杯 B(557)

とに分類できる。脚部外面に沈線を廻らせる脚部のみの808も 高杯 Bになる可能性がある。

高杯 Aは還元焼成で全面灰色を呈するものと、内外面は赤褐色を呈するが断面の内部が還元状態の

灰色を呈するものがある。後者が多く、 1度遠元焼成されたものを再度酸化焔焼成させて表面に赤褐

色の発色を施したものと想定したい。同様のものが壷蓋 (281)、 小壷 (804)な どにも見られる。窯

の壁が自色の酸化状態に留まるものも見られ、焼成段階を分離させ酸化色を意図的に発色する焼成を

行っていた可能性が考えられる。

9)鉢

鉢類には、槽形鉢・括れ鉢・厚底鉢 。仏鉢・小鉢があり器種が豊富である。

体部が直線的に立ちあがる槽形鉢には無台のもの (463・ 457)と 有台のもの (395)がある。台の

有無は不明だが体部外面に二重沈線を施すもの (86)が ある。有台のものに口縁端部にシャープな面

取りを施し体下部から底部へかけてシャープに屈曲する。底部の高台に瓶類に似た高台を付ける。片

口 (311)の ものもある。この器種も金属器を写したものになる可能性が高い。

頸部が「く」字に括れ把手が付く括れ鉢 (473)が ある。把手の付かないもの (302・ 317)は体部

から底部にかけて縦方向の削りを行う。

厚底鉢 (124)も あり底部に刺突孔のあるもの (124)と ないもの (1999a「富山市教委」 p14第

13図 18参照)が ある。

金属器の鉄鉢を写した口縁部が内湾するものを仏鉢とした (364,479)。

小鉢には口縁を「く」字状に外反させ体部にやや膨らみを持たせる器形のもの (24・ 295。 393)

や小型の杯Aの口縁部をやや外反させる器形を呈するもの (396)が ある。

10)壷・瓶

壷・瓶類には短頸球胴壷、狭口壷、広口壷、四耳壺、小壷、長頸瓶、広口瓶、横瓶、平瓶、水瓶が

あり、器種が豊富である。

短頸球胴壷は本遺跡出土貯蔵具の中でも中心をなす器種である。壷身の口径は 7～ 14cm、 それと

セットとなる壺蓋の口径は 9～ 19cmでほぼ両者対応する。身と蓋が溶着した状態で出土したものも

ある。(1999a「富山市教委」p14第 14図 47)壷身の外面体部には沈線が施される。日縁部内面にヘラ

記号を付すもの (115)も ある。底部は丸底に仕上げられたのち高台を貼り付けている。壼蓋の外面
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には沈線を施すもの (243・ 282)と施さないものがある。沈線を施しさらに焼成前に穿孔を施すもの

(57・ 63)、 穿孔のみを施すもの (666・ 272)がある。特徴的な壺蓋に、宝珠つまみが三段になるもの

(292)や上面に2本体部外面に2本沈線を施し、杯B高台と同じ意匠の突帯を上面に廻らせるもの (8

08)がある。

808は石名田木舟遺跡に類例があり (1999富山県文化振興財団埋蔵文化財年報(6))、 杯B蓋での類例
が小杉流団配16遺跡 1号窯にある。

狭口壺には、肩の張ったもの (748)と 丸みを持つもの (448)がある。ロクロなでと回転を利用

した削りで仕上げるものとカキロを施すものがある。

広口壺には大きく外傾する口縁の端部を摘みあげる (374)も のがある。体部上半はカキロを施し、

底部付近は縦方向の削りを施す。

小壷には口縁が短く立ちあがるもの (111・ 728)や細い頸部が付くと思われるもの (285)、 口縁

部を大きく外反させ端部に面を取りもの (628)がある。728の外面下部には「國」のヘラ文字が刻

まれる。他に把手付きの特異な形態を呈するもの (123)や唾壺に類似する形態を取るもの (793)

などがある。

瓶類には長頸瓶 (83)、 広口瓶 (165・ 229な ど)、 横瓶 (46・ 324な ど)、 水瓶 (213・ 407。 711)

がある。

11)甕

甕には口縁が短く立ちあがる中甕と、大きく外反しながら立ちあがり外面に波状紋を装飾した大甕

がある。大甕の口縁部は体部以下と別作りされ、 2～ 3本の粘土紐を繋いで立ち上げられ叩いて成形

される (77・ 359。 647)。 体部に横方向の環状把手の付く短胴広口の浅甕 (757)も 見られる。中甕

に分類されると見られる長胴の甕 (469・ 744)も ある。甕の底部形態は殆ど確認できていないが丸

底のものが主体となる。一部平底のもの (69。 469)も 含まれる。窯内部から二次的に被熱を受け破

片状に出土するものが多く、726の ように焼きむらから焼台として利用されたものと見られる。

12)円画硯

大型品と小型品に分類できる。大型のものには体部外面の上下に突帯を廻らせその間に 2本一組の

沈線を縦に施すもの (61・ 99)や突帯の間に円形ほかの透し孔を施すもの (394)が確認できる。小

型品には正方形の透し孔を施すもの (385)が ある。

13)ヘラ記号 。ヘラ文字
ヘラ記号には「―」、「=」 、「×」、「廿」、「軒」、「☆」を確認している。他に意匠が不明なものが

幾つか確認できる (262・ 263。 388・ 512・ 689・ 8H)。 器種は杯 A・ 杯 B・ 蓋が大半を占める。そ

の他では短頸球胴壷 (115)や甕 (309。 315)、 横瓶 (217)の 口縁部や狭口壺の底部 (748)イこ施す

ものがある。

ヘラ文字には 6。 179の「大」、740の 「恵□」 (2文字目は「師」か「行」か)、 728の 「國」があ

る。大は他に 2点確認できた。

14)重ね焼き

重ね焼きの方法には、1989富山大学考古学研究室『越中止末窯』 (p151～ )に分類されているよ

うにA・ Bl・ B2。 C・ D類までの方法が知られておりその亜式も存在するようである。本遺跡か

らは、A類の正位の身に蓋をかぶせた状態で重ね焼き (直上または複数のセットにまたがって)した

もの、Bl類の正位の身・逆位の蓋・正位の身 。逆位の蓋の順に重ねるもの、B2類の正位の身・逆
位の蓋・正位の蓋 。逆位の身の順に重ねるもの、C類の身のみを正位に重ねるものを確認した。また

これらの亜式と見られる正位の身と逆位の蓋を重ねたものをA類のように重ねたものを確認している。
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土師器

甕 。鍋・括れ鉢・仏鉢・小鉢・甑・円筒形土器・筒形土器などがある。土師器には、器面に黒班を

残し従来型の土師器焼成遺構での焼成を行うものと、黒斑が認められず客窯で酸化焔焼成により均一

な土師器の発色を示すものが認められる。

1)甕

甕には小甕と長胴形の長甕がある。

小甕は、丸底のものと平底 (20・ 42)のものがある。圧倒的に丸底のものが多い。日径は11～ 15cln、

器高12～ 16cmを計る。器面調整は、外面ナデ仕上げのもの、刷毛目仕上げのもの、カキメ仕上げの

もの、刷毛目とカキメを併用するものとがある。刷毛及びカキメ仕上げのものの一部に底部叩き出し

を行うもの (3・ 18,79な ど)やヘラ削りを行うもの (52)が見られる。在来型の調整のものと、

底部付近を叩き出しするなど須恵器の成形技法を取り入れたいわゆる「北陸型煮炊具」と呼称される

ものがある。日縁部はくの字に外反させ、端部は丸く収めるもの、端部に面を取るもの、やや摘むよ

うに先端をとがらせ気味にするものがある。

長甕は、丸底のもののみを確認している。胴が張るもの (31な ど)と寸胴 (33・ 48)の ものがある。

器面調整は、カキメを施した後、縦方向の刷毛目 (34)や削り (31)を行うものが多い。

2)鍋

鍋は、外面体部をカキロ調整したのち削りを行うもの (26)と 、下半部に刷毛調整を行うもの (36)

さらに叩き技法で底部を成形するもの (11)が見られる。日縁部は、端部を摘みあげるもの (36)、

やや肥厚させるもの (46。 59)が ある。

3)鉢

体部が直線的に立ちあがる槽形鉢 (39。 40)と頸部が「く」字に括れ把手付きのものを基本とする

括れ鉢 (25・ 54・ 55・ 62)がある。槽形鉢には片国のもの (2)が あり、須恵器に類例 (311)が あ

る。調整はカキロを主とするが、例外的に括れ鉢 (25)イこ内面同心円当て具を用いて外面格子叩きを

施すものがある。金属器の鉄鉢を写した口縁部が内湾する仏鉢 (6。 7・ 80・ 85)も ある。

4)甑

甑は体部に把手付きのもの (15。 73)と それ以外のものに分けられる。日縁形態は肥厚帯を廻らせ

孔を穿つもの (45)が 1点見られるが、それ以外は深鉢状に直線的に立ちあがり、端部は面を持つ。

調整はカキロ、刷毛目調整を行うが底部付近を叩き成形するものも見られる (22)。 底部は筒抜け状

態のもの (22・ 50な ど)に桟渡し用の穿孔を施するもの (77・ 78)や底部を肥厚させ台状に接地面

を持つようにしたもの (30)が ある。

5)円筒形土器・筒形土器

断面形が方筒形を呈する筒形土器と円筒形を呈する円筒形土器がある。口縁形態は、筒形のまま直

立するもの (70)と玉縁状に段を有するもの (方形は65、 円筒形は75'76)カミある。底部形態は、

何れも筒抜けで、底部を持つものは確認できていない。端部は、体部に比して肥厚させるもの (67)

や端部をやや内傾させるもの (69)、 内屈させもの (60)が ある。何れも玉縁のものに接合した際の

受けを意識しての造作ではないかと推測される。すなわち、土管状に連結しての使用方法が考えられ

る。調整は内外面とも刷毛目調整で仕上げられているが、円筒形玉縁のものは削りを行っており、刷

毛目調整のものより丁寧な感がある。CttS K01内 からの出土にほぼ限られている。須恵質のものも

1点出上している。 (須恵器471)。
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瓦

軒丸瓦・丸瓦・平瓦を確認した。軒平瓦は 1点 もない。一部未整理箱もあり、最終的なデータでは

ないが、現時点で確認できた瓦の数量を報告する。破片総数4,245点 を数える。その内訳及び焼成具

合の比率は以下の表のとおりである。薄手の瓦で道具瓦の用途が考えられるものがあるが、完全形が

不明であるため丸・平瓦それぞれに含めて示している。

軒丸瓦 破片数 272点 (6.4%)
内  中房数60点、花弁数467枚 (59点分)約 60イ団体分
焼成  灰色退元焼成 12%  不良 (黄白色軟質) 76%

丸瓦  破片数3,860点 (91%)
焼成  灰色還元焼成 22%  不良 (黄白色軟質) 679/9

平瓦  破片数H3点 (2.6%)
焼成  灰色還元焼成 32%  不良 (黄白色軟質) 32%

睦

も約 lcm程突出し瓦当面全体で立体感を持たせている。

中房の直径は3.6～ 4.6cmを測る。中房内には 1+8の連子を配する。蓮子には観察すると大小が認
められ、彫 りが深く明瞭なものがある。花弁は素文のものと極細線のとあるいは蕊を表現した凸筋が

5～ 6条明瞭に見られるもの (5'7・ 26。 79)があり、間弁も彫 りが深くなる。これらのことから

蓮子・間弁の彫 りが深く、筋が見られるものは同じ疱型を用いているものの途中で箔の彫 り直しを行

っていることが分かる。素文のものを軒丸瓦 A、 筋が明瞭なものを軒丸瓦 Bと する。

瓦当周縁は幅が瓦毎に微妙に異なり、同一個体においてもやや歪なものもあり、ナデによって仕上

げられている。このことから抱型の抱端は瓦当周縁内側の立ち上がりまでで、瓦当側面にまで抱型が

及んでいなかったものと見られる。また、周縁内側に段を 1段持つ特徴がある。

花弁間に抱傷をlヶ 所確認した。軒丸瓦 A・ B何れにも見られ早い段階で付いたものと見られる。

拍型への粘上の抱詰めには①内区の中房・花弁・間弁の彫 り込み部に粘上を詰める。その最初に中

房を中心に少々花弁にかかる位置まで粘土を詰め、次に内区の彫 り込み部全体に行き渡るように粘土

を詰める。②厚さ3～ 4mmの板状の粘上を重ねる。③最後に厚さ調整用に 5mm前後の厚さに粘土
を押圧しながらかぶせていた (24の断面から)。

瓦当に接合する丸瓦の先端部は、①無加工のもの、②凸面を削り取るもの、③凹凸両面を削るもの

の 3種を確認した。接合位置は、瓦当面で言うと内区と周縁の境目辺りに接合する。このため丸瓦先

端の凹凸両面に接合粘土を施す。接合位置の瓦当の厚さは5mm以下になるものが多い。瓦当裏面は

丸瓦を接合した後接合痕を消すためのナデが施され、その延長で裏面全体を不定方向のナデを行って

仕上げている。丸瓦の取 り付け角度を

瓦当紋様の花弁の位置から検討すると

概ね180度の変化が見られる。ここか

らは、伯型が長方形を呈 していたこと

が分かる。

1点 (52)の みであるが瓦当面内区

に砂粒の付着の痕跡を確認した。拍型

で型取りした瓦当粘土を外す際離れ易

くするための離れ砂の可能性が高い。

しかしこの個体のみであり、他には認

めることが出来ず離れ砂の使用は恒常

的なものではなかった。 第17図 九瓦の取り付け位置の変化
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1)軒九瓦

単弁人葉蓮華文軒丸瓦

1型式のみを確認 してい

る。瓦当面の直径は焼成

具合にもよるが、約14.6

～16.4cmを 測る。平縁の
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2)丸瓦

出上した瓦類で 9割を占める丸瓦は破片資料が多く完全形を示すものが少ない。軒丸瓦に接合する

丸瓦で全長28cm、 軒部を合めて29。 9cmを測る。丸瓦の広端幅約 16cm、 狭端幅11.5cmを 測る。全て

行基式である。

凹面に静止糸切りによる粘土塊からの切り離し痕が確認でき (44・ 98)粘土板巻きつけによる成形

を行う。凹面に僅かではあるが幅約 lcm側板痕らしきものの連続を確認でき (7・ 58)桶状の模骨

に粘土板を巻きつけていた可能性が高い。凹面の布目は、布を袋状に綴じ合わせ裏返して模骨に被せ

ていたため綴じ合わせの目が出るものと出ないものが見られる。袋状に綴じ合わせた目に平行して布

綴じ痕が見られる。綴じ紐の余部が環状に圧痕されるもの (44)も 見られる。

凸面は縄叩き後叩き目が殆どナデ消され、僅かに縄叩き痕を残す。ヘラ文字を施したと見られるも

のも 1点ある (47)。 粘土円筒を分割する切れ日は側縁部内外面とも丁寧に削り取られ面取りがなさ

れているため不明である。

丸瓦凹凸面に残る焼きTIIか ら2分割した粘土円筒を一方の側面をもう一方の凹面中央付近に組むよ

うに立て並べ窯詰めを行っていたものと見られる。丸瓦の中には二次的に熱を受けたものや須恵器の

溶着するものも認められ、須恵器焼成時に焼き台として転用されていたものもあるようである。

3)平瓦

丸瓦に比べ数量が少ない。しかし不良焼成品が軒丸 。丸瓦に比べ割合が低いため、製品として消費

地により多く運ばれたことも推察される。破片が多く完形品の全長や端面の法量を測れるものが無い。

丸瓦同様粘上板を布を被せた桶状の模骨に巻きつけて成形する『粘土板桶巻き作り』技法により製

作されている。凸面は縄叩きで整形させているが、ナデ消しは一部に留まり丸瓦より縄目をよく残し

ている。広・狭端部まで縄目を残すものと端部に沿って縄目を削りやナデによって消すものも見られ

る。厚さイよ2cmの ものが多いが 3cmを超える厚手のものも見られる。

その他の出上品 (第 77～ 80図 )

須恵器・土師器・瓦以外の土製品として、土錘、窯道具 (99～ 101)、 有孔円板 (102～ 104)、 輔

羽口 (105～ 109)、 土製権衡、土馬、塔相輪の一部 (第 73図)が ある。輔羽口は製鉄に関わる遺物であ

り、鉄滓など製鉄関連遺物も出土している。他に木製品・銅製品・透彫 り製品や時期は異なるが縄文

土器・石器がある。図示できなかったが、中世～近世期の瓦、近世陶磁器片も遺物包含層から出上し

ている。

1)土錘 (第 77'78図 )

約 190点 を確認した。大部分は酸化焔焼成させた土師質の上錘であるが、灰色を呈し還元焼成され

た須恵質土錘も5点程確認している。また酸化色を呈するが部分的に退元色を呈する個体も7点程確

認でき、内 1点は胎土が砂粒の多い土師質を呈するものが含まれていた。

上錘については近年、森隆氏が『富山県出上の上錘集成』として集成を行っており (森2001)ま た、

土錘の形態に付いては細辻真澄氏が形態分類を行っているため (細辻2001)本遺跡観察表もそれらに

準拠して行った。本遺跡出土の土錘は、側縁部が直線的で円柱状をなし、平面形態が隅丸方形、隅丸

長方形をなすもので、長さが幅の 3倍より短い寸胴型 b類、同じく長さが幅の 2倍より短い寸胴型 c

類、側縁部が膨らみ長さが幅の 3倍より短い樽型 b類、同じく長さが幅の 2倍より短い樽型 c類の 4

形態に分類できる。完形品について重量を計測した所、20g～ 106gま である。

上錘出土地は、調査区北側のA区～B区にかけて集中しており、 2号窯窯体内からも出土している。

このことから土錘は、 2号窯操業時に並行して製作焼成されていた可能性が考えられる。
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2)塔相輪の一部 (第 73図 )

須恵質還元焼成された環状の土製品である。 3破片確認し何れも同一個体のものと思われる。 2破

片分の側縁に近い位置に穿孔が空けられており、鐸等を吊す紐穴と考えられることから、土製塔相輪

の九輪の一部ではないかと推定される。

3)製鉄関連遺物 (第 71図 )

製鉄関連遺物として、大量の鉄滓が出上している。総重量約205kg分の鉄滓が出上し、その多くが

1次製錬に伴う製錬滓である。ほかに炉底滓・炉外流出滓と見られるものもある。炉壁と見られる鉄

分の付着した土塊も多く見られ、箱型炉と推定される炉壁の一部も確認できた。遺構としては試掘で

確認されている炭窯以外、炉などの痕跡は検出できなかった。また輔羽国も数点出上しているが、小

型で製鉄炉に伴うものとしてはやや貧弱である。このためこれらの羽回は鍛冶に伴うものと推定され、

鉄の製錬と合わせて鍛冶も行われていた可能性が高い。鉄淳の約99%が調査区北半部のA・ B区から

出土しており、炭窯も調査区北側で検出されていることから平成 10年度発掘調査区北寄りの地区で製

鉄に関係する遺構が所在していたものと見られる。本報告では製鉄関連遺物の科学分析等が行えず、

詳細報告ができなかった。別途分析できる機会があれば報告したいと思う。

4)木製品 (第 72図 )

SE0 1の横板井籠組井戸の側材 (1～ 4)、 曲物底板 (5)、 有孔円板 (6)、 木簡 (7)がある。

木筒は 2号窯前庭部～灰原にかけての位置に掘られたピットの最下部から出上した (写真図版 6)。

木簡の字体が新しく、文字の下に焼印が押されていること、木の劣化が進んでいないことから木簡は

後世に掘られたピットの最下部に置かれたものと考えた。中央部に釘が打たれている。

5)透彫り製品 (第 73図 )
「対葉花文」を透彫りした製品については当初木製品として取り扱っていた (富山市教委1999)。

�)自然科学分析の 3.で報告があるが、顕微鏡観察などにより木製品であることが確認されていた

が、保存処理を行う際、この木製品であるとのデータを元に脱水処理を行った所、膨潤し形態が変化

してしまった。この結果を受け�)5。 で分析を行ったところ、透彫り製品は劣化の進んだコハクで

はないかとの結果を得た。しかし劣化の進んだコハクは非常に壊れ易いが、本製品は堅緻で繊細な彫

り込みが施されており、コハクという分析結果に疑問を感じる所がある。本遺物についても今後さら

に詳細な分析成果が待たれるところである。

透彫りされた「対葉花文」は8世紀中頃造東大寺司の間で流行した文様で、当時の仏像などに施さ

れた。小杉流団配18遺跡C地区出土の遺物にヘラ描き沈線による文様が施された遺物があるが、これ

も「対葉花文」をデフォルメした文様と考えられる。

参考文献

池野正男 1987「射水丘陵における8世紀後半の須恵器窯跡」『大境』第11号 富山考古学会

上原真人 1997『瓦を読む』歴史発掘H 講談社

大脇 潔 1991「丸瓦の製作技術」『研究論集Ⅸ』奈良国立文化財研究所学報第49冊

富山県教育委員会 1982 『小杉流通業務団地内遺跡群』第 3・ 4次緊急発掘調査概要

富山県教育委員会 1983 F/」 杉ヽ流通業務団地内遺跡郡』第5次緊急発掘調査概要

富山県教育委員会 1984 『4ヽ杉流通業務団地内遺跡群』第6次緊急発掘調査lyt要

富山市教育委員会 1999 『栃谷南遺跡』

北陸古代土器研究会 1999 『つばとかめ』北陸古代土器研究第8号

細辻真澄 2001 「任海宮田遺跡出土の上錘について」『富山考古学研究』紀要第4号

森  隆 2001 「富山県出上の上錘集成」『富山考古学研究』紀要第4号 (財 )富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

-26-



6

~1刊
   窪 曽 三 昌 畳 畳 呂 畳 ∃ 彗 、 13

14

9   
民

〔::388883:::::::,!

財
|

22
V24  0

1        23

7

第18図 須恵器 実測図 (A―Bベル ト・C― Dベル ト)S=1/4

公

-27-



0 29

32

?       1       lPCm

第 19図 須恵器 実測図 (A― Dベル ト)S=1/4

ハ
ン 宅___………__L_____――JPCm

≦な堅O車⊃≪式で47
1輛

_霜

『

~~~=匡

璽垂ξ量墨
耳

~~~7″

2

A一 D,B一 Cベ ル ト ),土 師 器 (A一 B,

-28-

(内黒 )

C―D,A一 Dベル ト)実 測図須恵器 (C― D,



4  
長こ三::3888888:::::::i;''

芹正三三Ξ≡≡三三Ξ三:雪三」Jと些≧≧菫略79

匿圭三三三三三彗三三」と望三望≧≧≧. 80 c篭壬壬≡≡≡三≡雪三三轡望≧峯望望望望≧聖聖,78

一∠4L"56
1/″
――――=注―に三垂面頭〕「Щゝ57

＼〔〔::::::]:::::::'7を8

73 66

63

、65

ヱ__………___._____――JPCm

76

第21図 須恵器・土師器 (A区 2号窯内)実 測図 S=1/4

-29-



… こヽ癸

一
　

一た

4

98

、96

P   l   lPCm

(A区 2号窯灰原)S‐ 1/4

-30-

第22図 須恵器・土師器実測図



／
‐

ヽ

＼
(Ⅲ4

113
市06

109
118

γ

―

了
16

ド 115

ヱ________._____――JPCm

第23図 須恵器・土師器実測図 (A区 2号灰c)S=1/4

-31-



133

134

刊46

131

―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

430ξ

民
F:::::::]:::::::''432

刊ゝ劉壁竃羊
=L出

′ r

ヱ______ャ_■_____――JPCm

第24図 須恵器実測図 (A区灰c)S=1/4

-32-



152148

151

59

＼    学 179

第25図 須恵器実測図 (A区 2号窯灰原 e)S〓 1/4

飾Ⅷ

183

刊

“

      珂解

-33-

宅________L_____一 ―」
OCm



宅________._____――JPCm

第26図 上師器実測図 (A区 2号窯灰原 c)S=1/4

-34-



褐 9     1弱
圧

1貶

刊93

軍
霊 垂 ≡ 竪 玉 垂 垂 ラ

7191

蓮墓巨転田 /205

222

195

８９

　

　

　

　

３

209 
反
民[三[三][[]::::i::Z40

―  解

、218

|

一　　　　　　　　　一

第27図 須恵器実測図 (A区灰原 e)s=1/4

-35-



反〔::[][::::::::''7233

を28   ⊂重至三重重三重重三重全三彗!JL里璽堅望里堅璽里≧些9234

235

宅____…………._____―――JPCm

須恵器実測図 (A区灰原 e)s=1/4

-36-



1    9
つ氏fl

9       1        PCm

こ  _一
一

256

_____≦三
ili山田口■F263

第29図 須恵器実測図 (A区灰原 e)s=1/4

一
　

一
　

一

ヽ

一

-37-



民〔ξ:::::ζ::::::'1279

―
―
―
Ｉ
Ｌ

277

rTヴ 266

0            20cm
i      t      i

276

牲     1     lpCm

重∂
zサ′′ワ修を修ι夕をと,′′ケオtタ

ア
イ
イ

第30図 須恵器実測図 (A区灰原 e～ f)s=1/4,276は  S=1/8

-38-



234

284

― - 291

第31図 須恵器 。上師器実測図 (A区灰原,SD02,SK02,p6,包 含層)S=1/4

 `                  8

-39-



万
ぼ

照

313

3刊 6

第32図 須恵器実測図 (B区 )S=1/4

-40-

宅__………___._____― ―J°
Cm



34

331

千

３３２

ヱ___……___._____一―JPCm

S=1/4

-41-

第33図 須恵器・土師器実測図 (B区 )



46

349

39 40 8

宅________._____――JPCm

62

357

―

   こ
363

第34図 須恵器実測図 (B区

-42-

SX03)S=1/4



66
|

0

辰て三三:三三二三]::::::F'173

76 9       1       lPCm

第35図 須恵器(B tt SX08,10,12,13,14,15,19,21)土 師器(B tt SD01,SX03,15,19,21)実測図 S=1/4

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｌ

-43-



9

W388

須恵器 (B区 灰原 ,包含層)土師器 (B区 包含層)実測図 S=1/4

彿 47(内黒)

-44-



型業虹圭≡rΞ巧398

423

427

415411

416 朝 Ч 既

428

こ ユ=ノ

第37図 須恵器実測図 (C区 層位別)S=1/4

431

422

-45-

呈___……___ェ _____――JPCm



♀       I        PCm

第38図 土師器実測図 (C区  52層)S=1/4

0           20cm
I      I      I

Mけ は 8

,劉

ヤ 狸壽塞 F2

6

45     
｀
張冒冒冨昌自資畜珍鷺身サ

)50

第39図 土師器 器種分類 (S=1/8)

-46-



一
一

438437

441

445

(447の 内面 )

頂景三:三:::::::::::,7!1  〈ミ〔::::::I::::::,′ :4

474

5

匡至瓦 1〓塾翌 62

一　
一

9        1         10Cm

一一一一一一一一一

一一
三

第40図  須恵器実測図 (C ttSK01)S=1/4

-47-



4和

‖‖画 丁

宅_____………._____―――ヨPCm

（。

８
５

第41図 須恵器・土師器実測図 (C ttSK01)S=1/4

-48-

61



― ―
―
―

~ll

｀
｀         え 6

空
≧

∬ 68

:::導
フ

‖|

第42図 土師器実測図 (C ttSK01)S=1/4

-49-

ヱ____…………■_____―――JPCm



0

3  9

＼ド＼ざ

溺
＼＼

第43図 須恵器土師器実測図(CttSK09)S=1/4

5  7

宅__……__ャ_=_____――」
°Cm

宅__………___._____――」PCm

瑕員三[三三:三三]:::::::テイ:8
顆ミ三:三三三三]::::::'そ

1。

宅________L_____― ―」
°Cm

第44図  須恵器実測図 (C区Ⅸ 01)S=1/4

-50-



510

誓
515

3

＼
          5

508

宅________上 _____――ヨPCm

呈___………__._____― ―J°
Cm

518

須恵器・上師器実測図(C区灰原,包含層)S=1/4第45図

ヒ 王 ―

≒

531
鬼 239  0 21

き 報

9  0
3   4
乏4

第46図 須恵器実測図 (D区 1号窯 窯体内)S=1/4

-51-



9        1       lPCm

｀ 日

6

ヱ3
,2                  572

564

3

第47図 須恵器実測図 (D区 1号窯 窯体内)S=1/4

-52-



584

第48図 須恵器・土師器実測図(D区 1号窯 灰原)S=1/4

‖ 帥

9        1        PCm

第49図 須恵器実測図(D区 3号窯)S=1/4

590 こと::::::][:!!!!!ⅢⅢ595

宅____…………._____―――JPCm

592卜＼_ノ

-53-



1    614

6刊 0

605

憎   9

宅________L_____――J°
Cm

6刊 5

6 囲
第50図  須恵器実測図 (D区層位別,SK0 9)S=1/4

1       620

た

-54-



633

635

〈て三F:::::::::]:::::::::''1(:1

仄ξ三::::::::::::::''!!6

2  6刹
「
ξ三三:三三三三三三三i::::::::::i,:49

652

648

第51図 須恵器実測図 (D区調査区西壁 1層～3層)S=1/4

-55-



て重璽三乏2  ~毛Z

第53図  須恵器・土師器実測図 (D区灰原)S=1/4

-56-

691



4
692

5

宅________L_____――」
°Cm

コ

705

704

く
薬垂垂≦垂望里里里里璽「

″

/

710

177

721

第53図 須恵器実測図 (D区灰原)S=1/4

-57-



6

729 印
9    !   やCm

731

3

第54図 須恵器実測図 (D区灰原)S=1/4

85

進一―十‐~――FCm

第55図 土師器実測図 (D区灰原)S=1./4

-58-



/行
⌒

751

55

815

?        I        PCm

第56図 須恵器実測図 (D区仄原h)S=1/4

-59-



62  376・

第57図 須恵器実測図 (D区灰原hoi・ k)S=1/4

第58図 刻書土器「國」 (728)の実測図・拓本 (S=1/1)

767

0         2cm
I     I     I

-60-



4 5  76

免0軍匡垂五

?       t        pCm

781

/=｀ ＼/      ＼

/

791

第59図 須恵器実測図 (D区灰原″)S=1/4

-61-



＼

?        1        11。 Cm

第60図 須恵器実測図 (D区灰原m)s=1/4

第61図 刻書土器「☆」「恵□」実測図・拓本 (S=1/2)

-62-



品 804

長ミこ]「三三三]三
三ftt」
号
'ζ

05

監 6                7

宅_____………J_____―――JPCm

第62図 須恵器実測図 (D区包含層 ,その他)S=1/4

79

第57図 刻書土器「大」実測図・拓本 (S=1/2)

-63-



一

脚
日

日

|

lt

|

―

―

1     3

第64図  瓦実測図 S=1/4

-64-



ヽ

C=ミ
ミ

過 ゝ 16

第65図  瓦実測図 S=1/4

?        I        PCm

-65-



宅_____………■_____―――JPCm

―⊂正三二:⊃―
17

第66図 瓦実測図 S=1/4

第67図 軒丸瓦の瓦当面彫り直し (S=1/2)

-66-



?        l         PCm

４２

ィ
祠
迅

中‐‐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２‐

第68図 瓦実測図 S=1/4

-67-



-89-

粁
ポ
述



／
　

　

　

　

　

５

字

と

-69-

第70図 瓦実測図 S=1/4



】旧遍
1 56

宅__………………Ⅲ_____――JPCm

第71図 瓦実測図 S=1/4

-70-



□ 62

|

式
加  回 68 /

第72図 瓦実測図 S=1/4

-71-



71

向

餌

０８

内
科
迅

一鯵
9       1        PCm

-72-

第73図 瓦実測図 S=1/4



Ｆ

吐

９８

∩
羽

劉
宅____………_■_____―――JPCm

第74図 瓦実測図 S=1/4

-73-

―

一



仲

川

¶

坦

101
呈____…………■_____―――JPCm

-74-

第75図 瓦実測図 S=1/4
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第77図 土鍾実測図 S=1/4
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第78図 土錘・土製品実測図(S=1/4)
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須恵器観察表 (1)
①:口径 ②:底径 ③:器高 ④胡同部最大径 ⑤:頸部最小径

番号 出土位置 器種 ① ② ③ ④ ⑤ 外色 内色 礫 砂 焼成 口遺 底遺 その他

A‐ Bギルト7層下部 奏 灰白色 少 少 良好 2/1と メ絡3主■56

A‐ Bギルト7層下部 甕 28.3 灰白色 少 良好 X83Y■ 56

A‐ Bギルト7層X81と55 甕 16.0 灰白色 少 良好 2/1ウ

A‐ Bギルト7層X79Y55 杯 B (14.0 褐灰色 多 多 良好

A‐ Bギルト8層No 129 杯 B 136 灰白色 少 少 良好 2/1i 12/12 ほぼ完形

A‐ Bギルト8層X811Y55 杯 A 仄白色 少 良 「大」ヘラ文字

A― Bギルト8層 X811Y55 広口壼 (13.5) 灰色 少 良好 口縁波状紋

A‐ Bギルト8層X80卜55 甕 15,5 仄責色 少 良 還元焼成

A‐ Bギルト8層下部 鍋形鉢 220 20,8 灰白色 少 良好 2/12 ヘラ X79■■55

A‐ Bギルト16層 No 81 杯 A 132 淡責色 少 不良 12/12

A‐ Bギルト16層 No 87 杯 A 124 卿
れ 少 良好 12/12

A‐ Bギルト19層 X79卜56 杯 B 淡黄色 少 良好

A‐ Bギルト19層 X81と56 狭口童 黄灰色 少 良好

A‐ Bギルト22層No 31 甕 灰白色 少 少 良好 還元焼成

A‐ Bギルト22層No 34 盤 212 灰白色 少 良好

A‐ Bギルト22層No 50 杯 B 168 灰色 少 少 良好 焼歪み,ヘラ

A‐ Bギ ルト25層X82と56 蓋 灰色 少 良好 焼き歪、完形

A‐ Bギルト25層X82卜56 壺蓋 (101) 灰色 少 良好 5/ 自然釉

A‐ Bギルト27 28層 杯 灰白色 多 良好 � 4半56、 二重沈線

A‐ Bギルト27・ 28層 杯 B 鈍い黄橙色 少 少 良 X841■ 56

A― Bギルト27・ 28層 広口壷 灰白色 少 良好 X841■ 56

A‐ Bギルト39層No.8 (壷)蓋 灰黄色 少 少 良好 薄手で小型

A‐ Bギルト39層No 45 杯 A 浅黄橙色 少 少 不 良 ヘラ

A‐ Bへ
｀
ルト】ヒ根」X85Y56 小型鉢 灰色 少 良好 ミニチュア

C‐ Dギルト132層No 234 甕 259 灰色 少 良好

C― DギルトSK01 45層 1 杯 A 灰色 多 良好

C‐ DギルトSK01 45層 8 杯 B 仄色 多 良好

C― DギルトSK01 45層 杯 A 灰白色 少 不良 2/12

C― Dギルト下南壁26層 壷蓋 仄色 多 良好 ほぼ完形

C― Dギルト中50層 杯 A 灰白色 少 少 良好 6/12

C― Dギルト中145層 甕 126 灰色 仄褐色 少 良好 1/ X651t52

0032 C― Dギルト中52層 杯 B 灰色 少 少 良好 2/ 3/12 X7税■53

0033 C― Dギルト中52層 蓋 責灰色 少 不良 1/ つまみに亥」み

C― D北断割り 高杯 黄灰色 少 良好 1/ 6/12

A― Dギルト173層 杯 A (15,4) 淡責灰色 少 不良 X71Y為3

A‐ Dギルト63層� 2卜61 杯A(大 ) (15,0) (105) 灰責色 少 不良 2/ 2/12 X72ヽヽ1

A‐ Dギルト63層�幼■59 杯(大 ) 灰色 少 少 良好 1/ 体部二重沈線

A‐ Dギルト63層� 2と61 蓋 褐灰色 少 少 良好

A‐ Dギルト76層�at56 杯 A 鈍い橙色 少 少 良好 1/ 2/12

A― Dギルト76層X73Y56 杯 B 灰白色 少 良好 2/12

A― Dギルト76層� 3子56 杯 B 褐仄色 多 良好 1/

A― Dギルト76層X73Y56 奏 灰白色 少 良好 l

A‐ Dギルト76層X73Y56 瓶 灰色 少 良好 2/12 水瓶 or長頸瓶

0044 A‐ Dギルト76層X74卜55 甕 343 250 灰色 少 良好 1

0045 A‐ Dギルト76層X74Y55 短頸壷 122 灰色 責灰色 少 少 良好

0046 A‐ Dギルト中層No 12 横瓶 仄色 少 良好

B‐ Cギルト8層 蓋 灰黄色 少 良好 X76Y47

B‐ Cギルト88層上部 平瓶 褐灰色 多 良好 キ巴手 X75Y望 9

B‐ Cギルト88層下部 仏鉢 灰白色 少 多 良好 X74Y51

B‐ Cギルト90層 高杯A 少 良好 X74Y51

0051 A区 2号X8囃ヽ 2 甕 灰白色 多 良好

A区 2号感77Y68) 杯 B 灰色 少 良好 12/1彦 溶着 (2個 )

A区 2号 a区黒色土 杯 B 灰白色 多 良好

A区 2号 a区黒色土 杯 A 灰黄色 多 良好

0055 A区 2号 b区仄責色土 杯 B 灰色 少 多 良好

A区 2号 b区黒色土 壷蓋 灰色 少 少 良好 12/12 摘み

A区 2号 i区 9層 壼蓋 灰色 灰色 少 良好 天丼部穿孔
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須恵器観察表 (2)
①:口径 ②:底径 ③:器高 ④胡同部最大径 ⑤:頸部最小径  (cm)

番号 出上位置 器種 ① ② ③ ④ ⑤ 外色 内色 礫 砂 焼成 口遺 底遺 その他

0058 A区 2号JttNo.2 杯 A 仄黄褐色 少 良好

A区 2号上面X71子60 杯 B 灰 色 少 良好 内面溶着

0060 A区 2号中層No.92 杯 A 灰白色 少 良 12/1, 焼歪み

0061 A区2号東西ギルト4層 円面硯 灰色 少 良好

0062 A区 2号東西ギルト53層 重蓋 暗灰褐色 良好

0063 A区 2号 ギルト①l層 重蓋 19.2 灰 色 少 良好 天丼部穿孔

A区 2号ギルト最下層4 蓋 灰白色 少 少 不良

0065 A区2号ギルト最下層12 甕 灰白色 良好

0066 A区 2号ギルト最下層19 蓋 淡黄色 少 不良

0067 A区2号ギルト最下層22 杯 B 灰白色 少 少 不良

0068 A区2号34層 No3 杯 B 灰色 多 良好

0069 A区2号34層 No6 甕底 灰白色 少 不良

A区2号34層 No9 蓋 灰白色 少 不良

0071 A区2号45層 短頸壷 淡灰色 少 良好

0072 A区2号57層No3 杯 B (8.31 灰色 Jヽ石 多 良好

A区2号58層No 3 蓋 灰色 少 良好 外窯糞、歪

0074 A区2号58層No.10 蓋 153 灰色 少 良好

0075 A区2号58層No ll 杯 B (14動 鈍黄灰色 少 不良 5/1乏 生焼

0076 A区2号71層Xワ誰60 杯 B (146) 灰色 少 良好

0077 A区2号71層No7 甕 灰色 多 良好 1/12

0078 A区2号床No.4 蓋 灰白色 少 不良

0079 A区2号床No.8 蓋 責灰色 少 不良 生焼

A区2号床No■ 蓋 灰白色 少 不良

A区2号床No.14 蓋 灰色 多 良好

0082 A区2号床No 19、 23 杯 B 責灰色 少 良好

0083 A区 2号南No.1 長頸壷 灰色 多 良好 2/12

0084 A区 2号灰‐1 杯 A 責灰色 少 多 良好

0085 A区 2号灰‐2 杯 B 灰色 多 多 良好 7/1, 7/12

0086 A区 2号灰‐4 槽形鉢
薫
僚留2る 少 少 不良 3/12

0087 A区2号灰-16 杯 B 褐灰色 少 良好 12/12

0088 A区2号灰-24 蓋 灰色 多 多 良好

0089 A区2号灰‐25 蓋 灰白色 少 少 良好 亀裂

0090 A区 2号灰‐27 蓋 灰白色 多 多 良好

A区 2号灰‐36 杯 A 灰白色 少 良好 6/12

0092 A区 2号灰‐42 杯 B 責灰色 多 不良

0093 A区 2号灰‐44 甕 建37) 灰黒色 少 良好 口縁

0094 A区 2号灰‐71 甕 1424) G7.8) 灰黒色 少 良好 口縁

0095 A区 2号灰 a■層 短頸童 灰色 少 少 良好 1/1ウ

A区 2号灰 a129層 円面硯 e8) 灰黄色 少 良好 X72Y生 64

A区 2号灰 a No.3 杯 青灰色 少 少 良好

A区2号灰 a No 18 杯 B 136 灰色 少 里好 2/12

A区2号灰 b暗褐色土 円面硯 灰色 褐灰色 少 里好 溶着X74子64

A区2号灰 c No92 甕 ωO,71 (1861 灰色 少 良好 3/12

A区2号灰 c X73Y 59 鉢 23.4 215 灰褐色 少 良好 括れ鉢

A区2号灰 c X74Y 60 横瓶 灰白色 少 少 良好

A区2号灰 c72層 小型壼 灰褐色 褐仄色 少 良好 X74Y59

A区2号灰 c135層 杯 A <僚留2そ 少 少 不良 X75Y60

A区2号灰 c135層 杯 A 灰白色 少 良好 6/12 X75Y60

A区2号灰 c‐2No 12 杯 A 責橙色 少 少 不 良 完形亀裂

A区2号灰 c‐2No 46 壺蓋 仄白色 多 良好

A区2号仄 c‐2No 54 杯 A 灰白色 少 良好

A区2号灰 c‐2No 57 杯 A 132 褐灰色 少 少 良好 亀裂底部剥離

0 A区2号仄 c No68 蓋 158 灰色 少 少 良 7/12

0 l A区2号灰 c上層 小型壷 褐灰色 多 良好 X741■ 61

0 2 A区2号灰c上層No9 蓋 14.8 褐色 少 良 12/12

0 A区2号灰 c上層No.20 杯 A 12.3 暗灰色 少 良好 ヘラ、完形

0 A区2号灰 c中層No.45 短頸重 19.5 灰 色 少 良好
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須恵器観察表 (3)
①:口径 ②:底径 ③:器高 ④胡同部最大径 ⑤:頸部最小径  (cnal

番号 出上位置 器種 ① ② ③ ④ ⑤ 外色 内色 礫 砂 焼成 口遺 底遺 その他

0 5 A区2号灰 c中層No 49 短頸壷 灰色 少 良好 12/12 ヘラ

0 A区2号灰 c中層No 81 甕 灰白色 少 良好 土師甕遠元

0 7 A区2号灰 c中層No 90 横瓶 灰白色 少 良好 12/12

0 A区2号灰 c中層No 95 杯 A 13.5 灰白色 少 少 良好 12/12 亀裂ほぼ完形

0 A区2号灰 c中層No 103 甕 (24.4) (216) 灰色 少 良好 口縁部

A区灰 c70層 円面硯 175 灰色 褐灰色 少 良好 溶着空気入り

A区灰 c76層 狭口重 責灰色 少 良好 3/12

0122 A区仄 c西ギルト8層9 鋼形鉢 36.3 243 灰色 多 多 良好 3/12

0123 A区仄odギルト1層 把手付壷 暗灰色 少 良好

A区灰 c‐ dギ ル国o17 厚底鉢 (118) 仄色 多 良好

0125 A区灰 c下層No 20 杯 B 灰色 少 多 良好 6/12 ヘラ?

A区灰 c下層No 23 蓋 ■5 灰白色 少 少 良好 12/12 歪み亀裂完形

A区灰 c下層No.40 蓋 16.0 淡黄色 少 不良 7/12 項部二重沈線

0128 A区灰 c下層No 50 杯 B 灰白色 少 良 2/12 12/12 完形亀裂

0129 A区灰 c下層No 54 杯 B 13.6 灰白色 少 良 2/12 ほぼ完形

A区灰 c下層下部Nol 杯 A 灰責色 少 良好

A区灰 c下層下部No3 杯 A 黄灰色 少 良好 2/12 12/12 完形亀裂

A区灰 c下層下部No4 杯 A 仄白色 少 多 不良 亀裂

A区灰 c下層下部No8 杯 A 黄灰色 少 少 良好 6/12

A区灰 c下層下部No 10 47NA 黄灰色 少 良好 ほぼ完形亀裂

A区灰 c最下層 甑 灰色 多 良好 X74Y56

A区灰 c最下層 杯 B 仄色 少 良好 高台に刻みX74卜 59

A区灰 c最下層No3 蓋 灰白色 多 良好

A区灰 c最下層No4 甕 1458) (352) 褐灰色 多 不良

A区灰 c最下層No7 蓋 黄灰色 少 良好

A区灰 c最下層No9 杯 B 139 灰色 少 多 良好 12/12 ほぼ完形ヘラ

A区灰 c最下層No 12 杯 B 灰色 少 良好

A区灰 c最下層No,36 蓋 灰白色 少 不良

A区灰 c最下層No 43 蓋 109 淡黄色 少 少 不良

A区灰 c最下層No 56 蓋 灰白色 少 少 不良

0145 A区灰 c最下層No 62 蓋 162 灰白色 少 不良

A区灰 c最下層No 66 杯 B 灰黄色 少 少 良好

A区 2号灰 c No2 杯 A 120 灰白色 多 良好 12/12 亀裂

A区 2号灰 e No3 杯 A 125 灰 色 少 多 良好 12/12 完形亀裂

A区 2号灰 e No7 蓋 灰 色 多 良好

A区 2号灰 e No 14 甕 230 19,7 灰白色 少 良好 3/1を 土師器遠元

] A区 2号灰 e No 15 杯 A 灰黄色 少 少 良好 2/12 完形亀裂

A区 2号灰 e No 18 蓋 黄灰色 少 良好

A区 2号灰 e No20 杯 B 灰色 少 良好 7/12

A区2号灰 e No.35 杯 A 128 黄灰色 多 不良 2/12 亀裂

0155 A区2号灰 e No.47 蓋 灰色 少 少 良好

0156 A区2号灰 e No 51 杯 A 灰色 少 良好 2/12

A区2号灰 e No 59 蓋 灰褐色 少 良好 2/1を

0158 A区2号灰 e No 84 杯 B 灰白色 少 不良 5/1を

A区2号灰 e No 69 杯 A 灰色 少 良好

A区2号灰 e No76 蓋 灰白色 少 不良

A区2号灰 e No78 蓋 灰白色 少 不良

A区2号灰 e No94 蓋 白仄色 少 少 不良 12/1互 2/12 完形亀裂

0163 A区2号灰 e No96 杯 B 灰色 少 少 良好

A区2号灰 e No lll 杯 B 灰白色 少 不良

A区2号灰 e No.117 広口壷 (180) 灰色 多 良好

A区2号灰 e上面No 317 杯 A (122) (99) 黄褐色 少 不良

A区2号灰 e上面No 317 杯 A (124) 31 灰黄色 多 不良 7/12

A区2号灰 eJ二面No 229 杯 A 灰黄色 少 不良

A区2号灰 e上面No 257 杯 B (l■8) 灰色 少 良好 内釉

A区2号灰 e上面No.132 蓋 青灰色 少 良好

☆区2号灰 e上面No 133 長胴壺 (1■5) 灰色 多 良好
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須恵器観察表 (4)
①:口径 ②:底径 ③:器高 ④胡同部最大径 ⑥:頸部最小径  (clnJ

番号 出上位置 器種 ① ② ③ ④ ⑤ 外色 内色 礫 砂 焼成 口追 底遺 その他

A区2号灰 e上面hlo139 杯 B 139 灰色 多 良好 6/12

A区2号灰 e上面No322 把手 灰白色 少 良好

0 A区2号仄 e中層No108 重 沌い黄橙色 少 良好

0 A区 2号灰 e中層No l15 鉢 黄灰色 多 良好

0 A区 2号灰 e中層hlo■ 6 横瓶 灰色 少 良

0 A区 2号灰 e中層No■ 9 狭口重 灰色 灰褐色 多 少 良好 2/12

0 A区2号灰 e下部 杯A(大 ) 暗灰色 少 良好 3/12 ヘラ X77Y生61

0 A区 2号灰 e下部 杯 A 淡灰白色 少 不良 X79Y58

0 A区 2号灰 e下部 杯 B 13.2 灰白色 少 少 良好 X77Y6

A区 2号灰 e下部 杯 B 淡責色 少 不長 X7狩■6

A区 2号仄 e下部 杯 B 灰白色 少 不良 X78Y6

A区2号仄 e下部 番 灰白色 少 良好 2/12 X76Y6

0184 A区2号灰 e下部 蓋 灰白色 少 良好 3/12 �宵お

A区2号灰 e下部 蓋 灰白色 少 少 良好 4/12 X77Y6

A区灰 e X78子 57 蓋 黄灰色 少 良好 褐色土中

A区灰 e8層湘 0と58 甕 (20.41 灰色 少 良好 2/12

A区灰 e13層 杯 A 灰色 少 少 良好 3/12 3/12

A区灰 e13層 X78Y57 蓋 黄灰色 少 良好

A区灰 e13・ 14層 杯 B 灰白色 少 不良 2/1' 5/12 X75Y56

A区灰 e14層 X75卜57 杯 B 黄灰色 多 良好 3/12

A区灰 e14層 X76と58 杯 A 7 灰色 少 少 良好

A区灰 e16層X78准57 杯 A 灰白色 少 良好 6/1,

0194 A区灰 e16層� 9子58 杯 B 灰白色 少 少 良好

0195 A区灰 e76層 皿 B 灰色 多 少 良好 頂部二重沈線

0196 A区灰 e 40層No.16 杯 B 黄灰色 多 良好

A区灰 e 40層No 18 蓋 灰色 多 良好 6/1を

A区灰 e 40層 No 22 杯 B 灰黄色 少 良好 2/1, 12/1彦 完形亀裂ヘラ

A区灰 e 40層 No 39 杯 B 鈍い橙色 少 良好 8/1を 12/1互

0200 A区灰 e 40層 No.44 杯 B 鈍い褐色 少 少 良好

A区灰 e 40層No 44 杯 B 灰色 少 良好 3/12

0202 A区灰 e 40層No 56 杯 B 淡責色 少 少 不良 7/12 12/12

A区灰 e 40層 No 58 杯 A (12.① (6.7) 灰黄色 少 良好

0204 A区灰 e 40層 No 66 杯 A 灰色 少 良好

A区灰 e上層X76Y57 杯 C 仄色 少 良好

A区灰 e中層X76Y58 杯A・ B 灰色 多 良好 3/12 杯A ttB重ね焼

0207 A区灰 e中層X79Y60 高杯A 赤褐色 多 良好

A区灰 e中層� 8Y60 杯 B (1■ 8) 茶灰色 多 良好

A区灰 e中層X79Y59 杯 B (130) σO) 茶灰色 多 良好 6/1を 焼き歪

A区灰 e中層�9Y60 杯 B 黄灰色 多 良好

A区灰 e中層X77卜59 蓋 灰色 少 多 良好 12/1乏 焼き歪

0212 A区灰 e中層X78子60 仏鉢 155 仄色 少 良好 2/1を

A区灰 e中層� 6Y59 水瓶 灰色 少 良好 内外暗自然釉

A区灰 e中層X78Y60 四耳重 茶灰色 少 良好 残部少

A区灰 e中層X79Yお0 甕 (162) 灰色 少 良好 3/12 自然釉

A区灰 e中層X76Y59 奏 14541 灰色 少 良好 2/12

0217 A区灰 e中層② 横瓶 ホ面終異鯨 少 良好 ヘラX771■ 57

A区灰 e下層� 5と56 蓋 灰色 良好 頂部二重沈線

A区灰 e下層� 6Y59 甕 灰白色 少 少 良好

A区灰 e下層X78卜58 瓶 灰黄褐色 少 良好 水注の口縁か

0221 A区灰 e下層X79Y59 杯 B 灰色 多 多 良好 7/1を

0222 A区灰 e下層� 8Y58 鉢or鍋 32.4 灰白色 少 少 良好

0223 A区灰 e下層X78Y58 横瓶 灰色 少 良好

0224 A区灰 e下層No.H 杯A(大 ) (169) 褐灰色 仄色 少 少 良 2/12

A区灰 e下層No.11 蓋 154 灰色 少 多 良好 2/12 焼き歪

0226 A区灰 e下層No.11 杯 B 灰色 少 良好

0227 A区仄 e下層No,70 杯 A 鈍黄仄色 少 不良 2/1, 2/12

0228 A区灰 e下層No.71 杯 A 122 責灰色 多 不良 2/12
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須恵器観察表 (5)
①:日径 ②:底径 ③:器高 ④胡同部最大径 ⑤:顕部最小径  ①o

番号 出上位置 器種 ① ② ③ ④ ⑤ 外色 内色 礫 砂 焼成 口遺 底遺 その他

0229 A区灰 e下層No 81 広口重 灰色 多 良好 2/12

A区灰 e下層No.110 広口重 202 灰白色 少 不良 広 口

A区灰 e下層No.■ 1 壷蓋 灰色 灰 色 少 良好 4/12 自然釉

0232 A区灰 e下層No.112 壷蓋 灰色 仄 色 少 良好 2/12 7/12 自然釉

A区灰 e下層No,171 杯 A 127 灰色 少 良好 10/12 亀裂

0234 A区灰 e下層No.186 轟 195 灰色 多 良好 大型

A区灰 e下層No.191 杯 B 108 灰白色 少 良好 11/12 1/12

A区灰 e下層No.195 壺 淡黄灰色 多 良好 0/12 亀裂

0237 A区灰 e下層No.218 甕 222 灰白色 少 不 良 6/12

A区灰 e下層No 225 鉢 灰色 少 多 良好 底部外ヘラ刺突

A区灰 e下層No.226 杯 B 灰色 少 良好 12/12 12/12 完形

A区灰 e下層No.232 蓋 (1561 仄黄色 多
イ
不良 2/12

A区灰 e下層No.233 長頸壼 (11動 (181) 灰色 少 良好

A区灰 e最下層 杯 A (132) (961 褐灰色 百有 多 不良 X76Y■ 59

A区灰 e最下層 壷蓋 128 灰色 少 少 良好 X宥子59,項部二重沈線

0244 A区灰 e最下層 杯 A 灰白色 少 良好 X78V■ 60

0245 A区灰 e最下層 杯 B 黄灰色 多 良好 2/12 2/12 X78Y60

0246 A区灰 e最下層No 16 蓋 146 灰黄色 多 良好

A区灰 e最下層No 23 杯 B 120 灰色 少 良好 12/12

A区灰 e最下層No.35 甕 eo動 (32.1) 黄灰色 良好

0249 A区灰 e最下層No 37 杯 B 灰色 少 少 良好 6/12 6/12

A区灰 e最下層No.41 杯 B 灰白色 少 少 良好 3/12 3/12

A区灰 e最下層No 53 杯 A 灰白色 少 良好 5/12

0252 A区灰 e最下層No 54 蓋 灰白色 少 良好

0253 A区灰 e最下層No 54 蓋 灰色 少 良好

A区灰 e最下層No.58 甕 (210) (18.41 褐灰色 良好 1/1ち

0255 A区灰 e最下層No.59 甕 (238) (205) 灰色 多 良好

0256 A区灰 e最下層No 65 杯 A 灰白色 少 多 良好 1/1と

A区灰 e最下層No 69 短頸重 (112) (188) 灰色 多 良好

0258 A区灰 e最下層No 87 長頸重 灰色 少 良好 12/12 胴下部ヘラ、釉

A区灰 c最下層No■ 0 杯 B 灰色 少 良好 12/12

0260 A区灰 e最下層No 120 杯 B 灰褐色 少 良好 6/12

A区灰 e西ベル ト1層 杯 B (121) (8,7) 褐灰色 多 不良 2/1, 3/12 X77Y61

0262 A区灰 e西ベル ト上面 杯 B 132 灰白色 少 少 不良 12/12

A区灰 e西ベル ト中層 蓋 灰色 少 良好 ヘラ記号

0264 A区灰 e ギルト3層Noll 杯 A 灰白色 少 少 良好 12/12

A区灰 e ギルト3層No12 杯 B 125 灰黄色 少 良好 12/12

0266 A区灰 e ギルト5層 杯 灰色 少 良好 X79Y57、 ミニチュア

A区灰 e ギルト8層No2 奏 橙色 少 少 良好

0268 A区灰 e‐ 1011層 甑 灰色 少 良好 把手付

A区灰 e― へ'ルト最下層 把手 (14.5) 仄色 多 良好 X811Y58

A区灰 e― A｀ ルト最下層 甕 (321) 灰色 少 良好 X811Y57

0271 A区灰 e― へ
｀
ルト最下層 甕 (20.2) (203) 褐灰色 暗灰色 少 良好 掲色重焼痕跡

0272 A区灰 7層�2Y59 蓋 黄灰色 多 良好 2/1を

0273 A区灰 上層No 37 蓋 灰色 少 良好 12/12 2/12 完形焼歪み

A区灰 上層No 39 蓋 152 青灰色 少 良好

0275 A区灰 上層No 63 杯 A 鶏 少 良好 2/12

0276 A区灰 中層 甕 灰色 少 良好 2/1Z 肩部焼台転用

0277 A区灰 最下層 壷蓋 灰色 灰 色 少 良好 9/12 自然釉、焼き歪

A区灰 最下層No 167 杯 B 灰白色 少 不良 亀裂

0279 A区灰 1 40層No 23 杯 B 明灰白色 少 不良 9/12 2/1笠 亀裂

A区灰上面X73卜58 杯 B 黄灰色 少 少 良好 大型

A区灰上面X75准60 蓋 鈍い赤褐色 少 多 良好

0282 A区灰上面X74Y61 壷蓋 灰白色 灰白色 少 良好

A区灰上面X74Y61 壷蓋 灰白色 灰白色 多 良好 外面溶着

A区灰上面X76卜61 蓋 青灰色 多 良好

A区灰上面X77卜60 小壷 灰色 少 多 良好 ミニチュア
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須恵器観察表 (6)
①:口径 ②:底径 ③:器高 ④:胴部最大径 ⑤:頸部最小径  o→

番号 出上位置 器種 ① ② ③ ④ ⑥ 外色 内色 礫 砂 焼成 口遺 底遺 その他

0286 A ttSD02土坑 a中 ,下部 仏鉢 22,9 褐灰色 少 良好

0287 A ttSD02No l 杯 A 淡黄色 少 少 不良

0288 A ttSK02下部 甕 1452) 灰 色 多 多 良好 頚郡計韻I

0289 A ttP02西 半部 杯 B 灰色 少 少 良好

0290 A区東断割りX76准55 杯/蓋 灰色 多 良好 溶着 蓋径160

0291 A区東断割り� Oと56 /Jヽ皿 褐灰色 少 良好 2/1ウ

0292 A区東断割り� lと56 壷蓋 鈍い褐色 少 良好 3/1ウ

0293 A ttX7評66Z16.521 杯 B 57 灰色 多 良好

A ttX73と 67Z16.426 壷蓋 緑釉 灰白色 少 多 良好 外面溶着

0295 A ttX73Y 67Z16 426 小 壷 浅責色 多 不良 2/1′

0296 A ttX79Y 61Z16.■ 3 蓋 鈍い赤褐色 少 少 良好 2/1' 二重沈線2条

0297 A ttX82Y 57 Z 16.231 17NA 灰色 少 少 良好 「☆」ペラ

0298 A ttX83Y 57Z15,898 杯 A 12.6 褐灰色 少 少 良好 12/1' 重ね焼、4個溶着

0299 A ttX84Y 64Z16.393 四耳壷 灰色 少 良好 耳付

A ttX85Y 58Z15,933 杯 灰色 少 不良 特殊な高台、ペラ

B、 C区勧Ю2黒褐色土 蓋 灰責色 少 少 不良 2/12

0302 B区 6層X79Y54 鉢 (172) 1681 貢灰色 多 良好 6/12

0303 B区6層� 9Y54 横瓶 灰白色 少 少 良好

B区6層X79Y55 杯 B 117 灰白色 少 良好 0/12 焼歪み・内溶着

0305 B区6層X79Y55 杯 B 灰色 少 少 良好

B区6層X79Y55 蓋 淡責色 少 少 不良

B区6層X811Y51 横瓶 130 灰色 少 良好

B区7層No.30 甕 44.8 貢灰色 少 良好 1/12

0309 B区7層No 48 甕 09 灰 色 少 良好

B区7層No 60 甕 灰白色 少 良好 土師還元焼成

B区7層No 74 鉢 (16.0 灰褐色 少 良 遠元焼成、片口

B区7層No 80 蓋 16.6 黄灰色 少 良好

B区7層No 83 杯 A 灰白色 少 良好 2/12

0314 B区7層No 88 蓋 14.5 暗灰色 少 良好 ヘラ、完形

0315 B区7層No.88 甕 el.3) 04.2) 黄灰色 少 良 1/

B区7層No 91 杯 A 浅黄橙色 少 少 不良 2/ 2/12

B区7層No 92 鉢 仄色 少 良好

B tta7層 X86Y51 壷 (1421 (128) 明灰色 多 良好 1/ 内釉、窯糞

B tt a7層X86Y54 杯 B 褐仄色 灰色 多 良好 1/ 6/12

B tt a、 b(21層 )No 17 杯 152 嗜灰責色 少 少 良好 ヘラ完形歪み

B tt a、 bNo 7 杯 B 128 灰白色 少 少 良好 2/12

B tt a、 もNo 31 杯 A 13.0 灰白色 少 少 不良 7/12 ヘラ亀裂

B tt a― bギルトNo 46 長頸重 144) 灰白色 良好

0324 B tt a‐ bギルトNo 52 横瓶 l■2 灰色 少 良好

B tt a‐ bギルト2層 小壷 黄灰色 多 良好 ミニチュア

0326 B tt a‐ bギルト下層No 14 杯 A 肌色 少 多 不良

0327 B tt a‐ bギルト下層No.19 杯 B 青灰色 少 良好 空気入

0328 B tt a― bギルト下層No.21 杯 A 灰褐色 少 不良

B tt a― bギルト下層No.24 杯 B 鈍肌色 少 不良 生焼、内ヘラ

B tt b6層X82卜54 杯 A 灰責色 少 良

Btt b6層�B4准64 甕 灰色 少 良好

B tt c 123層 奏 16.2 灰白色 少 少 良好

B tt c 52、 ■8層 短顕重 灰色 少 良好

B tt c 88層 123層No9 杯 A 灰白色 多 少 良好

B tt c 88層 123層No 94 杯 A 灰白色 少 少 良好

B tt S D01灰 a No4 杯 B 黄灰色 多 良 12/12 亀裂、完形

0337 B ttSKl13No 14 壷 灰色 少 少 良好 8/21

B ttSK03下層No] 高杯A 赤褐色 少 少 良好 8/21 焼歪み

B ttSK03下層No6 杯 A 灰色 少 多 良好 0/12 2/1涯

B ttSK03下層No9 杯 A 灰白色 少 少 良好 6/12

B ttSK03下層No 12 重 132 25.9 灰色 少 良好

B ttSK04下層 杯 B 鈍い黄橙色 多 良
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須恵器観察表 (7)
最 最小径

番号 出土位置 器種 ① ② ③ ④ ⑤ 外色 内色 礫 砂 焼成 口遺 底遺 その他

0343 B ttSK07No 38 覆 20.2 仄白色 少 少 良好

B ttSK07No 90 蓋 灰白色 少 多 良好

0345 B ttSK09上層No.83 蓋 褐灰色 少 少 良好

B ttSK09上層No 84 杯 A 浅黄橙色 少 多 良好 12/1,

0347 B ttSK09上層No■ 2 甕 灰白色 少 少 良好

0348 B ttSK09上層No l19 狭口重 灰色 多 良好

B ttSK09上層No 124 蓋 灰色 少 良好 つまみ接続部

0350 B ttSK09上層133、 143 狭口重 248 灰色 少 良好

0351 B ttSK09上層133、 143 鍋
東
凝留毯
る

少 少 良好

0352 B ttSKl19中 層No.33 t7・ A 黄灰色 少 不良 12/12

0353 B ttSK09中層No 30 蓋 仄色 多 良好

0354 B区試 03b上層 蓋 灰白色 少 少
r良
好

0355 B ttSX03 b上層 蓋 仄色 少 多 良好 環状摘み

0356 B区Ⅸ 03b上層 杯 B (135) 灰責色 多 良好 7/12

0357 B ttSX03 b上層 杯 B (12.9) 灰褐色 多 良 7/12

0358 B区嵌 03b上層 横瓶 (10.2) (801 灰色 多 良好 外自然釉

0359 B ttSX03 b上層 甕 灰白色 少 少 良好

B区餅Ю3上層 壷 黄橙色 少 良

B ttSX03No 9 杯 B 灰白色 少 良

0362 B ttSK04 a上 層 杯 A 灰 色 少 良好 5/12

0363 B ttSX06 X83Y48 高杯 赤褐色 少 良好

0364 B区906� 3Y48 仏 鉢 灰色 少 良好

0365 B EESX06 X84Y 50 杯 C 灰色 少 少 良好 5/12

0366 B区908No2 杯 B 淡い黄灰色 少 少 良好 6/1Z ペラ

0367 B ttSX08No 13 杯 B 責灰色 少 良好 4/1乏

0368 B ttSX10中 層 杯 B 仄色 少 良好

0369 B tt SX12 X80Y-49 蓋 灰色 少 良好 0/12

B ttS(13No.14 杯 B 灰色 少 少 良好 7/12

B ttα 43No.15 杯 B 黄灰色 少 少 良好

B ttSX14No 2 杯 A 128 灰白色 少 少 良好

B区Ⅸ 14No 8 杯 A 灰色 少 良好 12/12 12/1, ほぼ完形

B ttSX15No 13 甕 16.7 灰褐色 多 多 良好

B区謀 19No l 蓋 灰白色 多 多 良好 12/12 12/1ラ

0376 B区団91No.5 杯 A 102 灰色 多 良好 12/12 12/1, ほぼ完形・亀裂

0377 B ttSX21No.7 横瓶 (109 灰黄色 多 良好 10/12

B区灰 c13・ 14層 蓋 灰白色 少 良好 環状摘み

B区灰c88。 123層No.24 杯 B 淡黄色 少 少 良好

B区灰 c88・ 123層No.98 蓋 仄白色 少 少 良好

B区灰 c88123層 蓋 (15,41 灰色 多 良好 ヘラ

B区灰 c88■ 23層 甕 (20.4) (20① 仄色 少 良好

B区灰 c123層 蓋 黄仄色 多 良好 X771■ 51、 ヘラ

B ttX7盈■52Z15959 甑 16.8 灰白色 多 3/12

0385 B ttX77卜 52Z15959 円面硯 責灰色 少 良好 0/12 方形透 し勲 ヶ所

0386 B ttX79卜 59Z15.870 甕 黄灰色 少 少 良好

0387 B ttX79Y‐56Z16.561 甕 179 暗灰色 多 良好 ヘラ、土師還元

B ttX80Y 45Z16.210 杯 仄 色 多 良好 [2/12 ヘラ、小型

B EIX801■54Z15,984 少 良好 3/12

B ttX81Y望 5Z16.087 仏鉢 暗灰色 灰色 少 良好

B ttX82卜 52Z16.055 壷蓋 少 良好 4/12

B ttX8別■52Z16.159 豆頸球胴霊 少 少 良好

B EEX841■55Z15,795 小鉢 黄灰色 少 少 良好 2/12 ミユチュア

B EEX851■52Z15,772 円面硯 (19.8) 灰褐色 少 良 2/12 円形他穿孔

B ttX8盈■51Z15789 槽形鉢 15.2 灰色 少 良好

B ttX87卜51Z15789 小形鉢 (3.2) 灰色 少 良好

①:口径 ②:底径 ③:器高 ④胡Π部最大径 ⑤:頸部

-86-



須恵器観察表 (8)
①:口径 ②:底径 ③:器高 ④胡同部最大径 ⑤:頸部最小径  (crYll

番号 出土位置 器種 ① ② ③ ④ ⑤ 外色 内色 礫 砂 焼成 口遺 底遺 その他

0397 C区52層 No2 蓋 灰黄色 石 多 良好 空気入

C区 52層 No2 杯 A 黄灰色 多 不良 7/12 生焼け

C区 52層 No2 杯 B 灰 色 多 良好 7/12

0400 C区52層 No.6 蓋 褐色 少 良 5/12

0401 C区52層 No 15 鉢 i35,61 (3341 灰責色 多 良好 上師器還元

0402 C区52層 No.15 横瓶 (12.5) (100 灰色 少 良好 自然釉、窯糞

C区52層 No.17 甕 (199) (18.り 灰褐色 少 良好

C区 52層 No.21 仏鉢 灰黄色 少 多 不良

C区 52層 No.28 杯B(大) (165) 灰色 少 良好

C区52層 No.39 鍋形鉢 357 灰白色 少 良好

C区52層 No 56 水瓶 黄灰色 多 良好 頚部で計測

C区52層 No 57 杯 B 灰黄色 少 良好 内面剥離

C区52層 杯 B ,0 灰色 少 多 良好

C区 88・ 89層X7氣47 杯 B 灰色 少 良好

C区 88・ 89層X74Y望7 杯 A ブ色 多 良好

C区88・ 89層X75Y望7 杯 A 130 灰色 多 良好

C区88 89層 X75Y47 杯 A 120 灰色 少 良好

0414 C区 88・ 89層X75半47 杯 A 130 灰オリーブ色 多 良好 ヘラ

0415 C区 88・ 89層X75羊47 杯 A 127 灰色 少 少 良好 ヘラ

C区 88・ 89層X75Y整7 杯 B 灰白色 少 多 良好 5/1を

C区 88・ 89層No 34 杯 B 132 浅黄橙色 多 少 不良 6/1,

C区 88・ 89層No 34 鉢 308 289 灰白色 少 良好

C区 88・ 89層No.34 鍋形鉢 261 258 黄淡留2る 少 良好

0420 C区88層 杯 B 13.6 灰オリーブ色 多 良好

C区88層 X73Y50 杯 B 灰色 多 良好

0422 C区88層 X74Y49 杯 B 灰白色 多 少 良好

C区88層 X74Y49 杯 B 少 良好 7/12 6/1,

0424 C区88層No 24 蓋 灰色 多 多 良好 12/12 2/12

C区90層 杯 A 2ω 灰黄色 多 良好 3/12 内ヘラ

0426 C区 90層No 33 杯 A 灰 色 多 良好

0427 C区92層 X7か■50 杯 A 灰 色 少 良好 5/12

0428 C区92層 X73Y48 杯 A 黄灰色 少 多 良好 5/12

0429 C区92層 X7よ式9 杯 A 灰白色 少 不良 5/12

0430 C区92層 �説生50 杯 A 灰白色 少 良 2/12

0431 C区92層 X73Y50 杯 A 灰白色 多 良好 5/12

0432 C区92層 X73Y49 杯 B 淡責色 少 少 良好 4/12

0433 C区92層 X73卜50 杯 B 灰色 少 良好

0434 C区 92層 X7説■50 杯 B 灰色 少 少 良 1/1

0435 C区92層 X73Y50 杯 B 168 灰色 少 良好 1/12

0436 C区92層 X73Y50 杯蓋 灰白色 少 多 良好 2/1を

0437 C ttSK01 1 2層 蓋 灰色 灰褐色 少 良 頂部二重沈線

0438 C ttSK01 2層責色±8 林 A 浅黄橙色 少 不良

0439 C ttSK01 2層黄色±10 杯 A 浅黄橙色 少 不良 12/12 完形亀裂

0440 C ttSK01 2層 責色土H 杯 A 浅責橙色 少 不良 12/12

C ttSKl11 2層 黄色±13 杯 A 浅責橙色 少 不良 12/12 完形亀裂

0442 C ttSK01 2層 黄色±14 杯 A 浅責橙色 少 不良 4/12

0443 C ttSK01 2層黄色±20 杯 B 浅責橙色 少 不良 亀裂

0444 C ttSK01 2層黄色±21 杯 A 浅黄橙色 少 不良 2/1を

0445 C ttSK01 2層責色±22 杯 浅黄橙色 少 不良 6/1を

0446 C ttSK01 2層責色±25 杯 B 139 鈍い黄橙色 少 不良 5/1を

C ttSK01 45層 杯 B 淡灰責色 少 少 不良 6/1' X671■ 52  ヘラ

0448 C ttSK01 45層 No3 狭口重 22.0 121 灰色 少 少 良好

0449 C ttSK01 45層 No5 杯 B 淡黄色 少 少 不良

C ttSK01 45層 No.42 杯 A 灰白色 少 少 良好

C ttSK01 45層 No.42 杯 A 灰白色 少 不 良

0452 C ttSK01 45層 No.49 杯 B 152 灰色 灰白色 多 良

C ttSK01 45層 No 58 杯 B 156 灰色 少 多 良
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須恵器観察表 (9)
①:日径 ②:底径 ③:器高 ④胡同部最大径 ⑤:頸部最小径  (cmj

番号 出上位置 器種 ① ② ③ ④ ⑤ 外色 内色 礫 砂 焼成 口遺 底遺 その他

0454 C ttSK01 45層 No 77 杯 A 灰色 少 少 良好 3 4/12 亀裂

C ttSK01 45層 No 79 甕 (20の (193) 灰褐色 少 良好 外自然釉

0456 C ttSK01 45層 No 85 槽形鉢 22.6 灰白色 黄灰色 少 良好 1 底部溶着亀裂

C ttSK01 175層 No5 槽形鉢 201 灰色 淡黄色 多 不良 6

0458 C ttSK01 175層 No 25 杯 A 灰白色 多 多 良好 4 2/12

0459 C ttSK01 175層 No 29 杯 A 黄仄色 少 多 良好 2/12

C ttSK01 175層 No 29 杯 B 黄仄色 少 少 良好 7/12

C ttSK01 175層 No 33 杯 A 仄黄色 少 不良 4 3/12

C ttSK01 175層 No.37 杯 A 灰白色 少 少 不良 7 2/12 亀裂

C ttSK01 175層 No.43 槽形鉢 130.0) (10.5) 女仄色 多 良好

0464 C ttSK01 175層 No.44 杯 B 灰色 多 多 良好 2/12 ほぼ完形・亀裂

C ttSK01中 層No.4 杯 A 灰白色 多 良好 2/12 ほぼ完形亀裂

0466 C ttSK01中 層No.10 短頸球胴壷 灰色 少 良好 0/12

0467 C ttSK01中 層No.17 杯 B 灰白色 少 少 良好 12/12

C ttSK01中 層No.24 杯 B 152 灰色 少 良好 5/12

C ttSK01中 層No 28 狭口壼 灰色 多 良好 7/12

C ttSK01中 層No.71 壷蓋 灰色 少 良好 8/12 空気入り溶着

C ttSK01中 層X67卜49 土管 125 灰白色 少 少 里好 3/12

C ttSK01下層No8 鉢 297 284 灰白色 灰白色 少 少 良好

C ttSK01下層No 13 括れ鉢 288 灰白色 多 多 良好

0474 C ttSK01 a黒色土 杯 A 灰 色 少 少 良好 12/1笠 12/12 亀裂

0475 C ttSK01黄色土層20 杯 B 灰色 少 少 良好 12/12 亀裂

0476 C ttSK01黄色土層40 壷蓋 鈍い橙色 少 少 良好

0477 C ttSK09 50層 No3 蓋 責灰色 少 良好 12/1ι 12/12 完形亀裂

C ttSK09 50層 No6 小形重 灰色 多 不良 12/1ウ 12/12 ミニチュア完形

C ttSK09 50層 No 14 鉢 灰責色 多 良好 仏器模倣

0480 C ttSK09 50層 No 17 杯 A 褐灰色 多 良 12/1を 完形・亀裂

C ttSK09 50層 No 31 杯 A 鈍い橙色 少 少 不良 亀裂

0482 C ttSK09 50層 No 35 杯 A 灰白色 多 多 良好 ヘラ亀裂

0483 C ttSK09 50層 No 36 杯 B 灰白色 多 良好

0484 C ttSK09 50層 No 39 横瓶 灰色 少 少 良好 10/1ち

0485 C ttSK09 50層 No 43 杯 A 聴い黄橙色 少 少 良好 7/ 亀裂

0486 C ttSK09 50層 No 48 杯 B 灰白色 少 少 良好

0487 C ttSK09 50層 No 50 杯 B 灰色 多 良好

0488 C ttSK09 50層 No 71 杯 B 責灰色 少 少 良好 11/1' 空気入

C ttSK09 50層 No 76 杯 B 灰白色 少 少 良 12/1と 完形・亀裂

C ttSK09 50層 No 87 杯 A 灰白色 多 多 良好

C ttSK09 50層 No.87 杯 B 灰色 少 良好 12/1, 完形亀裂

0492 C ttSK09 50層 No 90 甕 95の (18.① 責灰色 良好

C ttSK09 50層 No 91 杯 A 鈍い黄橙色 少 多 良好 12/1, 12/1乏 ほぼ完形亀裂

C ttSK09上層X71卜52 仏鉢 灰黄色 少 良好

0495 C区OЮ 土器溜Nol 広口壷 (146) ?41 黄灰色 良好 88月雪

0496 c ttSX0 土器溜No2 杯 B 灰色 灰白色 少 良好 5/

C区9⑩ 土器溜No3 杯 B 灰白色 少 多 良好

C区9⑬ 土器溜No5 杯 A 灰白色 少 良好 5/1' 空気入り

C ttD⑬ 土器溜No9 杯 A 灰白色 少 不良 5/1ウ

C ttSX0 土器溜No 10 杯 A 灰白色 少 良好

C ttD⑬ 土器溜No■ 杯 A 黄灰色 少 良好

C ttDO 下層No4ユ 杯 B 鈍い橙色 少 少 良好 1/1ウ 亀裂

C区黄色土上No 20 杯 A 灰白色 少 少 良好

C区黄色土上No 73 甕 口 (220) (198) 青灰色 少 良好

0505 C区灰①Nol 杯 A 責灰色 少 少 良好 1/1と 12/1を

0506 C区灰①No3 杯 A 灰褐色 少 少 良好 1/1と 12/1を

C区灰①No4 杯 B 責灰色 少 良好 12/1を 口縁端部打欠

0508 C区灰①Noll 蓋 責灰色 少 良好

C区灰①No 17 短頸球胴壷 褐灰色 少 良

0510 C区灰①No.24 蓋 灰色 灰白色 少 良好 12/1を 摘み無し
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須恵器観察表 1401
①:口径 ②:底径 ③:器高 ④胡同部最大径 ⑤:頸部最小径  ⑬n

番号 出土位置 器種 ① ② ⑥ ④ ⑤ 外色 内色 礫 砂 焼成 口遺 底遺 その他

C区灰①No.27 杯 B 黄灰色 少 良好 6/1を

2 C ttX7歩望6Z16028 蓋 鈍い褐色 少 少 良好

3 C tt X72と 52Z16236 蓋 15.2 淡褐灰色 少 良好 12/12 ほぼ完形

4 Ctt X2と52Z16.236 杯 B 灰色 少 少 良好 11/12 亀裂

5 C tt X7♂V■44Z15964 皿 B 177 灰色 少 良好 2/1ウ

C tt X74Y 44Z15 957 鍋形鉢 (370) (340) 暗灰褐色 多 多 良 2/12

C優こX741■ 50Z16040 甕 18.5 仄 色 少 少 良好 2/12 土師還元

0518 C tt X74Y 50Z16.040 甕 灰色 少 良好 土師還元

D区 号No] 杯 灰色 少 少 良好

0520 D区 号No.1 杯 A 白灰色 少 少 良好 2/12

D区 号No.2 杯 B 灰白色 少 良好 4/12

0522 D区 号No.2 杯 B 灰 色 少 良好 2/12 焼歪み

0523 D区 号No4 杯 灰白色 少 良好

D区 号No4 杯 灰白色 少 少 良好

0525 D区 号No4 杯 A 灰色 少 少 良好 亀裂

0526 D区 号No.10 杯 B 灰白色 少 少 良好

D区 号No.10 杯 B 12.8 灰色 少 良好

0528 D区 号No.11 杯 A 灰色 少 良好 12/12

0529 D区 号No 15 杯 A 灰白色 少 良好

0580 D区 号No.16 杯 A 白灰色 少 少 良好 7/12

D区 号No.19 蓋 灰白色 少 良

D区 号No.24 杯 B 灰白色 少 良 6/12

0533 D区 号No.26 杯 A 灰色 多 良好 6/12

D区 号No.31 杯 A 灰褐色 少 良

0535 D区 号No.33 杯 B 灰色 多 良好

D区 号No.36 杯 B 灰白色 少 少 不良 2/1' 1/1を

0537 D区 号No.36 杯 B 128 灰白色 少 少 良好 3/12

0538 D区 号No.37 杯 B 黄灰色 少 良好 3/12

D区 号No,43 杯 A リーブ灰色 少 少 良好

D区 号No.44 杯 B 138 灰色 少 少 良好 2/12 12/12

D区 号No.48 杯 B 灰色 少 良好

D区 号No 49 51の下 杯 灰白色 少 良好

0543 D区 号No 49 51の下 杯 A 灰白色 少 少 不良

D区 号実104 杯 B (10,9) 灰色 多 良好

D区 号実106 杯 A (13.7) 灰色 少 良好 窯糞、焼き歪

D区 号実108 杯 B (139) 灰色 少 良好

0547 D区 号 実 4 杯 A (130) 黄灰色 少 不 良 3/12 生焼け

D区 号 実 5 蓋 (14.0) 暗灰色 少 良好

D区 号 実 7 蓋 淡黄褐色 少 不 良 2/12 生焼け、完形

D区 号実 8 蓋 153 淡黄灰色 褐色 少 不良 生焼け

D区 号実122 甕 (420) 暗灰色 灰色 少 良好

D区 号実 130 蓋 (139) 灰色 少 良好

0553 D区 号実139 杯 A (12.5) (7.2) 青灰色 少 良好 6/12 内ヘラ、焼き歪

D区 号実141 杯 B (13.6) 灰色 少 良好

0555 D区 号実155 甕 (350) (28.2) 黄灰色 灰色 少 良好

0556 D区 号実158 蓋 142 灰色 少 良好

0557 D区 号実 166 高杯B ;缶 少 良好 脚部透し3コ

D区 号実 170 蓋 イ者 少 良好

0559 D区 号実 175 蓋 137 褐色 灰色 少 良好 12/1Z 完形

D区 号実29 長頸重 灰色 少 良好

D区 号実32 tThA 331 青灰色 少 良好 亀裂、歪

0562 D区 号実52 杯 B 責褐色 少 不良 6/1Z 生焼け

D区 号実53 杯 B ■Ol 灰黄色 少 良 5/1Z

0564 D区 号実61 杯 B 褐灰色 少 良 5/12

0565 D区 号実62 杯 B 褐灰色 少 良好 12/12 12/1Z 亀裂、完形

0566 D区 号実65 杯 B (6.6) 褐黄色 少 良 6/12

0567 D区 号実67 蓋 灰黄色 少 良好 9/12

-89-



須恵器観察表 11)
①:日径 ②:底径 ③:器高 ④胡同部最大径 ⑤:頸部最小径  (cm)

番号 出上位置 器種 ① ② ③ ① ⑤ 外色 内色 礫 砂 焼成 口遺 底 遺 その他

0568 D区 1号実68 甕 (161) 灰色 少 良好 自然釉、剥離

0569 D区 1号実69 杯 B (70) 灰黄色 少 不良 6/12

0570 D区 1号実83 杯 B 灰黄色 少 良 12/12

0571 D区 1号実89 杯 B 灰色 少 良好 6/12

0572 D区 1号実9 蓋 黄灰色 少 良 焼き歪

0573 D区 1号実90 杯 B 灰色 少 良好

0574 D区 1号実97 杯 B (63) 灰色 部分褐灰t 少 良 6/12

0575 D区 1号実99 杯 B (82) 灰黄色 多 不良

0576 D区 1号灰 a 層 杯 B 灰黄色 多 不良 9/12

0577 D区 1号灰 a 層 横瓶 灰色 少 良好 内外釉、焼台転用

0578 D区 1号灰 a127層 杯 A (133) (86) 責灰色 多 良

0579 D区 1号灰 a127層 杯 A (132) 責灰色 少 不良

D区 1号灰 a127層 短頸壼 灰色 少 良好 外自然釉

D区 1号灰 a127層 壷 褐灰色 少 良好

0582 D区 1号灰 a上面 横瓶 (104) (75) 灰色 少 良好

0583 D区 1号灰 c127層下層 杯 C 灰色 少 良好

D区 1号灰 c127層下層 杯 B 灰自色 少 少 良 2/12

D区 1号灰 cl層 杯 A 褐灰色 少 不良 生焼け

D区 1号灰 c5層 杯 A 鈍責灰色 少 多 不良 2/12

D区 1号上面X70と60 甕 灰白色 少 少 良好 1/1を

0588 D区3号 132層No 181 杯 A 灰色 少 少 良好 12/1ウ 2/12

0589 D区3号 a132層 No 198 甑 黄灰白色 少 良好

D区3号 a c灰層No.26 杯 B 灰白色 少 少 良

D区3号 c外灰144層 杯 A 灰色 少 少 良好

0592 D区3号 d黒色土中層 杯 C 灰白色 少 不 良

D区3号黒色土中層23 蓋 灰 色 多 少 良好

D区3号黒色土中層6ユ 蓋 灰白色 少 少 良好

0595 D区3号灰 d下層 壷蓋 灰色 少 良好

0596 D区 5層 X65半56 杯 A 灰白色 少 良好

D区45層X66Y52 杯 A 灰白色 少 多 良好

0598 D区45層X67准54 甕 H7 灰白色 少 良好

0599 D区45層Xg子54 重 蓋 灰黄色 灰黄色 多 良好

D区45層 No 3 訊 299 黄白色 少 多 良

D区45層No4 杯 B 暗灰黄色 少 良好

D区45層 No 28 杯 A 黄灰色 少 良好 2/1笠

D区45層上層X68Y53 蓋 鈍灰褐色 多 多 不良 7/12

D区45層上層X68子53 杯 A 127 褐灰色 少 不良 2/1ウ

D区45層上層X68153 杯 A 褐灰色 多 不良 7/12

D区45層上層X68と53 杯 A 灰褐色 少 不良 5/1ウ

D区45層上層X68と53 霊 (133) (246) (X31) 灰掲色 少 良 口縁歪

D区45層上層X68Y56 蓋 灰色 少 良好

D区45層上層X68Y56 杯 A 灰褐色 灰色 少 良好 7/12 ヘラ、焼き歪

D区45層上層踊 9Y54 蓋 青灰色 多 良好 11/12 焼き歪

D区45層中層 杯 A 8 灰黄色 多 良好

0612 D区45層 蓋 灰褐色 少 良好 ヘラ、焼き歪

D区45層 杯 A 灰責色 多 良好

D区45層 蓋 褐灰色 少 良 ヘラ

0615 D区52層 円面硯 166 暗灰色 灰色 少 良好 円形透かし

D区70層 蓋 褐灰色 少 不良 生焼

D区70層S D01下 層21 杯 B 灰 色 少 良好 ヘラ

D区70層S D01下 層41 蓋 31 灰白色 少 少 良好

D区70層S D01下 層69 杯 A 灰白色 少 良好 ヘラ

D区70層S D01下 層73 蓋 灰白色 少 少 良好 5/1,

D区70層SDOIT層 83 杯 B 灰 色 少 良好

0622 D区70層SD01下層83 杯 B 灰白色 少 少 良好

D区70層SD 下層 157 杯 A 灰白色 少 少 不良 12/1を 12/12

0624 D区 116層X69Y56 杯 A 東
校留2る 少 少 不良 12/1を
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D ttSIC09 178層 杯 152 褐灰色 灰色 少 良好 X69Y54

D ttSKl19 178層 杯 B 122 灰色 多 良好 2/1' X691t54

0627 D ttSK09 178層 杯 B 灰色 少 多 良好

0628 D ttSK09 53層 No 101 小型重 多 良好

0629 D区西壁1層刈 3と59 杯 B 128 灰色 少 多 良好 12/12 焼き歪

0630 D区西壁1層X63と60 皿 灰白色 多 良好

D区西壁1層X65と59 杯 A 121 仄白色 少 少 良好

D区西壁1層 No 23 杯 B (123) 灰黄色 少 良好 3/12

0633 D区西壁1層No 158 蓋 152 灰色 灰褐色 多 良好 2/12 亀裂

0634 D区西壁1層No.160 杯 A 掲灰色 少 少 良

D区西壁1層 No 171 杯 B 暗灰色 多 良好 外釉

D区西壁2層 杯 B 灰色 少 良好

0637 D区西壁2層No 15 蓋 灰白色 少 少 不良 3/12

D区西壁2層No.41 鉢 (4481 (332) 灰色 多 良好

D区西壁3層No2 杯 A 灰色 少 良好

D区西壁3層No 34 杯 B 灰褐色 多 良好 9/12 溶着

D区西壁3層No 59 蓋 灰色 少 少 良好 6/1を ヘラ

0642 D区西壁3層No 60 杯 B 黄灰色 多 良好

D区西壁3層No 61 杯 A 鈍い橙色 少 良

D区西壁3層No,73 杯 A 灰白色 少 不良 2/12

D区西壁3層下部No 22 甕 灰色 少 良好

D区西壁3層下部No.3 甕 (214) 灰 色 多 良好 口縁釉、窯糞

D区西壁3層下部No6 甕 (544) 褐灰色 少 少 良 波状紋

D区西壁3層下部No6 甕 (470 鈍黄橙色 少 少 不良

D区西壁3層下部No 10 杯 灰白色 少 少 不良 体部沈潜有

0650 D区西壁3層下部No.16 杯 A 灰白色 少 少 不良 ほぼ完形亀裂

0651 D区西壁3層下部No.29 杯 A 浅黄橙色 少 少 良好

D区西壁3層下部No 30 蓋 灰責色 少 良好

D区西壁3層下部No 31 甕 灰色 少 良好 晴灰色口縁

D区西壁3層下部No 34 杯 A 灰色 少 少 良好 2/1ち 完形亀裂

D区西壁3層下部No.34 蓋 灰白色 少 少 良好

0656 D区西壁3層下部No 38 杯 A 淡黄色 少 少 不良 2/12

D区西壁3層下部No 51 杯 A 灰色 少 良好 2/12 完形亀裂

D区西壁3層下部No 88 杯 B 鈍い黄橙色 少 多 良好 2/12 完形亀裂

0659 D区灰145層No 158 重 灰色 少 良好

0660 D区灰 a152層X67卜58 杯 A 淡黄色 少 不良 6/12

D区灰 a152層ラ皓盈■58 杯 B 灰白色 灰白色 多 良好

0662 D区灰 a152層 X68Y60 杯 C 灰白色 少 不良 杯 C

0663 D区灰 a152層 X留子59 蓋 灰白色 多 良好

D区灰 a152層X68と60 蓋 灰白色 少 良好 2/1を

0665 D区灰a覧52層Xg子 59 壷 灰色 灰色 少 良好

0666 D区灰 a3号 17～ 19層 重蓋 灰 色 灰色 少 少 穿孔、外自然釉

0667 D区灰 a 15層 蓋 灰色 褐色 小石 少 不良 4/1を � 31■60

D区灰 a 144層 高杯A 赤褐色 少 少 良好 6/1'

0669 D区灰 a ギルト55層 杯 A 褐灰色 少 少 不良 生 焼

D区灰 a へ
｀
ルト55層 杯 B 灰色 少 良好 体部に稜あり

0671 D区灰 a へ
｀
ルト55層 杯 B 褐灰色 灰 色 少 少 良 7/12 7/1'

D区灰 a へ
｀
ルト55'習 蓋 灰黄色 少 良

D区灰 a ヘルト55)習 甕 (23.6) 灰色 少 良好

D区灰 a上層No.16 甕 e60) o66) 暗灰色 少 良好

0675 D区灰 a上層No 28 杯 B 132 黄灰色 少 少 良好 5/12 6/12 142娠雪

D区灰 a上層No 29 蓋 黄白色 少 良好 8/12 142層

0677 D区灰 a上層No 35 杯 B 仄白色 少 良好 3/12 灰 d63層

D区灰 a上層No 36 杯 A 灰白色 少 少 不良
'天

d63)習

0679 D区灰 a上層No 39 蓋 灰白色 少 少 良好
'天

d63)薯

D区灰 a粘土層上部6 蓋 灰色 少 多 良 亀裂

D区灰 a粘土層上部2 杯 B 灰白色 多 良好
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0682 D区灰 a粘土層上部3 杯 B 灰白色 多 良好

0683 D区灰 b132層� 9准59 杯 C 暗灰色 少 良好

0684 D区灰 c63層 杯 A 灰色 少 少 良好

0685 D区灰 c63層 狭口壷 暗灰色 灰褐色 少 少 良好 内一部釉

0686 D区灰 d144層 No 94 杯 A 灰白色 多 少 良好 12/12 完形亀裂

0687 D区灰 d53層 杯 A 灰色 少 良好 表裏ヘラ

0688 D区灰 d53層 平瓶 灰色 少 良好 12/12 口縁部のみ

0689 D区灰 e a_fギルト13層 杯 A (8.6) 仄責色 多 良 5/12 5/1を

0690 D区灰 e126層 杯 B 灰色 多 良好 4/1を

0691 D区灰 e中層No.158 杯 A 仄白色 少 少 不良 10/1を

0692 D区灰f138層�4Y55 蓋 褐灰色 少 多 不良 2/12

0693 D区灰 f138層X64Y55 杯 B (13.4) 鈍肌色 少 不良 5/12 12/1を 生 焼

0694 D区灰 f138層X64Y56 杯 B 灰白色 少 良 3/12 3/1を

0695 D区灰 f138層� 5と56 杯 A 灰色 少 良好 3/12

0696 D区灰f138層み笛「DY 56 杯 A 灰白色 少 少 不良 2/1,

0697 D区灰 39層X63Y58 蓋 灰白色 少 少 不良

0698 D区灰 39月∃X631t58 蓋 12,2 灰 色 少 良好

0699 D区灰 39層X63准58 杯 B 灰白色 少 少 良好

D区灰 39月∃X641t56 壷 灰色 多 良好

D区灰 39'習メ笛41■56 杯 B 灰白色 少 少 良好

0702 D区灰 39'膏 X641■ 56 杯 A 122 灰白色 少 不良

0703 D区灰 39層X65卜56 杯 B 13,3 灰白色 少 少 良好

D区仄 39'膏 X651■ 58 蓋 灰白色 少 良好

0705 D区灰 39層No.13 杯 B 192) 灰黄色 少 不良

D区仄 39"雷 No.14 杯 A (13.71 (1071 灰色 少 良好

0707 D区灰 39層No.14 甕 (238) (22.5) 仄 色 少 良好

D区灰 39層No.16 長頸瓶 青灰色 少 良好

D区灰 39層No.18 杯 B (102J 黄灰色 少 不良 生 焼

D区灰 39層 No 20 甕 (220) 灰色 多 良好 国内外釉

D区灰 39層No.37 水瓶 黄灰色 少 不良

0712 D区灰 39層 No.54 杯 B 160 黄灰色 少 少 良好 SD01下層

0713 D区灰 39層 No.56 17NA 130 灰白色 少 少 良好

D区灰 39層 No.57 横瓶 19,0) 暗灰色 多 良好 国内外釉

D区灰 44層X65子58 蓋 鈍い橙色 鈍い橙色 少 良好 環状摘み、突帯

D区灰 下層No.ユ 短頸壷 102 灰黄色釉 灰白色 少 良好 溶着

0717 D区灰 下層No5 杯 A 灰色 少 少 良好

D区灰 最下層No7 杯蓋 156 鈍い黄橙色 少 少 良好 内面砂溶着

D区灰 最下層No9 杯 B 灰白色 少 良好

D区灰 最下層No 10 杯 B 黄仄色 灰白色 少 良

D区灰 最下層No ll 杯 A 仄白色 多 多 良好

D区灰 最下層No 12 甕 189 199 17.7 灰 色 黄灰色 少 良好 土師還元

D区灰 f最下層No 13 甕 36.2 灰色 少 良好

D区灰 f最下層No.20 狭口壼 暗緑色 黄灰色 少 良好 空気入、自然釉

0725 D区灰 f最下層No 21 杯 B 法責色 少 不良 2/12

D区灰 g48層 X69Y55 杯 A 灰色 少 少 里好

0727 D区灰 g70層 X68Y57 壷蓋 灰色 少 良 穿孔

D区灰 g■ 5層X69卜55 小型重 上部灰色 底黄白色 少 不良 「図」のヘラ文字

D区灰 g139層 X67卜57 杯 C 暗灰色 少 良好 1/

D区灰 g144層 X66Y55 杯 A (12.5) 仄色 多 少 良好 1/ 意図的割

D区灰 g144146層 杯 B (1■9) 仄色 少 良好 6/12 X6N 5ヽ

0732 D区灰 g144146層 蓋 (162) 褐灰色 少 良好 X66Y55

D区灰 g150層 X70羊55 杯 A 138 浅橙色 少 不良 7/12

0734 D区仄 g150層 X711Y56 蓋 158 灰白色 少 良好

0735 D区灰 g150層 X711Y56 甕 (182) 灰色 少 良好

D区灰 g― f150層 甕 (162) 灰色 少 良好 X68Y55

0737 D区灰 g― fへ
｀
ルト138層 蓋 (15.6) 暗仄色 少 良好 1/ X671■ 55

D区灰 g― fへ
｀
ルト138層 四耳壷 01の 灰色 少 良好 X671■ 55
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D区灰g-4ヾ ルト144層40 重 黄灰色 少 良好

D区灰 h13層 杯蓋 (861 灰色 少 少 良好 「恵□」のヘラ

D区灰 h13層 No.3 杯蓋 灰色 少 少 良好 焼歪み亀裂

D区灰 h13層 No,14 杯 A 灰白色 少 良好 4/12

D区灰 h13層 No.18 杯 B 灰白色 少 少 良好

D区灰 h156層 No 59 長胴壷 15.6 暗灰褐色 少 良

D区灰 h156層 No 67 横瓶 (13.の (9.5) 褐灰色 少 不 良

0746 D区灰 h156層 No.71 杯 A 灰白色 明褐灰色 少 少 不良

D区灰 h4層No ll 杯 A 鈍い橙色 少 少 良好 2/12 完形亀裂

0748 D区灰 h4層No 12 狭口童 灰色 少 良好 7/12

D区灰 h4層No 28 杯 B 灰白色 少 少 不良

0750 D区灰 h4層No 71 杯 B 灰色 多 多 良好 12/12

D区灰 h4層No.76 杯 B 責仄色 少 少 良好

0752 D区灰h4層 No 107 甕 (22.0) 灰色 多 良好

0753 D区灰 h4層No.121 蓋 淡黄色 少 少 不良

0754 D区仄h4層 No 140 甕 289 鈍い黄橙色 多 良好

0755 D区灰上4層No.165 杯 A 灰色 少 良好 亀裂

0756 D区灰 h中・下層 杯 C 灰責褐色 少 不良 X66〔も7

0757 D区灰 h西壁3層 浅甕 370 灰色 少 良好 X63Y60環状把手付

0758 D区灰 h西壁3層 甕 灰色 少 良好 X631■60 ヘラ

D区灰 h西壁3層 杯 C 灰褐色 少 多 不艮 X64Y61

D区灰htta frN｀ 13層 杯 B (13.8) 灰色 少 良好 7/12 X651■61

D区灰htta fA｀ 13層 蓋 票灰色 少 良好 X65子 61

0762 D区灰 45月∃�6Y53 杯 A 灰色 少 少 良好

0763 D区灰 45層X66153 杯 B 灰黄色 多 多 良好 7/12

D区灰 45層X66准53 広口壷 灰色 少 良 内外自然釉

0765 D区灰 144・  145月雪72 杯 B 灰白色 少 多 良好 2/12

0766 D区灰 144・  145月雪47 杯 A 7.7 灰褐色 少 少 良好 12/12

0767 D区灰 50月∃X691■ 54 杯 A 灰白色 少 多 不良 !2/12

0768 D区灰 No.1 長胴瓶 暗灰色 多 良好

0769 D区灰 中・下層 仏鉢 灰白色 少 不良 � 91■56

0770 D区灰 下層X66Y56 硯 灰 色 少 良好

077] D区灰 下層No.25 杯蓋 灰色 少 少 良好 ヘラ、焼歪み

0772 D区灰 下層No.28 平瓶 灰色 少 少 良好

D区灰1149層 No,20 杯蓋 灰白色 少 良好 穿孔

0774 D区仄1156層 X65卜59 杯 B 灰白色 少 少 良好

D区灰 中層No 68 杯 B 黄灰色 少 良好

0776 D区灰 中層No.69 杯 A 黄灰色 少 多 良好

0777 D区灰 中層No.111 杯 B 褐灰色 多 良好 空気入り

0778 D区灰 中層No 155 杯蓋 灰色 少 里好

D区灰 中層No,156 杯 B 灰白色 少 少 不良

0780 D区灰 中層No 157 杯 A 灰白色 少 少 不良 12/12 亀裂

D区灰 中層No.177 杯 A 黄灰色 少 良好

0782 D区灰 中層No.195 甕口 1473) 1415) 灰色 少 良好 外窯糞

0783 D区灰 中層No.241 杯蓋 灰色 少 少 良好

0784 D区灰 中層No.249 杯蓋 灰色 少 良好

0785 D区灰1下層X65羊58 杯 C 灰色 少 良好

0786 D区灰 下層No.31 蓋 暗灰色 少 良好

D区灰 下層No.31 蓋 暗灰色 少 良好

0788 D区灰 下層No31 横瓶 001 灰色 少 良好 自然Th

0789 D区灰 下層No,37 横瓶 灰色 少 良好 自然釉

0790 D区灰 下層No.41 長頸壺 灰色 少 良好

D区灰 下層No.43 杯 B 褐灰色 少 良好 ヘラ?

0792 D区灰 下層No.64 横瓶 (10動 (10動 灰色 少 良好 自然釉

0793 D区灰lNo.100 瓶 (149 167) 灰色 多 良好 口縁内外自然釉

D区灰mNo30 短頸壷 (10.0 (11り 灰色 少 良好

0795 D区灰m154層 No.4ユ 甕 67o 褐暗灰色 黒灰色 少 良好
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須恵器観察表 l151
①:口径 ②:底径 ③:器高 ④:胴部最大径 ③:頸部最小径  儘→

番号 出土位置 器種 ① ② ③ ④ ⑤ 外色 内色 礫 砂 焼成 口追 底遺 その他

D区灰 m154層No 42 横瓶 (90) 灰褐色 少 良好 内外釉、ワレ

0797 D区灰 m154層No 48 短頸球胴壺 灰黄色 少 良好 2/12 外釉、窯糞

D区灰m154層No 52 甕 1454) (333) 灰色 多 良 1/

D区灰m下層No 10 童蓋 103 灰色 灰色 少 良好

D区灰m下層No 39 杯 B 146 灰色 少 曼好 4

D EIX66Y 55Z16 229 杯 B 142 灰白色 少 少 良好 1

D ttX6狗■53Z16239 鍋形鉢 252 掲灰色 多 良好 1

D ttX68Y-53Z16258 高杯 灰色 少 良好 脚部沈線高杯Bか

DttX68Y‐ 57Z15900 壷 灰褐色 少 良好 ミニチュア

D ttX68Y 57黄 色土 杯 C 灰色 少 良好

D ttX70准 55Z16119 杯 C 黄灰色 少 不良 6/1'

0807 D区東断害じX72と53 杯 C 灰色 多 少 捜 好

D区東断割X72と53 蓋 灰色 多 少 良好 項部に突帯、二重沈線

D ttX73子57断割り 検瓶 (9.9) (86) 灰色 少 良好 自然釉、窯糞

X74154中 央断割り 甕 (157) (246) 灰色 」ヽ石 多 良好

1 X74準54中 央断割り 甕 灰色 良好 体部内面ヘラ

2 A区2号ギルト最下層7 杯 B 灰色 淡灰褐色 少 長 底部回転ヘラ削り

3 A区灰 e13層 槽形鉢 灰色 少 良好 杯B器形の特殊品

4 D区西壁灰層 杯 C 灰色 多 良好 2/12

5 D区灰h 156層 No 49 杯 B

6 D区灰1 149層 No 19 皿 A 172 淡黄灰色 多 不 良 底部回転ヘラ削り

(1 ①:日宿 ②:底径 ③:器高 ④:胴部最大径 ⑤i頸部最小径  (cml
番号 出土位置 器種 ① ② ③ ④ ⑤ 外色 内色 礫 砂 焼成 口遺 底遺 その他

A‐ Bギルト2層No 194 重 淡黄褐色 少 良好 穿孔 ニチュア

A‐ Bギル隧層X85Y57 鉢 黄灰色 少 良好 片口

0003 A‐ Bギルト7層No 212 甕 浅黄橙色 少 良好 14220と 接合

A― Bギルト22層No 31 甕 浅黄橙色 少 良好

A― Bギルト39層No 41 甕 黄褐色 少 少 不 良

0006 A― Bギルト39層X75Y55 仏鉢 灰白色 少 良好

C‐ Dギルト中X65と51 仏鉢 浅黄橙色 少 良好

0008 A‐ Dギルト79層上部 椀 黒色 良好 7/12 X73Y57、 内黒

0009 A区2号ギルト71層 甕 (190) 肌色 少 多 不 良 X721■60

A区 2号灰No 40 甕 (300) (297) (259) 黄橙色 少 少 良

A区 2号灰No 48 鍋形鉢 (315) 鈍い黄橙 多 良

A区 2号灰 c上層No 17 甕 (1361 (1141 橙色 小石 少 良 3/12 内ヘラ

A区灰 c中層X74准61 甕 浅黄橙色 多 良好

A区 2号灰 e9層 甕 (163) 明橙色 少 良 X811Y57

A区 2号灰 e上面No 283 甑 鈍責橙色 少 少 良 把手付

0016 A区 2号灰 e上面No 293 甕 122 淡橙色 少 良好

A区 2号灰 e中層No.42 甕 208 222 浅責橙色 多 多 良好

A区 2号灰 c中層No 42 甕 128 浅黄橙色 少 少 良

A区2号灰 e中層No 61 甕 浅黄橙色 少 良好

0020 A区灰 e中層No 72 奏 122 浅黄橙色 少 良好 平底

A区 2号灰 e中層No 91 仏鉢 12.8 淡黄色 少 多 良好

0022 A区 2号灰 e中層No■ 1 甑 157 鈍い黄褐色 少 少 良好

A区灰 e中層② 甕 (122) 黄褐色 少 少 良 X7n■ 58

A区灰 e下層 鉢 (340 (3161 明橙色 少 良 X76Y59

0025 A区灰 e最下層No 50 鉢 (25劾 灰白色 多 不良 把手付、格子叩

A区灰 e最下層No■ 3 鍋 (356) 淡黄色 多 不良

0027 A区灰 e最下層 小 鉢 淡黄橙色 多 良

A ttSD02ギ ルト(南北) 鉢 浅黄橙色 多 良好

A ttP06西 半部 甕 16.6 浅黄橙色 少 良好

B区6層X79Y54 甑 190 淡黄色 少 少 里好

Btta bギ ルトNo.5 甕 (230) 鈍い黄橙 少 良

0032 B区灰 abギルト中7層 甕 浅黄橙色 少 良好 12/1を

0033 B tt a、 b No 36 甕 22.0 浅黄橙色 少 里好

B tt c 52、 118層 甕 浅黄橙色 多 良好 7/1を
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土師器観察表 (2)
①:口径 ②:底径 ③:器高 ④胡同部最大径 ⑤:頸部最小径

番号 出上位置 器種 ① ② ③ ④ ⑥ 外色 内色 礫 砂 焼成 口遺 底遺 その他

B tt c 52、 118層 甕 193 浅責橙色 多 良好 2/1盪

B tt c 52、 ■8層 鍋 349 323 322 浅黄橙色 少 多 良好

0037 B tt c 52、 ■8層 甕 198 浅黄橙色 少 少 良好 3/12

B tt c 52、 ■8層 甕 139 143 124 竜い黄橙色 少 良好 2/12 ほぼ完形

B tt c 141層X76と53 鉢
つあえ
I色 少 良好

BEこ c141月曇X761■ 53 鉢 黄白色 少 良好

Btt c X77Yも 0 甕 125 122 浅黄橙色 少 少 良好 2/12 暗褐色粘土中

B ttSD01灰 a 鉢 (185) 淡黄灰色 少 良 3/12

B ttSX03仄 b層 甕 19効 (189) (1741 淡黄褐色 多 良

B ttSX15No.14 甕 152 月浅黄橙窪 少 良好 2/12

B区Ⅸ 19�4Y49 甑 珀い黄褐色 多 良好 口縁部穿孔

B ttSX21 No 4 鍋 08め 灰自色 不良

B区�B軽44Z16494 高杯 鈍黄橙色 少 多 良好 12/1, 杯部内面黒色

C区52層 No.37 甕 (246) (25,7) (22.4) 茶黄灰色 少 良

C区52層 No 41 鉢 06.8) 黄褐色 多 良好

C区52層 No42 甑 (12.91 責橙色 少 少 良

C区52層 No 44 甕 13.5 黄橙色 少 少 良 12/1Z 剥離

0052 C区 52層 No 45 甕 (134) (14劾 (12の 明橙色 少 少 良

C区52層 No47 甑 (2391 (25,0) 黄橙色 多 良

0054 C ttSK01 2層 No 15 括れ鉢 13.0 292 淡責色 少 少 良好 把手付

0055 C ttSK01 45層 No.81 括れ鉢 (277) (24.9) (241) 掲灰色 少 良 把手付

0056 C ttSK01 45層 No 12 甕 屯い黄橙亡 不良 2/12

C ttSKl11 45層 No.65 括れ鉢 灰白色 多 不良

0058 C ttSK0 175層No.6 甕 222 屯い黄橙窪 多 不良 箆

0059 C ttSK0 175層No.14 鉢 (344) 020) 黄橙色 少 少 良

0060 C ttSK0 175層No.35 円筒形土器 122 浅黄橙色 灰貢褐色 少 良好 7/12 剥離

C ttSK0 175'署No.39 甕 鈍い黄橙色 灰黄褐色 少 良好

0062 C ttSK0 中層No.3 括れ鉢 (33の (150 302 浅黄橙色 多 良 4/12 把手付

0063 C ttSKll 中層No.8 甕 浅責橙色 少 良好 2/12

0064 C ttSK0 中層No.9 甕 (1■ 5) 褐灰色 少 良 2/12 箆

0065 C ttSK0 中層No.37 筒形土器 125 浅黄橙色 少 良好 9/12 断面四角

0066 C ttSK01中 層X6盈留9 甑 灰白色 多 良好

0067 C ttSK01c黒色土 筒形土器
童
画
巖
外 少 少 良好 断面四角

0068 C ttSK01黄色土層19 筒形土器 浅黄橙色 少 良好 断面四角

0069 C ttSK01黄色土層19 筒形土器 浅黄橙色 少 良好 断面四角

C ttSK01黄色土層24 筒形土器 淡黄橙色 少 少 良好 断面四角

C ttSK09 50層 No.2 鍋形鉢 K404) (3671 (350 黄褐色 少 良

0072 C ttSK09 50層 No9 括れ鉢 (340) 浅黄橙色 多 不良

0073 C ttSK09 50層 No.54 甑 (226) 浅黄橙色 多 不良

0074 C ttSK09上 層�2と52 甕 鈍黄褐色 少 良 2/12 黒斑有

0075 C区黒褐色土X日誰48 円筒形土器 黄灰色 少 多 良

0076 C tt X73Y望 8Z16.006 円筒形土器 淡黄褐色 多 多 良好

D区 1号 �58准53 甑 (167) 黄褐色 少 少 良

0078 D区灰 d53層 X71と56 甑 橙色 少 良好

0079 D区灰 f139層No 60 甕 (150) (15の 鈍肌色 少 少 良

0080 D区灰 f西壁1層 仏鉢 淡黄色 多 良好

0081 D区灰 g144146層 鉢 (371) (342) (339) 明黄褐色 多 良 X67Y57

0082 D区灰h13層No.13 甕 (201) 176 貢灰色 多 良

0083 D区灰 k下層No 76 甕 淡黄色 少 良好

0084 D区灰 l No 169 甕 浅黄橙色 多 良好 12/1ラ

D区灰 l下層No ll 仏鉢 貢褐色 良 2/1′

0086 D区西壁1層X63と60 甕 灰白色 少 良好

0087 B[二 b24環量X831■ 55 窯道具 灰白色 少 良好 11/1ラ 手づくね

B区9(08上面 窯道具 淡責灰色 少 良好

0089 C ttSX01下 層No 25 窯道具 灰白色 少 良好 穿孔対面 2ヶ所

D区灰 l下層No 40 有孔円板 鈍い橙色 多 良好 2/12
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瓦観察表 (1)
①:瓦当直径②:瓦当内区径⑥:丸・平瓦厚さ④:中房径 ,(cml ⑤:残存花弁数⑥:丸・平瓦凹面lc m当 りの経糸・繕糸数 (本 )

番号 出上位置 器種 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 外色 内色 礫 砂 焼成 その他

A区灰 c西ベル ト2層 軒丸 (12.5)

“

9) 褐灰色 少 良

0002 A区灰 c下層No.55 丸 灰色 少 良好

A区灰原上面 平 灰色 多 良好 � 4卜 61、 焼台

A区 2号灰 e上面 軒 丸 (12.8) 灰白色 少 不 良

A区灰 e上面No 325 軒丸 7 灰 色 黄仄色 少 良好

A区灰 e下層No 151 軒丸 2 灰褐色 少 良

A区灰 e下層No 235 軒丸 (1241 淡黄褐色 少 不良 丸瓦端部凸面1回削り

A区東断割り 丸 1 灰色 褐灰色 少 良 X761■ 55

B ttSX03 b区上層 軒丸 61 7 灰黄褐色 少 良

B区Ⅸ 03b区上層 軒丸 (13劾 4 灰黄色 少 良

B ttSX04 丸 黒灰色 少 良

2 B区灰 a土管No,3 丸 灰色 多 良好 凸面縄叩ナテ
｀
消

3 B区灰 c123層 平 灰色 多 多 良好 1 5cm大 の石含む

4 D区 号2操・3操間 丸 灰褐色 少 良好 2次被熱

5 D区 号3操下 丸 灰色 多 良好

D区 号3操下 丸 灰色 少 良好 断面責色

D区 号灰 c127層 平 灰色 多 良好 X711t59

D区45層上部 軒丸 (1641 (1361 3 淡黄灰色 少 不良 X671t55

D区灰 f139層No 49 丸 褐灰色 少 良好 断面に自然釉

0020 D区灰 h4層No 140 平 灰白色 淡黄白色 不良 凸面縄叩一部ナテ■肖

D区仄 h156層 No 30 丸 灰白色 暗赤色 多 良

0022 D区仄 k下層No 93 軒丸 (160 (13劾 8 灰白色 少 不良

D区灰m 軒丸 (1521 (12の 3 黄灰色 少 少 良

D区西壁3層No 25 軒丸 (1641 (13動 3 淡黄色 少 不良

D区西壁3層No 46 丸 灰色 多 良好

D区東断割り 軒丸 (1581 (12の 5 灰白色 少 良 �OY-53 花弁に錆

X681■ 55 軒丸 (1641 (13の 3 灰白色 少 不良

� 91■57 軒丸 (140 (110 4 灰色 少 良

X71戟■64 丸 灰褐色 少 良

X7溢-56 軒丸 (15効 (126) 8 黄灰色 少 良

0031 X7税■47 軒丸 (15り (12.6) el) 4 仄白色 少 不良

X7♂準63 丸 灰責色 少 良好

X74Y生 52 軒丸 (16妙 (13.2) 3 灰白色 少 不良

X7叫も2 平 黄灰色 少 不良

X74W生 56 軒丸 3 灰白色 少 不良

X74W生 57 軒丸 (12.5) 4 灰白色 少 不良

X74W生 67 軒丸 (16.0) (13.4) 5 77 灰白色 少 不良 A区 2号灰Cと接、凸面削

X75Y■ 46 軒丸 (12.4) 2 黄灰色 少 良

X75Yt53 軒丸 (13.2) 3 灰白色 少 不良

X75Y56 軒丸+丸 灰責色 少 良 丸瓦端凸凹面2回削り

X75Y58 軒丸 3 褐灰色 少 良

X75Y6ユ 軒丸 8 掲灰色 少 良

X76Y55 軒丸 7 灰白色 少 不良

0044 ラ(76Y55 丸 淡責白色 少 不良 凹面粘土板切り離し痕

0045 X76Y59 軒丸 (15,0) (124) 8 褐灰色 少 良

0046 X77Y望 7 軒丸 7 暗灰黄色 少 良

0047 X771t57 丸 黄灰色 少 不良

X77■■63 軒丸 (150) 4 灰黄色 少 良

X781■ 58 軒丸 8 灰自色 少 不良

0050 X78Y62 軒丸 (1541 4 灰黄褐色 少 少 良

0051 X7N亀2 軒丸 (156) (1341 14.6) 4 灰自色 少 不良

0052 X791■ 50 軒丸 (1241 8 灰黄褐色 少 少 良 瓦当面離れ砂少量

0053 X791■ 5ユ 軒丸 8 灰白色 少 不良

X791■ 52 丸 褐灰色 少 良 端部面取り

0055 X791■ 52 軒丸 (1321 5 灰白色 少 不良 X86Y53と接合

0056 X791■ 55 軒丸+丸 2 灰黄色 少 良

0057 X791■ 56 軒丸 (1561 (13の 3 灰自色 少 不良
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瓦観察表 (2)
①:瓦当直径②:瓦当内区径③:丸・平瓦厚さ④:中房径 ,(cmJ ⑤:残存花弁数⑥:丸・平瓦凹面lc m当 りの経糸・緯糸数 (本 )

番号 出上位置 器種 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 外色 内色 礫 砂 焼成 その他

0058 X80Y■ 56 丸 淡灰褐色 少 良

0059 X80W■ 61 軒丸 (12.2) 3 浅黄色 少 不良

0060 X80Y67 軒丸 8 仄黄色 少 不良

X81Y48 軒丸 (155) (12.動 5 褐灰色 少 良

0062 X811■ 56 軒丸 (160 3 淡黄色 少 不良

X81Y■ 57 軒丸 14.動 8 黄白色 少 不良

0064 X81【為7 軒丸 仄白色 少 不良

0065 X81Y57 軒丸 (155) 淡黄色 少 不良

0066 X81Y58 丸 褐黄色 少 良

0067 X81Y59 軒丸 12.2 8 灰黄褐色 少 良

0068 X81W■ 62 軒丸 2 淡黄色 少 不良

0069 ヌ路lY 64、 X81Yお3 丸 灰色 '多 良好 2地点接合

� l【嗚7 軒丸 黄褐色 少 不良

X81Y68 軒丸 (130 灰黄色 少 不良

0072 X81Y68 軒丸 15の 黄白色 少 不良 丸瓦部28.4cm

0073 X82Y44 軒丸 淡黄色 少 不良

0074 X8別■57 軒丸 (15,2) 褐仄色 少 良

X82Y57 軒丸 (152) 鈍黄橙色 少 良

0076 X821■ 58 軒丸 162 132 淡黄色 少 不良

0077 X82Y59 軒丸 (1601 (13動 灰白色 少 不良

0078 X82Y63 丸 仄色 少 良好

0079 X8グト65、 X85Y46 軒丸 黄褐色 少 良 花弁錆有り

0080 刈税■53 軒丸 (122) 掲灰色 少 良

X831■ 54 軒丸 157 136 浅黄色 少 不良 丸瓦先端凸部1回削り

0082 メ絡3Y56 軒丸 132 灰白色 少 少 良

0083 X83Y57 軒丸 (1461 (120 2 灰黄色 少 良

0084 X83Y58 軒丸 (1561 2 灰褐色 少 良

0085 X8税ι59 軒丸 1 灰黄色 少 不良 丸瓦先端面に布目

0086 X83Y64 軒丸 3 灰白色 少 不良

0087 X83Y65 軒丸 3 灰白色 少 不良 X80Y62と接合

0088 X83Y65 軒丸 (162) (1301 5 浅黄色 少 少 良

0089 X841■ 55 lFF丸 (1601 (120 5 淡黄色 少 不良

X84Y■ 59 軒丸 (16の (136) 2 灰白色 少 不良

0091 � 4V■59 軒丸 6 黄灰色 少 良

0092 X84Y62 軒丸 (12.6) 3 灰白色 少 不良

0093 X85Y44 軒丸 2 灰責褐色 少 少 良

0094 X85Y47 軒丸 3 黄灰色 少 良

0095 X851t50 千丸 (13.0 2 黄自色 少 不良 生焼け

0096 X85Y50 軒丸 (1621 (13.り 2 灰白色 少 不良

0097 X85Y50 軒丸 (16.の 8 淡責色 少 不良

X85Y51 丸 淡褐色 少 不良 凹面粘土板切り離し痕

0099 X85Y51 軒丸 (152) (12.6) 7 淡責色 少 不良

0100 X85Y52 丸 灰色 少 多 良好

X851■ 52 丸 灰黄色 少 少 良

0102 X851■ 56 丸 仄色 少 良好

X85Y58 軒丸 (16効 (13.① 6 灰黄色 少 不良

0104 X87Y54 軒丸 (14.の 灰褐色 少 良 凸面先端部1回削り

X88Y51 軒丸 3 浅黄色 少 不良

排土中 軒丸 (150) 灰褐色 少 良 凸面先端部1回肖1り

排土中 軒丸 3 浅黄橙色 少 不良
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上錘観察表 (1)

番号 出土位置 形態 ① ② ③ ④ ⑤ 色 焼成 その他

0001 A‐ Bへ
｀
ルト22帰尋No 72 樽 c 2 7

0002 A‐ Bギルト24層 寸胴c 4 湘 2Y56

A‐ Bギルト25層 樽 c 4 湘 3Y56

A‐ Bギルト2728層 樽 c 4 灰色 遇元 X84Y56

A‐ Bギルト2層 樽c 2

A‐ Bへ
｀
ルト39層No 10 樽c 7

C‐Dギ ルト12層 樽c 4 7 X6鋭■53

C‐Dギ ルト425052層 樽 c 4

0009 C‐Dギ ルト45層 樽 c ユ X65■■51

A‐Dギ ルト中層No 24 樽 c 1)

B‐ Cへ 'ルト39厚量 樽c 4 X761■ 47

A区 寸胴c X74!生 61

A区 樽b X82Y‐60

A区 樽 c X741■ 61

A区 樽 c X801t59

A区 樽 c X771■ 60

A区 樽 c 3 X7σ V■67

A区 樽 c X841■ 60

A区 寸胴c X761■ 67

A区 25層崩落土 樽 c 1

A区 2号 7層 寸胴c X73Y65

0022 A区 2号ギルト76層 寸胴c 1

0023 A区 2号ギルト北最下層 樽 c X73Y60

A区 2号灰 b7層 No 28 寸胴c

0025 A区 2号灰 c上層No 10 寸胴c 1

0026 A区灰 c最下層No 65 樽 c

0027 A区灰odギ ルト5層 寸胴c X72Y59

0028 A区灰 c‐ dギルトNo4 樽c 2

A区 2号灰 e No 13 樽 c 2

0030 A区灰 e4層上面 樽 c 4 B ttX79Y 51と接合

A区灰 e13層 樽 c X77Y57

0032 A区灰 e13層 樽 c X77Y57

0033 A区灰 e13層 樽 c 1 X78Y57

0034 A区灰 e13層 樽c (56) 2 7

0035 A区灰 e140層 樽b 2 X7狗■60

A区灰 e上層 樽 c

0037 A区灰 e上層 樽 c 7 X7盈■57

0038 A区灰 e中層No 45 樽 c

A区灰 e中層 樽 c X78Y59

0040 A区灰 e中層② 樽 c (35) 4

A区灰 e中 下層 樽 c X79Y60

0042 A区灰 e下層 樽 c X77156

0043 A区灰 e下層No 17 樽 c

0044 A区灰 e最下層 樽 c 4 X771 59

A区灰 e責色土中 樽 c 7 ラ(781■59

0046 A区灰 e小
｀
ルト2層 樽 c 2 湘 O1 60

A区灰 e_fギ ルト3層 寸胴c 1 灰f上層X80Y‐ 59と接合

0048 A区灰 f4層 樽 c 窯糞付着

0049 A区灰 f6層 樽 c

0050 A区灰 f7層 寸胴c � 2Y-59

A区灰 f最下層No 149 寸胴c 7

0052 A区灰 f最下層No 163 樽 c 灰色 遺 元

0053 A区灰 f 樽 c 4 � llt60

0054 A ttSK02 樽 c

A ttSKO件 a 樽 c 2

A区�剪羊60Z15,989 樽 c 2

0057 A tt X84Y‐ 60Z16009 樽 c

①:長 さ ②:幅 ③:孔径 ④:重 さ (g)⑤ :残存状況 (完存110)
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土錘観察表 (2)

番号 出上位置 形 態 ① ② ③ ④ ⑤ 色 焼成 その他

A区上面 樽 c 3 X771■ 61

A区東断割り 樽 c (3.1) 6 X811■ 56

A区東断割り 樽 c 5 X83Y56

006ユ A区東断割り 樽 c 6 メ認llY 56

0062 A区東断割り 樽 c 8 X83Y62

B区 樽c 57 X81Y44

B区 樽c X811Y55

0065 B区 樽c (3.6) ( 3 X85150

0066 B区 樽 c ( 4 X79散■55

B区 寸月同b 3 灰 色 還元 麗 3Y‐52

B区 樽b 7 X30W生52

0069 B区 樽c 3 7 X83Y‐52

B区 5層 樽c 3 X85154

B区 7層No 72 樽 c

0072 B tt a 136層 樽 c (36) 4 湘 5Y生55

B tt a― bギルト4層No 38 樽c 1

0074 B tt a― bギ ルト136層 樽c X8「DY 55

B tt b 24層 樽 c 7 X83Y55

0076 B ttd23層 寸胴c 6 B ttc88層 と接合

B ttSK09中 層No6 樽 c 9

0078 B区9(09上層No.121 樽 c 9

0079 B区9Q5No 15 樽 c 11

B区北側調査用側溝 樽 c (12) 3 X8T卜52

0081 C区 52層No 29 樽 c

0082 C区52層 樽 c (34) ■3 7

C ttSK01上層 樽 c 13 X68Y51

D区 寸胴c (32) (1.1) 5 X66Y62

D区 樽 c (09) X6狗■51

D区70層No 19 樽 c (38) 7 SD01下層

0087 D区 70層No 55 樽 c SD01下層

D ttSD01下層 樽 b X67Y56

D区灰 e中層No 124 樽 c

D区灰 f139層 /灰 e下層 樽 c 1 7 X64Y56/X66Y‐ 58

D区灰 g小
｀
ルト145層 樽 c l X65Y55

0092 D区灰h西壁3層 樽c 0 X63Y62

D区灰h西壁3層下部 樽 c l X65〔ヽ 1

D区灰k中 下層 樽c 1 X701■ 55/X68W■ 52

D区灰k下層 寸胴c

0096 D区灰 l No98 樽c 灰 色 逮元

D区東断割り 樽c 5 X721■ 53

υF土中 樽c (44) 4 ヘラ

①:長 さ ②:幅 ③:孔径 ④:童 さ (g) ⑤:残存状況 (完存:10)
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�)附編

1日 回縁部計測法 によ る栃谷南遺跡 出土須恵器小考

廣瀬 直樹
はじめに

筆者は、栃谷南遺跡の平成10年度発掘終了後、整理作業中の須恵器を計測した。遺物は膨大な量で

あり、整理作業の途中ということもあって全体量からするとほんの一部を計測したにすぎない。しか

し、計測では器種の選択などの操作を行っていないため全体の様相をある程度明らかにしうる資料だ

と考え、今回計測結果をグラフ化し分析を試みた。

計測には口縁部計測法を用いた (以下、提示する個体数は口縁部計測法による )。 計浪Iした須恵器

は4581破片、日縁部562.6イ団体分である。 1号窯と2号窯は並行して操業しており、灰原も複雑に折

り重なった状態で、計測時には窯ごとに分離することできなかったため、一括して分析を行った。

器種構成 (第 1・ 2図 )

器種組成比の算出にあたり、杯 Bは蓋と身の個体数のうち多いほうの数値を採用した。日縁部のみ

では識別しにくい杯 A、 杯 B身においては、識別可能なものの数値を識別できた杯 Aと杯 B身の比率

で配分する方法をとった。杯 Bと球胴短頸壷においては蓋と身の多いほうの数値を採用した。

計測で確認した器種は、杯 B蓋 。身、杯 A、 杯C、 皿 A、 皿 B、 高杯、鉄鉢、槽形鉢、括れ鉢、鉢、

甕、横瓶、平瓶、狭口壺、短頚球胴壺、広口壺、広口瓶、長頚瓶、小壺、長甕、鍋、小型甕、硯、土

馬、土錘の25器種である。器種構成比は、食膳具が91.3%、 煮炊具が1.3%、 貯蔵具が7.5%と なる。

食膳具は杯 Aと杯 Bがほぼ等量で大半を占め、その他の食膳具としては金属器模倣の杯 C、 高杯、皿

類などが少量見られる。煮炊具は長甕、鍋が主体となる。貯蔵具では、甕・球胴短頸壷・横瓶がまと

まった量確認でき、甕が23.2%、 球胴短頸壺が22.0%、 横瓶が22.8%と なる。

法量分布 (第 3。 4・ 5図 )

杯 Aは I.口径 1 0cm前後のもの、Ⅱ.口径12～ 1 5cmの もの、皿.口径 1 5cm以上のものの 3種に分

化する。Ⅱが大半を占め、回径は12～ 13cmに集中する。 I、 Ⅲはごく少量である。

杯B蓋は I。 口径 10～ 1 lcmの もの、Ⅱ.口径13cm～ 1 7cmの もの、Ⅲ.口径 18cm前後のもの、Ⅳ.

口径20cm前後のものの4種類に分化し、それぞれ杯 B身の分化に対応している。主体となるのはⅡで

あり、口径のピークは14～ 1 5cmに存在する。

杯 B身は I:口径 1 0cm前後のもの、Ⅱ :口径H cm～ 1 5cmの もの、Ⅲa:口径 1 5cm以上器高 5 cm以

上のもの、Ⅲbi回径15cm以上器高 5 cm以下のもの、Ⅳ :口径20cm以上のものの 5種に分化する。主

体となるのはⅡであり、口径のピークは13～ 14cmに存在する。分化は多様であるが、高低二種に分化

するのは日径 1 5cm以上のⅢのみである。また、Ⅲ・Ⅳといった大型のものは比較的規格性に乏しく、

法量にばらつきが見られる。

以上のように杯類では、特に杯B身で分化に多様性が見られるが、それぞれ一法量に集中しており、

全体としては主体となる法量への集約化の傾向があると考える。 8世紀第 2四半期から第 3四半期に

かけて杯類は口径が縮小し、多様だった法量が集約していく。婦負郡、射水郡でも同様で、婦負郡古

沢窯を例とすると口径のピークは杯 Aが 13cmか ら1 2cmへ、杯 B蓋が16cmか ら1 4cmへ、杯 B身が1 4cm

から13cmへと縮小する (富山大学人文学部考古学研究室 1989)。 その様相と比較すると、栃谷南遺跡

の杯類の口径に縮小化の傾向を見ることができる。
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箆記号 (第 6図 )

箆記号を持つ須恵器は、今回計測した須恵器全体で 4種80例を確認した。箆記号が施される器種は

杯 A、 杯B蓋、杯B身が大多数を占める。箆記号は「―」「=」 「×」「#」 の 4種である。以下器種

ごとにその内訳を示す。

杯A952片 (121.6イ団体)の うち、30片で箆記号を確認した。内訳は、「―」が10点、「=」 が13点、

「×」が 6点、破片のため種類不明のものが 1点である。箆記号は底部内外面に施されるが、そのう

ち底部内面が主体となる。底部内面に施される箆記号は 3種それぞれが一定量存在するが、「=」 の

割合が高い。底部外面に施される箆記号は底部内面と異なり「一」が主体となる。

杯B蓋 1069片 (166。 1個体)の うち、17片で箆記号を確認した。内訳は、「=」 が 3点、「×」が1

2点、「#」 が 1点、破片のため種類不明のものが 1点である。箆記号は基本的に内面に施されるが、

外面に箆記号「×」が施されたものが 1点ある。箆記号の種類は「×」が主体となる。

杯B身 831片 (100.4個体)の うち、33片で箆記号を確認した。内訳は、「―」が8点、「=」 が 7点、

「×」が17点、破片のため種類不明のものが 1点である。箆記号は主として底部内外面に施され、杯

A同様底部内面が主体となる。その他、 1点のみ体部外面に箆記号「×」を持つものがある。箆記号

の種類は杯Aと は異なり、底部内面では「×」が、底部内面では「=」 が主体となる。

杯類以外の器種としては、底外面に箆記号「×」が施された有台の狭口壺1点 を確認した。

器種によってある程度箆記号の使い分けがなされていると考えられ、杯B蓋 。身が「×」を主体と

し、杯Aが「―」「=」 を主体とする。箆記号の記入率を、仮に口縁部計測法による総個体数と箆記

号を確認した破片数との比率で表すと、杯A16.6%、 杯B蓋 10。 2%、 杯B身20.4%と なる。国縁部計

測法による個体数は実際の個体数より少なく表されるため数値をそのまま捉えることはできないが、

杯B蓋の記入率がやや低く、杯Aと杯B身はほぼ同様の率で記入されていると考えられる。 8世紀第

2四半期に比定される婦負那の古沢 2号窯では杯類の34.8%、 8世紀第 3四半期に比定される古沢 I

号窯では杯類の4.1%に箆記号が記入されており、 8世紀中頃に箆記号の記入率が大きく変化してい

るが (宇野隆夫1994b)、 栃谷南遺跡では杯類の記入率が約16%と なり、ほぼ両者の中間の値である。

古沢 2号窯では10個に 1個、古沢 1号窯では100個に 1個程度の割合で記入されたと想定されており、

それを参考にすると栃谷南遺跡では50個に 1個程度の記入であったといえようか。

まとめ

以上のように本稿では、器種構成は杯類を中心とする食膳具が 9割以上を占めること、貯蔵具では、

甕・球胴短頸壷・横瓶が生産の主体となること、杯類は法量分化に多様性を持つが、一法量への集約

化の傾向がみられること、杯類の口径のピークは縮小化の傾向が見られること、箆記号は器種による

使い分けがされ、比較的記入率が高いことなどの結果を得た。これらの点から推察するに、栃谷南遺

跡の様相は 8世紀第 2四半期から第 3四半期への変化の過程に位置づけられると考えられる。

駆け足であったが、栃谷南遺跡の須恵器について口縁部計測法を用いた考察を行った。ほとんど計

測結果を羅列するだけにとどまり、また、窯ごと、層位ごとの考察を行っていないため、不十分な点

も多い。栃谷南遺跡は 8世紀中頃という須恵器生産のひとつの画期を知る上で重要な意味をもつ遺跡

であり、今後さらに婦負郡・射水郡の須恵器窯の様相と微細に比較していくことが課題といえる。
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2H古代婦負郡の「郷」擬定と栃谷南遺跡の位置
藤田 富士夫

はじめに

栃谷南遺跡は土製権衡の出土などから官窯的性格を有するとされている。調査担当者によれば、同

一窯跡を巧みに造りかえて 8世紀第 2四半期から第 3四半期まで操業が維持継続されているところに

特色があるという。官窯的性格といった場合に、その所属が射水郡か婦負那かは重要な意味をもつ。

栃谷南遺跡の位置は大局的にみれば、婦負郡と越中国府を有する射水那との境界域にある。ただし、

天保 9(1838)年の「婦負那上新川郡之内村々組分給固」 (新湊市立博物館蔵)な ど近世の給国では、

婦負郡域に含まれる。

ところで、近世の領域がそのまま古代まで朔るかどうか、さらには境界近くの村落は時代の変遷と

ともに揺れ動くことがあることに留意しなければならない。現在の富山市呉羽町、北代、人町一帯は、

古代の射水郡寒江郷の系譜を引くと考えられるが、近世では当地域が富山藩領と加賀藩領との境界域

となったことが関係して、富山藩領婦負郡寒江郷となっている。

本稿では、このような事情を汲みながら、古代婦負郡の郷地を擬定するとともに栃谷南遺跡の位置

の意義について試考を呈しようとするものである。

地域表象と擬定古代道

先に、私は越中国新川郡に存在した東大寺領大薮荘・丈部荘の現地比定を検討し、古代勢力の地域

表象としての古墳が古代道路敷設の目印となっているとした (藤田 2001a。 2001b年 )。 あわせて

郡域の「郷道」の存在を推考し、『和名類来抄』の新川那の郷名の記載順は、ミチの経路順によって

いることを論じた。この視点は、古代郷域を擬定する際に有効であると考えている。

婦負郡の古墳時代王権の一大拠点は、婦中町長沢地域にある。ここには前方後方墳である王塚古墳

(国指定史跡)や勅使塚古墳 (県指定史跡 )、 向野塚 (前方後方形墳丘墓 )、 五ツ塚古墳群 (円墳 )、

六治古塚 (四隅突出墳)な どが営まれている (婦中町史 1997年・大野 2002年 )。 県域でも有数のこ

れらの古墳は地域表象としての役割を十分に担っていると思われる。

これらの古墳を目印とする古代官道の候補として、今日、婦負平野を北東―南西に斜行線を描いて

走る国道359号線がある。この幹道は、婦中町鵜坂から長澤地区まで整った斜行道を示す。婦負平野

の南西端に位置する長澤地区で、東西に走る県道小杉・婦中線 (31号線)と交差して斜行道の整美さ

は薄くなる。けれども、その放線の先は勅使塚古墳や王塚古墳に一直線に向かっている。この両古墳

を代表とする長沢地域の墳墓群が、古代婦負郡の地域表象であったとみることができる。あわせて長

沢地域が国道359号線と県道31号線とが合流することでも示されているように交通の要衝にある。こ

の国道と県道の 2路線が古代道路の遺風であるとすれば、その沿線に婦負郡の古代郷域が存在してい

た可能性が浮かび上がってくる。

中村太一氏は、奈良盆地に残存する斜方位直線道路について、このような「道路体系が始まる画期

を推古九 (601)年に置くことができる」とし、外国使節の入京と関係づけている (中村 2000年 )。

奈良盆地の状況をそのまま越中国の一角に援用することには異論があろう。しかし、私はさきに越中

国新川郡の東大寺領荘園・丈部荘の検討から、斜方位直線道が越中国では「郷道」として計画的に敷

設された可能性が高いことを考察した (藤田 2001b年 )。 これを援用し、婦負平野を斜行して貫走す

る国道359号線に官道・郷道的性格を看取するものである。
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婦負郡の郷地の擬定

次に、古代婦負郡の郷名を見てみよう。『和名類衆抄』 (高山寺本)には次の通り記載されている。

「婦負郡 高野 河ヽ子触納 大山締夜菅田獅太日理 サ|1合 大桑 高嶋 ヱ本」

婦負郡の郷の比定について、これまでいくらかの試みが行われている (森田柿園『越中史徴』など)。

それらの比定は、地名の類似からランダムに想定されており、論型の薄いものが多いようだ。先行研

究による比定地については『婦中町史 通史編』 (婦中町 1996,年)な どで整理されている。

さて、①藤井一二氏は、『不日名類来抄』に記載の郷名順は現実の位置関係を反映しているとする (藤

井1988年 )。 ②『和名類乗抄』の記載順について「ある程度の規則性が、存したと想定される見解が

ある。まず、各郡の筆頭にくる郷が、郡家所在郷である可能性が高い」 (『婦中町史 通史編』164頁 )

とする研究がある。これらの指摘を準用し、次に③想定古代道の経路に従って、① o②を用いて婦負

郡郷地の所在領域を考察してみたい。

高野郷

『和名類衆抄』の婦負郡郷の筆頭は「高野郷」である。それは近接する駅路 (白城駅=富山市西二

俣の地域に擬定・藤田 2000年)や越中国府の位置関係から、婦負那の起点にあると考えられる。射

水郡小杉町黒河から南東走して婦中町へと至る県道31号線は、まず境野新扇状地を通る。

この辺りは、旧扇状地の扇央部で、まさに「野」にふさわしい地勢を有する。このことは、地名に

も表われている。旧の婦負郡古澤村から池多村一帯に「野」地名の集落が集中している。北野、境野

新、西野が地図に記されている。ほかに字名では古澤字上東野、杉谷字上野山畑、西押川字小野、北

押川字向野、平岡字野下などがあり、境野新の一帯は「総野」とも称されている。杉谷字上野山畑あ

たりは「鷹の山」と呼ばれており、殿様が鷹狩りをしたところとする伝承を吸している。伝承の由来

は明らかではないが、これは “高野山"が転訛した可能性はないだろうか。また、杉谷には「高野」

姓が多く見られ、中老田の専禰寺の杉谷門徒41戸のうち高野が10戸でもっとも多く、次いで「高林」

姓が 7戸となっている (杉谷自治 1977年 )。 このように、「野」の呼称は「境野新扇状地」に集中し

ている。当地には呉羽山丘陵山麓のなだらかな起伏が展開しており景観的にも「野」の風景が展開し

ている。高野郷は、この一帯に比定されよう。

小子郷

高野郷の次に記載されているのは小子郷である。県道31号線を推定高野郷域から南進すると長澤に

至る。ここには、先述したように王塚・勅使塚など県域でも中核的な古墳が営まれており、二本榎Ⅱ

遺跡 (平岡窯跡)[7世紀末葉]や小長沢御坊立窯跡 [8世紀]、 新町Ⅱ遺跡の中核集落 [9世紀 ]

などの古代遺跡が在る。当地には王塚古墳・勅使塚古墳を直接的に表象する古代勢力が存在していた

とみてよいだろう。その勢力を小子郷を構成する共同体に擬定するものである。

「小子郷」の名称は、古代職業部民である小子部に由来すると見られている。『日本書紀』雄略天皇

6年条、『日本霊異記』上巻第 1話に小子部の伴造小子部連の祖螺扇の話が見える。蚕を集めるよう

に命じられたのに誤って嬰児を集めたので螺扇に自ら養育させたという。小子部は宮門の警備や宮中

の雑務をつかさどった。藤原宮や平城宮に小子部門の名称がみえ、宮内省主殿寮の殿部に子部があっ

て、火矩小子・火矩少女を管理したのはこれらの遺制であるとされる (森 2000年 )。

全国の郷名で、「/Jヽ子」の名称は婦負郡が唯―で、その比定地については『越中史徴』などで、近

世の田中郷小ナ|1子村 (婦中町)と されている。しかし、古代職業部民である小子部に由来する郷名は、

県域有数の古墳勢力が形成されている長澤の地こそがふさわしいと思われる。

ちなみに、当地には開拓者六治古伝承がある。文化 8年 (1811)成立の『喚起泉達録』『肯構泉達録』

に収録されている。それは山田川流域の長沢山 (篠山)は貞治古が開発したとされ、その長子に六治
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古、次男に村治古、三男に貞児古、末子に羽根児古がいるとされる。村治古は小沼 (駒見)に、羽根

児古は羽根村に居住し、それぞれの村の開発者とされている。長沢の地には六治古がいて、黍・稗を

作り、妻は稲の栽培を思いたち六治古に農具牛馬を購入させたという。この伝承は、長沢一帯の地主

的耕作者としての若林家の祖先伝説としてだけ語られているだけであるとし、この伝承をもって地域

の中世以前の歴史を反映しているとみなすことは危険であるとされている (久保 1996年 )。 けだし、

六治古の「古」は、小子 (知比左古)の 「コ」と通じていて、この伝承が小子に由来するとすれば貴

重な伝承となる。久保氏の指摘を念頭に置きつつも、ここに留意しておきたい。

大山郷

郷名の語意が示す通り、大きな山の景観を有する地域に比定できよう。県道31号線沿いで、大山と

見なすことができるのは、婦中町富崎の背後に展開する富崎台地がふさわしい。このことから大山郷

を、富崎、河原町地域を中心に想定している。

菅田郷

大山郷に南接して存在したであるう。赤江川流域にそった近世千里村を中心として澤田、森田、大

坪森田、三田、奥田三俣、下新田といった「田」を称する地域名が集中する。菅田郷の名は、今日残

っていないが、「田」を共通呼称する地域の中にかって「菅田郷」が経営されていた可能性が大きい

と思っている。

日理郷

語意から、川の渡り場が想定される。高日附を中心とする井田川中流左岸には奈良・平安時代、中

世の大遺跡である南部 I遺跡が営まれていて、井田川の渡河を象徴する郷名にふさわしい位置を成し

ている。

川合郷

語意から見て、河川の合流地点に想定できよう。木本秀樹氏は、候補地として「井田川と山田川の

合流点である旧為成郷麦島村や長沢郷羽根村 (現婦中町麦島・羽根)付近も地形的に想定される地域

ではある」 (木本 1996年)と している。これに賛意を表したい。

大桑郷 。高嶋郷・ 工本郷

この二つの郷は、旧速星村から旧鵜坂村にかけての国道359号線沿いに存在したであろう。旧鵜坂

村には上田嶋、嶋田、下宮ケ嶋のように「嶋」を称する地名が集まる。ここには、共通語意をもつ「高

嶋郷」が比定できるかもしれない。また本郷川沿いに西本郷、東本郷があるが「ヱ本郷」の名残とす

れば面白いが、言葉の綾の謗りはまぬがれない。今後に期するところが大である。ただ、鵜坂の地に

は古代の遺物を出土している鵜坂 I遺跡があって、それらの郷のいずれかに該当すると思われる。

大伴家持の渡河

国道359号線は有沢橋へと通じ、そこで神通川を渡河する。古代においてもこの辺りに渡河地点が

あったと推測できる。対岸に布瀬や下黒瀬といった「瀬」地名が認められる。『万葉集』で大伴家持

が婦負郡の河川の渡河に関して、防島坂川渡る瀬多み…」(巻 17-4046)や「婦負川の早き瀬ごとに…」

(巻 17-4047)の 「瀬」は、この辺りの浅瀬を指すと思われる。

『和名類栗抄』の婦負郡 9郷は、今日の婦負郡域にアウトランダムに広域に分散していたのではなく、

官道、郷道のミチ順に従って営郷されていたと思われる。このような視点から郷域の比定についての

見直しが行わなければならないであろう。

おわりに

古代婦負郡の領域の始まりについて考えるとき、『和名類来抄』の「各ぷの筆頭にくる郷が、郡家
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―明治43年「迅速図」使用―
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第1図 婦負郡の想定古代道路体系と郷地



所在郷である可能性が高い」 (『婦中町史 通史編』164頁 )とする指摘がある。これに準製すれば、

婦負郡の郡家所在郷は「高野郷」となる。高野郷想定地は境野新扇状地が展開する領域にあって、旧

池多村・古澤村を含む範囲となる。史料的にも栃谷村は近世古澤村にあり、婦負郡長澤郷に属してい

る。栃谷南遺跡は、官窯の性格をもつことからも郡家を有する高野郷に帰属するであろう。

ところで、高野郷の郡家の候補遺跡について旧池多村・古澤村では未だ不明である。一方、射水郡

小杉町黒河に所在する黒河尺目遺跡では、 8世紀後半から9世紀前半の竪穴状土坑をはじめ、掘立柱

建物跡 4棟などが発掘されていて中核的遺跡の様相を呈している (上田・三島 2001年 )。 出土品に

は、蛋白石製の石帯があり官衡的性格がうかがえる。当地は射水郡の最端域に位置し、婦負那の入口

部に相当する。黒河は、古代から交通の要衝の位置を占めている。栃谷南遺跡の年代は、黒河尺目遺

跡よりも四半世紀ほど古いので直接的な対比はできないが、黒河尺目遺跡の周辺が政治的に重要な地

域であったのは間違いないだろう。婦負郡の郡家の所在の検討に黒河尺目遺跡は欠かせない。

いずれにしろ、栃谷南遺跡は古代婦負那高野郷に属するであろう。高野郷には郡家が所在していた

可能性が大きいので、窯業経営には糾司の直接的関与があったものと思われる。かって栃谷地区は婦

負郡長沢郷 (推定小子郷を合む)に属していたことにも暗示されているように、王塚古墳・勅使塚古

墳を表象とする小子郷との親近性の強い地域であるようだ。ちなみに栃谷南遺跡の位置は、境野新扇

状地すなわち高野郷の地理的中心にあり、黒河尺目遺跡や婦負郡の地域表象である王塚古墳・勅使塚

古墳、そして推定白城駅をほぼ 3km圏内に置いている。栃谷南遺跡が官窯として設置され長期にわ

たって操業された歴史的背景として、このような遺跡や地理的位置が深く関わっていると思われる。

古代越中国には、幅波、射水、婦負、新川の4郡が置かれていた。これまでの史料では婦負郡以外

の郡を本貫地とする官人は散見できるが、婦負郡出身の官人は知られていない。しかし、これをもっ

て婦負勢力が他郡に比して弱勢であったとはいえない。

平城宮から婦負郡の銘のある木簡や墨書土器が出土していて (昭和41年度平城宮第32次補足調査、

平城宮第43次発掘調査)、 都に出仕した下級官人に婦負淋の出身者がいたことが指摘されている (木

本 1996年 )。 しかも、越中国では婦負郡以外の郡からの出仕は確認されていない。下級官人とはいえ

都への出仕は、地域の名門の血筋を引く豪族の子弟から選任された可能性が高いだろう。古墳時代以

来の、「/Jヽ子部」との関わりで示唆される婦負の力がこのような面に現れていると思われる。

大伴家持が天平20年 (748)春、出挙のため国内を巡行し、「婦負郡の鵜坂川 (巻 17-4046)や婦

負川 (巻 17-4047)」 を渡った際に歌を三題詠んでいる。これなども、婦負勢力に対する配慮であろ

うし、途中、地域表象としての古墳へも礼を尽くしたであるう。また、越中国奈良時代の東大寺領荘

園は、幅波、射水、新川那には野占されたが、婦負郡だけは設定されなかった。これについても、古

墳時代以来の婦負勢力の伝統力の故に野占が見送られたのではないだろうかと想像している。

(余録・勅使道の呼称)

婦中町長沢集落の背後の丘陵上に勅使塚古墳 (県指定史跡)が ある。伝説があって、「上古各願寺

を北叡山とて勅願なるを、能州天平寺の衆徒攻破り押領せし頃、偶ま勅使ありしを、衆徒謀りて之を

殺す。其の塚なりと云う」 (森田 1979年)と ある。もちろん勅使塚古墳は古墳時代の築造であって、

各願寺勅使と時代が合わない。また、天保九年 (1838)の 「婦負郡上新川郡之内村々組分給固」 (新

湊市博物館蔵)に、山本新近くの射水郡境に「勅使堤」が表記されている。同堤は、明治43年浪I量の

迅速図『呉羽村』には「勅使ケ池」と記されていて、今日も勅使の呼称が継続している。さらに『越

中史徴』(438頁)には射水郡の黒川村にも勅使塚のあることが記され、「勅使塚 黒川村。太閤山土

居之内に勅使塚とて少し高庭に、松・杉各一株猶存すと。古墟考にいへり」とあって、『越中史徴』
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では、天二十二年の豊太閤宿陣の時、この地へ勅使が下向したことによると推考している。射水郡小

杉町下条にはいわゆる「勅使街道」があり、水戸田は宿場であったとされている (伊藤 2002年)。
この勅使街道は水戸田から黒河へ通じる、県道 9号線を指す。

このように、当地とその周辺に「勅使」の呼称を4か所にわたって知ることが出来る。 それらには、
各願寺伝承や太閣宿陣に伴う勅使が推考されているが、いずれも後世、名称の説明として成立した可

能性がある。これらの「勅使」呼称地は、小杉町水戸田から黒河までの県道富山・戸出・小矢部線 (県

道 9号線)の 「正方位計画道路」及び黒河で南東へ分岐する県道小杉・婦中線 (県道31号線)の「斜

方位直線道路」に沿って在る。このルートに沿って「勅使」称があるのは、このルートがいつの世に

か勅使道として機能していたことを暗示している。

中村太一氏は、駅路関係地名として「勅使道」が地名として残る場合があることを指摘している (中

村 2001年 )。 群馬県立歴史博物館での講演で、それは大分県の宇佐人幡への道にみられ、勅使の通

る道として由来したものだろうとされた。これを援用すれば、前述ルートが古代幹道としての性格に

ふさわしいものと推考される。勅使地名の由来について、史家に教えを乞いたいと思っている。

※以上、冗長な駄文を重ねてしまった。史学の正当な方法から逸脱し、想像でもって記述を進めた個

所も多いと思うが、これまで明確でなかった婦負郡域の郷域比定の論議についていくらかでも資する

ところがあれば幸いである。

参考文献

伊藤 曙覧
上田 尚美・

大野 英子
4月 号 (第 647号 )吉川弘文館

木本 秀樹 1996年  「第二節 律令制下の婦負郡」『婦中町史 通史編』婦中町
久保 尚文 1996年  「第二節 源平争乱と鎌倉幕府」『婦中町史 通史編』婦中町
杉谷自治振興会 1977年  『杉谷の里 歴史と風土』
中村 太- 2000年  『日本の古代道路を探す』平凡社
中村 太- 2001年  「日本古代の駅制と駅路」『古代のみち―たんけん 東山道路―』群馬県立歴

史博物館

藤井 一二 1988年  「国指定史跡「じょうべのま遺跡」と寺領荘園」『日本海地域史研究』第 8輯
文献出版

藤田富士夫 2000年  「古代北陸道を復元する」『考古学フォーラム 奈良時代の高岡を語る』資
料 高岡市立二上公民館

藤田富士夫 2001a年  「東大寺領越中国荘園「丈部荘」の現地比定と若干の考察」『富山史壇』135・
136号合併号 越中史壇会

藤田富士夫 2001b年 「附編 。1 古代の表象としての若王子塚古墳」『富山市水橋金広・中馬場
遺跡発掘調査報告書』宮山市教育委員会

婦中町史編纂委員会 1996年  『婦中町史 通史編』婦中町
婦中町史編纂委員会 1997年  『婦中町史 資料編』婦中町
森  公章 2000年  「/1ヽ子部」『日本歴史大事典』2 小学館
森田 柿園 1979年  『越中史徴』第二版 富山新聞社

2002年  『小杉町の地名』′卜杉町民図書館編・小杉町教育委員会
三島 道子 2001年  「Ⅳ 主要地方道小杉婦申線関連遺跡発掘調査」『埋蔵文化財

調査概要』財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

2002年  「文化財レポート 富山県婦中町千坊山遺跡群」『日本歴史』
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�)自然科学分析

1日 高岡市周辺の遺跡から出上した須恵器・瓦の蛍光X線分析

大谷女子大学教授 三辻 利―

国府 I遺跡から出土した瓦の分析データから説明する。分析データは表 1にまとめられている。両

分布図を図 1に示す。降Ca分布図では縄目瓦の大部分を包合するようにしてA領域を描いてある。ま

た、Rb―Sr分布図では格子目瓦の大部分を包含するようにしてB領域を描いた。図 1をみると、縄目瓦

の胎土と格子目瓦の胎土は若干、異なることがわかる。このことは両方の瓦は別場所で作られた可能

性があることを示唆している。今後の研究の参考になるデータである。

図 2には美野下遺跡および東木津遺跡出土須恵器の両分布図を示す。両遺跡の須恵器は同じ位置に

分布しており、同じ産地の製品であることを示している。美野下遺跡の須恵器はRb‐Sr分布図をみると、

2群に分かれることがわかる。Ca、 Sr量が少ない群をッ輔 とし、逆に、Ca、 Sr量が多い試料群をB群

とした。前者は富山県西部地域の製品と推定される。また、後者は富山県束部地域の製品と推定され

る。美野下遺跡には主として、西部地域の製品が供給されていたが、東部地域の製品も供給されてい

たことがわかる。東木津遺跡へは西部地域の製品のみが供給されていた。 8～ 9世紀代には富山県内

には多くの須恵器窯があり、いくつかの群に分類しているが、当面は西部地域と東部地域に三分して

産地推定のデータを集積するほうがよいようにおもわれる。西部地域の製品が東部地域の遺跡からど

の程度出土するか、また、東部地域の製品が西部地域の遺跡からどの程度出土するかが当面の問題で

ある。

図 3には栃谷南遺跡の粘土と窯壁の分析結果を示す。窯壁は灰釉が付着したりして、Ca、 Sr量が著

しく変動する場合がある。大きくずれる2点の窯壁試料を除くと、粘土も窯壁も両分布図上で類似し

た位置に分布しており、同じ化学的指紋をもつことを示している。この粘上が少なくとも、窯壁の材

料になった可能性はあることがわかる。他の土器の分析結果とも比較すれば、この粘土がどの程度、

土器の素材として広く活用されたかがわかるはずである。

図2 美野下追跡および東ホ津遺跡出土須恵器の両分布図    図3 栃谷南遺RI出土粘土および窯壁の両分布図
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図 1 回府 I遺跡出土瓦の両分布図
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2日 栃 谷南遺跡 にお ける地 中 レーダ探査

富山大学大学院人文科学研究科2年 岸田  徹

富山大学理学部教授 酒井 英男
はじめに

栃谷南遺跡一帯は、過去の土地改良事業により造成を受け、現在では平坦な水田となっている。遺

跡自体も、その造成時に削平を受けているが、過去の谷筋に沿って削平を免れた遺構が存在している

可能性も考えられた。今回の探査の目的は、試掘調査に先立ち、谷地形を確認することを第一の目的

とし、その中で異常応答地点を捉え、遺構の存在を推定することとした。

探査の概要

探査は2001年 H月 23～ 26日 の 4日 間を予定していたが、降雨により散発的に行うこととなった。

探査方法は、地中構造を捉えるのに適した地中レーダ探査を採用した。使用した機器はカナダSensor

&Sofhvare社のPtdseEKK01000、 アンテナ周波数は225MHzで ある。探査区は 4つの地区に分割して

設定した。それぞれの地区名は第 1図のとおりである。

結果の解析は、電磁波の反射による擬似的断面図 (PrO■le図)と 、一定深度でのレーダ波の反射強

弱を平面図化するTime‐Slice法 にて行った。なお探査深度を求めるため、地中の電磁波の伝播速度を

測定するCMP探 査を実施した (Annan and CoMay,1992)。 その結果酎V区、ShV区の上壌における

電磁波の伝播速度は0,047m/nsと 推定できた。本探査ではこれらを利用して探査深度を設定した。

それぞれの探査地区における測線間隔は、SW区は lm間隔、NW区、NE区は 2m間隔、SE区は 5

m間隔 (最後 3m間隔)で、走査方向はすべて東西方向である。

探査の結果

代表的な探査結果を第 2図に示す。酎V区 。SW区とも西から東に緩やかに傾斜する構造が見られた。

これが造成によって埋め立てられた際、削平されずに残った谷地形を捉えたものであろう。この構造

は地表下約50cm以内より始まり探査できた範囲では深さ2m近くまで続いている。この東下がりの傾

斜が始まる地点をもとに現存する谷筋を復元した (第 1図に点線で示す )。 また60nsの深さ (地表下

約1.4m)に も何らかの土層構造が見られるが、粘土地山層下の礫層かとも考えられる。

NE区・SE区では谷地形を提えた明確な応答を得られなかった。その原因としては、出 V区 。SW区

は畑であったのに対しNE、 SE区は水田であったため土壌の含水率が高く、電磁波が減衰し地中深く

まで入っていかなかったためであろうと思われる。

次に、罰V区のTime‐Slice図が第 3図である。今回、他の地区では測線間隔が 2m以上であったので、

Time‐ Slice図は作成しなかった。何箇所かの異常応答が確認できる。AおよびB地点の応答はその範囲

も比較的大きく、ある程度の深度までその応答が続くため、何らかの遺構を捉えている可能性が高い

と思われる。

参考文献

・富山市教育委員会 1999 『栃谷南遺跡』富山市内遺跡発掘調査概要Ⅲ
o Annan, A.P, and Coswvay, S.W. Ground penetrating radar suⅣ ey design, Annual �生eeting Of

跳 GEEP,  1‐ 12(1992).
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探査結果による傾斜の始まるライン)
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3.栃 谷南遺跡の 自然科学分析 (1)
パリノ・サーヴェイ株式会社

`よ

じめに

栃谷南遺跡では、奈良時代の窯跡、灰原、粘土採掘穴、井戸跡、小穴群などが検出されている。窯

跡からは、須恵器や瓦等が出土しており、これらの焼成を行っていたことが推定される。いずれも、

発掘調査所見から複数回の操業が行われていたことが推定されている (富山市教育委員会 ,1999)。

これらの窯跡や灰原では、焼成時の燃料材の一部と考えられる炭化材が大量に出土している。

本報告では、これらの炭化材について、加速器質量分析計による放射性炭素年代測定を行い、各遺

構の使用時期、灰原の堆積時期を明らかにすると共に、炭化材と出土した木製品の樹種同定を行い、

用材選択に関する資料を得る。なお、出上した銅製品のX線分析については稿を改めて報告する。

1.放射性炭素年代測定

(1)試料

試料は、 1～ 3号窯跡の各層やD区西壁から採取した炭化材11点である。各試料の詳細は、測定結

果と共に表 1に記す。

(2)分析方法

測定は、株式会社地球科学研究所を通じて、米国ベータ社で行った。

(3)結果

浪1定結果を表 1に示す。表中の測定年代および同位体補正年代は、AD.1950年を基点とする年代 (BP。 )

であり、誤差は標準偏差 lσ に相当する年代である。また、半減期はЫBBYの 5568年を用いている。

なお、
消c/Wcの値は、試料炭素の

BC/ワ
C原子比を質量分析器で測定し、標準にPDBを用いて同様に

算出した値である。

各窯の試料は、いずれも6～ 7世紀の年代を示し、 7世紀後半を示す試料がやや多い傾向が窺える。
表 1 放射性炭素年代測定結果

発掘調査所見では、栃谷南遺跡の窯跡は白鳳期の御亭角廃寺が造営された後、越中国分寺が造営さ

れるまでの数十年間の期間に営まれていたと考えられている。この時期は、文献記録などからは 8世

紀前半に相当するとされている。今回浪1定 された試料の年代は、この所見に比べると数10～ 100年ほ

ど古いようにみえる。しかし、 1)放射性炭素年代は測定値の誤差をみてもわかるように100年以下

の時期区分に用いられるような精度ではないこと、 2)放射性炭素年代を単純に暦年代に読み替える

ことはできないことの 2つがあげられる。このうち、 1)については、「放射性炭素年代浪1定は新し

い試料ほど測定の精度 (信頼度)が落ちる」ように思えてしまう。しかし、技術的な測定精度は、試

地区 遺構名 出上位直 番号 試料の質 測定年代 怜C/穆C⑩/O。 同位体補正年代 Code No

A区 2号窯

14層 炭化材 280± 50 -24_6 290± 50 Be協-140594

灰 a 6層 2 炭化材 440± 50 -26.8 410±50 Beta-140595

灰 b H層 炭化材 250± 50 -24.2 260± 50 Be協-140596

灰 b 7層 炭化材 310±50 -26.0 290± 50 Beta-140597

D区

1号窯

灰 d 最下層 炭化材 440±50 ―-25.6 430± 50 Beta-140598
ベル ト 12・ 14層 炭化材 300±50 -24.8 300± 50 Beta-140599
ベル ト 28層 炭化材 250±50 -25.0 250± 50 Beta-140600

3号窯
21・ 22・ 23'習 炭化材 290±50 -23_8 310± 50 Beta-140601

24'言 炭化材 280±50 -26.0 260± 50 Beta-140602

西 壁
1層 炭化材 370±50 -26.4 350± 50 Beta-140603

2)喜 炭化材 300±50 -24.8 300± 50 Beta-140604

(4)考察
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料の新・旧の程度よりも試料の状態 (量、汚染度など)に よる影響の方がはるかに大きい。 2)につ

いては、過去における宇宙線の強度が一定ではないために過去の大気中のC02に おける14Cの濃度

が一定でないことに起因する。放射性炭素年代を暦年代に補正する試みが樹木の年輪の測定などによ

り古くから行われているが、補正データが複数あることといずれも国外における測定データであるこ

とおよび補正されたデータにしても結局は年代誤差幅を伴うことなどから、暦年補正が今回のような

詳細な年代推定に有効であるとはいえない。

以上のことと今回の試料の年代が示す年代幅が比較的まとまっていることを考慮すれば、今回の測

定結果は、発掘調査所見を支持するものとして評価できる。

2.炭化材の樹種同定

(1)試料

試料は、 1～ 3号窯、D区西壁等から採取された炭化材39点 と、調査区中央北端の包合層上部 (X

86准55)か ら出土した透彫り木製品 1点である。炭化材の多くは一括採取されたものであり、接合関

係の不明な炭化材が多数入っている。そのため、一括試料については、無作為に複数点を選択した。

その結果、合計点数は167点となる。

(2)方法

炭化材は、木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実

体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

木製品は、実体顕微鏡で表面を観察し、木材組織の特徴からの同定を試みた。

(3)結果

樹種同定結果を表 2に示す。保存が悪い試料については、観察できた範囲での結果を記した。その

他の試料は、全て広葉樹材で、10種類 (ク マシデ属イヌシデ節・コナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナ

ラ属コナラ亜属コナラ節 。モクレン属・アジサイ属・サクラ属
。ヌルデ・カエデ属 。エゴノキ属・ム

ラサキシキブ属)に同定された。各種類の主な解剖学的特徴を以下に記す。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (Q防9′c,ss,bg9ん .L攣ラJοbαJαtts sccι .助 rrサs)ブナ科

環孔材で、孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら放射状に配列す

る。道管は単穿孔を有し。壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のもの

と複合放射組織とがある。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Q,crc,s sttbg9Ю .LttjJο bαιαり s sccサ。Prけれ秘s)ブナ科

環孔材で、孔圏部は 1～ 2列、孔圏部で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列す

る。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のもの

と複合放射組織とがある。

・モクレン属 (M昭んοJ,α )モクレン科

散孔材で、管壁厚は中庸～薄く、横断面では角張った楕円形～多角形、単独および 2～ 4個が放

射方向に複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は階段状～対列状に配列する。放射組織は

異性Ⅲ型、 1～ 2細胞幅、 1～ 40糸田胞高。
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地 区 遺 構 名 出土位置
圧  標

番 号 試料の質 点 数 樹 種X Y Z

A 区 2号窯

14層 炭化材 2
コす ラ属 コ ナ ラ虫 属 ク ヌ 千節 (1

クマンデ属 イヌシデ節 (1)
23,晋 ib.も bU 炉ご1ヒ 4る クマシデ属 イヌシデ節Q0

23)吾 -63 15.850 炭化材
アンす 4橘 99
ム 某 樹 (2

サクラ属 (3

bサ膏 反 化 可 クリ(1

炒(a  4帰雪 3 灰 化 広 粟 樹 (1)

灰 a 5層 炭化材 2
コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (1

クマンテ属 イヌンデ卸 (1)

ツ(a   O'習 2 炭イ跡 クマンテ属 イヌンテ節 (1

灰 b ll層 炭化材 8

コ ナ ラ属 コ ナ ラ生 属 ク ヌ キ 節 (1

カエデ鳳(3

クマンデ属 イヌンデ節 (4)

灰 b 7層 炭化材 6

クマシデ属 イヌシデ節 (1)
コすラ,高 コすラ中属 クヌ千RFj(2

モクレン属 (2

カエテ属 (1

,少(c  6訓曽_L'曽 灰イヒ材 アジサイ属 (1
,ク(c  72)習 lb.rも υ 6 う〔イヒ布 サクラ属 (1

ベル ト6層 -63 15799 炭化材 5
アジサイ属(4)

広 葉 樹 (1)

ベル ト6層 (Hl批吾b) -63 15_790 力そ化 布 クマンテ属イヌンテ節 (1

D 区

1号窯

〃(b  132月雪 炭化材 コナ ラ属 コ ナ ラ虫 属 コ ナ ラ節 (1)

レくb  70,習 反イヒ↑ サクラ属 (1
咲 b 最 下 眉 lb.ZtJ7 灰化ん ヨナラ属コナラ亜属コナラ節 (1)

ベル ト 12・ 14層 -54 15_764 炭化材

クマシデ属 イヌシデ節 (4)

カエデ属(5

クリ(2)

医 撃 撤 (散刊 材 )(1

ベル ト 12・ 14層 -54 15764 炭化材 8

コナラ属 コナラ並属クヌギ節(1)

クリ(2)

クマシデ属イヌシデ節 (4

サ ク ラ厄黙2
rミル ト  ツ7・ 10,薯 -56 15441 炭 化 材 ユ クマンテ属イヌンテ師(]
ミ́ル ト  28耀雪 -60 15519 炭化材 サクラ属tO

3号窯

l 22・ 23)曽 6681 6044 15787 反 化 秘 も コナラ属 コナラ並属クヌギ節 (8)

24'薯 66.56 59.50 15.687

炭化材 1 6

クマシデ属 イヌシデ節 (2)
コナラ属 コナラ市属クヌギ節 (1

「
/x葉柳 (1

ヌルデ(1

カエデ属 (1

灰化 材 Z 医 薬 樹 (5

炭化材 3 4
コナラ属コナラ市属クヌギ節 (1)

カエデ属 (3)

西 壁

l層 炭化材

カエデ属 (6)

ヌ)レラ引3

アジサイ属(1)

2層 炭化材

エゴノキ属 (6)

カエデ属 (3)

クリ(1

コすラ属コすラ巾鳳クヌギ師 (2

サクラ層 (1

クマシデ属 イヌシデ節 (1)

啄翼 樹 (散孔 材 I

1天 a  152層 ― 氏

`

15_700 8 うそ化 クマンデ属イヌシデ節 ?(1
1更 n  153層 15^665 力そ化 モ ク レ ン属 (1

人 a― fm 156層 65_6ユ -60ヽ 8 15895 房せイヒ コナラ底コナラ中属コナラ師 (1

(b  15)警 71 16557 房きイヒ モクレン属 (1)
f 西 壁  3層 1591 9 う言イИ カエデ属 (1)
SXll 十器だまり 15775 2 サクラ属 (1
B― (】 rミル ト中 ― 民ク 16061 5 コナラ属コナラ耶属コナラ節(1
R― C rミル ト中 15779 6 うそイ佐 クマンデ属イヌシテ箭(1

A―D ベル ト中 71 16179 9 ,こイイ サクラ底 (1

A―B ベル ト中 8062 5627 15420 Б 鮮イИ材 クリ(1)
]入 な し -69 RO∩ 7 炭化 クリ(1)

記入なし 107_602 -67761
炭化材 (丸材) 3

ヌル テ (1

ムラサキジキブ属 (1

エゴノキ層 (1

房とイ円防 ( ★1) 1

非破 壊 で 樹 種 同ぞ 167R9 太 製 品 吹 霊 FDI

・ クマ シデ属 イ ヌ シデ節 (Cαrp力秘ss秘う解 泥.β ttαrp力 ,s ttp。 )   カバ ノキ科

散孔材で、管孔は放射方向に2～ 10個が複合して散在し、年輪界付近で径を減ずる。道管は単穿孔
を有し、壁孔は対列状～交互状に配列する。放射組織は異性III型、 1～ 3細胞幅、 1～ 40糸田胞高
のものと集合放射組織がある。
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・サクラ属 (Prぁれ
“
s)バラ科

散孔材で、管壁厚は中庸、横断面では角張った楕円形、単独または 2～ 8個が複合して散在し、

晩材部へ向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん

肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型、 1～ 4細胞幅、 1～ 30細胞高。

・ヌルデ lRん秘s」iaυαttcα L.)ウルシ科ウルシ属

試料は年輪界付近で割れている。年輪界には翌年の道管が僅かに残っており、その道管径の変化

から環孔材と判断できる。小道管は、 2～ 3個が複合して散在する。道管は単穿孔を有し、壁孔は

交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ～Ⅱ型、 1～ 3細胞幅、

1～ 20細胞高。特に上下に連結する。

・カエデ属 lAc9′ )カエデ科

散孔材で管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および 2～ 3個が複合して散在し、晩材

部へ向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせ

ん肥厚が認められる。放射組織は同性、 1～ 5細胞幅、 1～ 30細胞高。細胞壁の厚さが異なる2種

類の木繊維が木口面において不規則な紋様をなづ。

・アジサイ属 (駒
'用
馨 α)ユキノンタ科

散孔材で、小型の道管がほぼ単独で年輪界に一様に散在する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は階

段状に配列する。放射組織は異性 I型、1～ 2細胞幅、 1～ 30細胞高。単列部が時に上下に連結する。

・エゴノキ属 (Sιサ妙地π)エゴノキ科

散孔材で、横断面では楕円形、単独または 2～ 4個が複合して散在し、年輪界付近で管径を減ず

る。道管はる道管は階段穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅱ型、 1～ 3細胞

幅、 1～ 20糸田胞高。

・ムラサキシキブ属 (Cαιι,carpα )クマツヅラ科

散孔材で、横断面は多角形、管孔は単独および 2～ 3個が複合して散在する。道管は単穿孔を有

し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅲ～ I型、 1～ 3細胞幅、 1～ 20細胞高。

(4)考察

窯跡等から出上した炭化材には、クヌギ節、コナラ節、イヌシデ節などが比較的多く利用されてい

るが、合計で10種類が確認されており、様々な種類が利用されていたことがうかがえる。炭化材が出

土した窯は合計 3基あるが、出上した炭化材の種類構成に大きな違いは認められない。このことから、

いずれの窯でも基本的には同様の用材選択が行われていたことが推定される。また、各窯では、複数

回の操業が行われていたことが確認されている (富山市教育委員会,1999)。 しかし、層位による種

類構成の違いも明確ではなく、ほぼ同様の用材選択が継続されたと考えられる。

本地域では、太閻山周辺の製鉄遺跡から出上した燃料材や、小杉町椎土遺跡の炭窯から出土した炭

化材の樹種同定が行われている (島地・林,1983a,1983b,1984;林 ,1988)。 これらの結果を

見ると、針葉樹が多い結果も見られるが、基本的には多くの広葉樹で構成されている結果が得られて

いる。このような利用状況は、今回の結果とも一致しており、同様の用材選択が行われていたことが

推定される。広葉樹材が多い背景には、環減炎を

得るためには堅い材質の木材の方が適しているため、材質を考慮した用材選択が行われたことが考え

られる。

一方、透彫り木製品は、実体顕微鏡による観察で、道管部分に泥が入ったために白い斑点となり、

散在している様子が見られた。針葉樹は道管を持たないことから、試料は広葉樹と判断できる。道管

の散在状況から、いわゆる散孔材の道管配列を有する種類と考えられるが、同定には至らなかった。
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透彫 り木製品は、その形状から東大寺不空霜索観音像の台座などに見られる、「対棄花文」と呼ばれ

る透彫 りであり、小型の木彫仏の台座や宝冠に付くものと考えられている。仏像やその関連の部材に

ついて行われた調査では、飛鳥時代の仏像にはクスノキが圧倒的に多いが、奈良時代頃から針葉樹の

カヤが多く利用されるようになる (金子ほか,1998)。 また、今回と同様に彫刻が施された弧文円板

が、奈良県纏向遺跡や東大阪市宮ノ下遺跡で出土しているが、いずれもクスノキに同定されている (嶋

倉 ,1976;パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,1996)。 このような利用の背景には、クスノキが香木であ

るために、自檀などの代用として利用されたとの指摘がある。これらのことを考慮すれば、今回の透

彫り木製品が国産であった場合にはクスノキの可能性がある。
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図版 4 炭化材(4)

10.ム ラサキジキブ属 (試料番号78)
a:木口,b:柾 日,c:板 目

■■■■ 200μ rn i

…
 200μ ln i

a

b,c
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図版 1 炭化材(1)

1.ク マシデ属イヌシデ節 (灰 a1522層No.8)
2.コ ナラ属コナラ亜属クヌギ節 (1号窯ベル ト12-14層 )
3.コ ナラ属コナラ亜属コナラ節 (1号窯灰 b132層No.5)
a:木口,bi柾 日,ci板 目 】一

200μ ln i a
200μ lla i b,c
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